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「
同
情
」
と
「
隣
人
愛
」
か
ら
見
る 

阿
部
次
郎
と
武
者
小
路
実
篤
の
宗
教
と
社
会
観

―
―
「
第
三
の
社
会
」
―
―
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一
九
〇
〇
年
頃
、
日
本
の
思
想
界
で
は
人
格
主
義
が
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
た
。
日
本
の
人
格
主
義
は
、
感
情
移
入
美
学
と
の
関
連
が
あ
り
、
そ
の
影
響
を
強
く
受
け
て

い
た
の
が
阿
部
次
郎
（
一
八
八
三
〜
一
九
五
九
）
で
あ
っ
た
。
同
時
に
武
者
小
路
実
篤
（
一
八
八
五
〜
一
九
七
六
）
に
も
そ
の
傾
向
が
見
ら
れ
、
両
者
の
思
想
は
互
い
に
似
た

と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。

そ
こ
で
、
当
時
の
社
会
思
想
に
つ
い
て
阿
部
と
似
た
意
識
の
あ
っ
た
武
者
小
路
実
篤
の
「
理
想
的
社
会
」（『
生
長
す
る
星
の
群
』
一
九
二
三
年
一
月
〜
八
月
）
を
取
り
上
げ
、

阿
部
の
『
人
格
主
義
』（
岩
波
書
店
、
一
九
二
二
年
）
と
比
較
す
る
こ
と
で
、
両
者
の
相
違
と
同
時
代
受
容
を
検
証
し
た
。
こ
れ
ま
で
、
阿
部
と
武
者
小
路
の
社
会
観
を
考
察
す

る
研
究
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
際
、
浮
上
し
た
の
が
「
同
情
」
と
「
隣
人
愛
」
の
概
念
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
阿
部
が
リ
ッ
プ
ス
の
感
情
移
入
を
「
同
情
」
と
訳
し
て
い
た

こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
。
阿
部
は
、
彼
自
身
の
解
釈
で
こ
の
言
葉
を
用
い
て
い
た
が
、「
同
情
」「
隣
人
愛
」
は
、
当
時
の
日
本
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

本
稿
で
は
、「
同
情
」
に
着
目
し
、
キ
リ
ス
ト
教
と
反
キ
リ
ス
ト
教
の
両
面
か
ら
考
察
し
、
こ
の
視
点
か
ら
一
例
と
し
て
、
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
―
受
容
を
取
り
上
げ
た
。

そ
れ
は
、
阿
部
だ
け
で
な
く
、
武
者
小
路
や
森
鴎
外
（
一
八
六
二
〜
一
九
二
二
）、
島
村
抱
月
（
一
八
七
一
〜
一
九
一
八
）
な
ど
、
当
時
の
知
識
人
達
に
広
ま
っ
て
い
た
。
中
で

も
、
井
上
哲
次
郎
（
一
八
五
六
〜
一
九
四
四
）
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
は
仏
教
の
側
面
か
ら
も
解
釈
さ
れ
て
お
り
、
阿
部
と
武
者
小
路
の
社
会
観
で
も

人
格
的
価
値
や
善
と
い
う
側
面
に
共
通
性
が
見
ら
れ
た
。

ま
た
、
阿
部
と
武
者
小
路
は
各
々
「
第
三
の
社
会
」
や
「
第
三
の
も
の
」
と
い
う
国
家
や
共
同
体
観
を
持
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
当
時
、
既
に
受
容
さ
れ
て
い
た
イ
プ
セ
ン
の
戯

曲
に
登
場
す
る
『
皇
帝
と
ガ
ラ
リ
ヤ
人
』（
一
八
七
三
年
）
で
著
し
た
「
肉
の
王
国
」
と
「
霊
の
王
国
」
を
経
て
霊
肉
一
致
の
「
第
三
帝
国
」
を
求
め
る
人
々
の
姿
を
想
像
さ
せ
る
。

イ
プ
セ
ン
の
戯
曲
で
は
、
ギ
リ
シ
ア
の
古
代
精
神
と
キ
リ
ス
ト
の
精
神
を
統
一
融
合
し
た
世
界
と
し
て
「
第
三
帝
国
」
が
表
現
さ
れ
る
が
、
阿
部
と
武
者
小
路
の
目
指
す
社

会
は
、
同
時
代
に
受
容
さ
れ
た
感
情
移
入
説
と
人
格
向
上
が
融
合
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

以
上
の
考
察
の
結
果
、
武
者
小
路
の
共
同
体
は
カ
ン
ト
の
「
目
的
の
国
」
と
似
て
お
り
、
阿
部
の
国
家
は
ヘ
ー
ゲ
ル
の
『
法
哲
学
』
の
国
家
観
と
似
た
特
徴
を
持
ち
、
両
者

は
善
の
社
会
を
目
指
し
て
い
る
点
で
は
共
通
し
た
思
想
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
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は
じ
め
に

「
第
三
の
社
会
」
は
、
阿
部
次
郎
（
一
八
八
三
〜
一
九
五
九
）
が
目
指
し
た
理
想

的
社
会
で
あ
る
。
阿
部
は
『
人
格
主
義
』（
岩
波
書
店
、
一
九
二
二
年
）
の
中
で
、

各
人
の
人
格
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
善
い
社
会
を
創
り
出
す
と
い
う
社
会
観

を
打
ち
出
し
た
。

同
時
代
に
お
け
る
類
似
の
思
想
と
し
て
、
武
者
小
路
実
篤
（
一
八
八
五
〜

一
九
七
六
）
も
「
理
想
的
社
会
」（『
生
長
す
る
星
の
群
』
一
九
二
三
年
一
月
〜

一
九
二
三
年
八
月
）
の
中
で
、
理
想
的
な
社
会
を
「
第
三
の
も
の
」
と
表
現
し
、「
人

間
主
義
者
」「
世
界
同
胞
主
義
者
」
を
創
る
た
め
の
実
践
例
と
し
て
「
新
し
き
村
」（
１
）

を
取
り
上
げ
、
個
人
の
資
質
が
理
想
的
社
会
を
形
成
し
て
い
く
原
動
力
で
あ
り
、
一

人
一
人
の
資
質
が
善
へ
向
か
う
こ
と
の
重
要
性
を
示
し
て
い
る
。

こ
こ
で
両
者
の
い
う
社
会
観
は
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
劇
作
家
イ
プ
セ
ン
（
一
八
二
八

〜
一
九
〇
六
）
が
『
皇
帝
と
ガ
ラ
リ
ヤ
人
』（
一
八
七
三
年
）
で
著
し
た
「
肉
の
王
国
」

と「
霊
の
王
国
」を
経
て
霊
肉
一
致
の「
第
三
帝
国
」を
求
め
た
姿
を
髣
髴
と
さ
せ
る
。

イ
プ
セ
ン
の
戯
曲
で
は
、
ギ
リ
シ
ア
の
古
代
精
神
と
キ
リ
ス
ト
の
精
神
を
統
一
融

合
し
た
世
界
と
し
て
表
現
さ
れ
る
が
、
阿
部
と
武
者
小
路
の
目
指
す
社
会
は
、
同
時

代
に
受
容
さ
れ
た
感
情
移
入
説
と
人
格
向
上
が
融
合
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、

阿
部
も
武
者
小
路
も
、
と
も
に
当
時
の
社
会
主
義
者
か
ら
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
思
想
の
典
型

の
よ
う
に
批
判
を
浴
び
た
（
２
）。
そ
れ
は
、
彼
ら
の
思
想
が
と
も
に
、
い
わ
ば
階
級

矛
盾
よ
り
、
個
人
の
人
格
形
成
を
優
先
さ
せ
る
も
の
だ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
に
、
彼
ら
の
社
会
観
に
は
共
通
す
る
一
面
が
存
在
す
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
、

同
時
代
を
生
き
た
阿
部
と
武
者
小
路
の
ふ
た
り
の
思
想
、
及
び
そ
の
共
通
性
に
つ
い

て
比
較
検
討
し
た
論
考
は
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
こ
の
点
に
注
目
し
、
彼
ら
の

根
底
に
共
通
し
て
あ
る
「
同
情
」
と
「
隣
人
愛
」
の
精
神
を
検
証
し
た
い
。
両
者
は

と
も
に
、
キ
リ
ス
ト
教
思
想
の
影
響
を
う
け
て
い
る
が
、
阿
部
の
場
合
、「
同
情
」

を
テ
オ
ド
ー
ル
・
リ
ッ
プ
ス
（
一
八
五
一
〜
一
九
一
四
）
の
感
情
移
入
説
と
同
義
に

解
釈
し
て
い
る
。
そ
し
て
、当
時
の
日
本
の「
同
情
」論
に
は
、シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー

（
一
七
八
八
〜
一
八
六
〇
）
の
受
容
が
見
逃
せ
な
い
。
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
は
、

ド
イ
ツ
に
お
け
る
脱
キ
リ
ス
ト
教
思
想
の
先
駆
者
の
一
人
で
、ニ
ー
チ
ェ
（
一
八
四
四

〜
一
九
〇
〇
）
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
に

は
東
洋
の
神
秘
哲
学
の
影
響
も
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
は
倫
理
の
問
題
と
密
接
に
関
連
し
て
受
容
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
こ
と
か
ら
、

阿
部
や
武
者
小
路
が
善
悪
や
正
義
の
問
題
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
か
に
つ
い
て

は
じ
め
に

一
．『
人
格
主
義
』
と
社
会
観

二
．
感
情
移
入
説
と
「
同
情
」
論

　

二
．
一　
「
同
情
」
の
受
容

　

二
．
二　

阿
部
と
武
者
小
路
の
「
同
情
」
と
感
情
移
入
の
か
か
わ
り

　

二
．
三　

同
時
代
の
「
同
情
」
概
念
と
神
秘
主
義

　

二
．
四　
「
象
徴
的
深
秘
主
義
」
と
「
深
秘
的
象
徴
主
義
」

　

二
．
五　

阿
部
の
「
同
情
」
論
に
見
る
リ
ッ
プ
ス
の
影
響

　

二
．
六　

リ
ッ
プ
ス
の
「
同
情
」
の
比
較

　

二
．
七　

阿
部
の
国
家
論
と
ヘ
ー
ゲ
ル

三
．
武
者
小
路
の
宗
教
と
人
格
的
価
値
と
の
関
係

　

三
．
一　

武
者
小
路
実
篤
の
「
同
情
」
と
「
隣
人
愛
」

　

三
．
二　

武
者
小
路
の
「
同
情
」
と
宗
教
観

　

三
．
三　

武
者
小
路
の
初
期
論
文
に
見
ら
れ
る
善
と
の
関
係

四
．
労
働
者
観
と
宗
教

　

四
．
一　

武
者
小
路
実
篤
の
共
同
体

　

四
．
二　

奴
隷
の
問
題
か
ら
見
る
「
隣
人
愛
」
と
「
同
情
」
の
影
響

お
わ
り
に
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も
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

阿
部
の
人
格
主
義
は
、
個
人
が
普
遍
性
を
獲
得
す
る
こ
と
に
重
点
を
置
い
て
お
り
、

そ
れ
を
国
家
の
基
礎
と
考
え
て
い
る
の
に
対
し
て
、
武
者
小
路
は
階
級
の
な
い
全
人

類
が
同
胞
と
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
を
目
指
す
と
い
う
が
、
国
家
と
の
関
係
は
必
ず
し

も
明
確
に
し
て
い
な
い
。
そ
の
点
、
両
者
に
は
相
違
が
あ
る
。
即
ち
、
前
者
は
ヘ
ー

ゲ
ル
（
一
七
七
〇
〜
一
八
三
一
）
の
思
想
と
類
似
し
、
後
者
は
カ
ン
ト
（
一
七
二
四

〜
一
八
〇
四
）
の
思
想
と
類
似
す
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
点
を
踏
ま
え
た
上
で
、
本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
が
阿
部
と
武
者
小
路
の
社
会

思
想
を
「
同
情
」
と
「
隣
人
愛
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
感
情
移
入
説
と
ど
の
よ
う
な
接

点
を
持
ち
な
が
ら
展
開
し
て
い
っ
た
の
か
、
そ
の
特
徴
を
明
確
に
し
、
彼
等
が
目
指

し
た
「
第
三
の
社
会
」
と
「
第
三
の
も
の
」
と
し
て
の
共
同
体
に
つ
い
て
、
比
較
検

討
し
て
い
く
こ
と
で
、
両
者
の
社
会
観
と
同
時
代
の
傾
向
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

一
．『
人
格
主
義
』
と
社
会
観

阿
部
次
郎
の
『
人
格
主
義
』
は
、
リ
ッ
プ
ス
の
感
情
移
入
説
を
中
心
と
し
た
人
格

主
義
概
念
を
、
阿
部
の
解
釈
を
附
加
す
る
形
で
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

リ
ッ
プ
ス
の
思
想
は
、
人
格
の
価
値
「Persönlichkeitsw

ert

」
を
善
と
し
て
解
釈

し
、
物
的
な
価
値
感
情
「D

ingsw
ertgefühl

」
を
利
益
と
し
て
、
そ
れ
ら
を
手
段
と

し
て
用
い
る
利
己
主
義
者
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。
リ
ッ
プ
ス
は
、
利
己
主
義
者

を
人
格
価
値
の
向
上
が
見
ら
れ
な
い
人
間
と
し
て
考
え
、
人
格
の
価
値
を
も
っ
て
、

自
己
の
内
部
を
発
見
す
る
方
法
と
し
て
の
感
情
移
入
説
を
理
論
化
し
た
。
し
か
し
、

こ
の
思
想
の
問
題
点
は
、
他
者
の
思
想
を
自
己
に
投
入
す
る
こ
と
で
、
他
者
の
思
想

を
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
る
こ
と
が
出
来
ず
、
自
己
の
思
想
に
終
始
す
る
点
に
あ
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
各
論
者
に
よ
っ
て
指
摘
（
３
）
さ
れ
て
き
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。

阿
部
の
人
格
主
義
思
想
に
見
ら
れ
る
リ
ッ
プ
ス
受
容
は
、
日
本
の
人
格
主
義
を
考

察
す
る
上
で
も
重
要
で
あ
る
。
阿
部
の
思
想
を
読
み
取
る
上
で
、『
倫
理
学
の
根
本

問
題
』（
岩
波
書
店
、
一
九
一
六
年
）、『
美
学
』（
岩
波
書
店
、
一
九
一
七
年
）、『
人

格
主
義
』（
岩
波
書
店
、
一
九
二
二
年
）、『
学
芸
論
鈔
』（
下
出
書
店
、
一
九
二
二
年
）

の
一
連
の
著
作
を
参
照
す
る
必
要
が
あ
る
。
中
で
も
、『
人
格
主
義
』
は
、
感
情
移

入
説
の
受
容
だ
け
で
な
く
、
阿
部
の
社
会
思
想
を
検
討
す
る
上
で
も
重
要
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
リ
ッ
プ
ス
の
感
情
移
入
説
は
、
日
本
で
は
心
理
学
と
美
学
上
の
立
場
か

ら
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
社
会
学
を
根
本
理
念
と
し
た
リ
ッ
プ
ス
の
著
書

が
『
哲
学
論
叢
二
二　

社
会
学
の
根
本
問
題
』（
岩
波
書
店
、一
九
二
九
年
）
と
題
し
て
、

加
茂
儀
一
（
一
八
九
九
〜
一
九
七
七
）
に
よ
り
訳
さ
れ
て
い
る
。
加
茂
儀
一
は
、
文
明

史
や
社
会
学
、
宗
教
に
関
す
る
著
作
を
多
く
発
表
し
た
人
物
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
リ
ッ

プ
ス
の
著
作
と
し
て
日
本
で
当
時
受
容
さ
れ
て
い
た
心
理
学
や
美
学
と
は
異
な
り
、
社

会
学
に
当
て
は
め
た
内
容
で
、リ
ッ
プ
ス
の「D

ie soziologische G
rundfrage

」（A
rchiv 

für R
assen-und G

esellschafts-B
iologie 4. Jahrgang, 5. H

eft, 1907

）
を
翻
訳
し

た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
原
文
「D

ie 
soziologische 

G
rundfrage

」
は
、
一
九
〇
七

年
に
提
出
さ
れ
た
。
リ
ッ
プ
ス
は
、
自
身
の
感
情
移
入
説
の
学
説
を
一
九
〇
六
年
一

月
の
『Zukunft

』
に
発
表
し
て
い
る
た
め
、
こ
こ
か
ら
彼
が
初
期
か
ら
感
情
移
入

説
と
社
会
を
関
連
付
け
て
考
え
て
い
た
こ
と
が
知
れ
る
。
リ
ッ
プ
ス
の
い
う
社
会
学

と
は
、
社
会
を
考
察
す
る
事
に
あ
り
、
そ
の
社
会
は
個
人
個
人
の
つ
な
が
り
に
よ
っ

て
成
立
す
る
と
い
う
。
そ
の
た
め
、
リ
ッ
プ
ス
の
社
会
は
、
彼
の
言
葉
を
借
り
れ

ば
「
意
欲
す
る
多
く
の
我
」
が
つ
な
が
っ
た
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、

リ
ッ
プ
ス
は
、
初
期
か
ら
感
情
移
入
説
を
社
会
に
当
て
は
め
、
社
会
構
造
を
も
解
明

し
よ
う
と
試
み
て
い
た
。
彼
は
、
社
会
を
考
察
す
る
も
の
と
し
て
も
と
ら
え
て
い
た

の
で
あ
る
。
こ
こ
に
ニ
ー
チ
ェ
の
影
が
見
え
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
れ
と
同
じ
方

向
性
を
示
す
の
が
阿
部
次
郎
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
阿
部
が
リ
ッ
プ
ス
の
「D

ie 

soziologische G
rundfrage

」
を
読
ん
で
い
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、疑
問
が
残
る
。

『
倫
理
学
の
根
本
問
題
』
の
冒
頭
を
見
る
と
、
彼
が
リ
ッ
プ
ス
の
著
書
と
し
て
参

考
に
し
た
の
は
、「D

ie ethischen G
rundfragen. 2  A

ufl.

」
と
、『
美
学
』
凡
例
に

あ
る
「A

esthetik, 2B
de.

」「Leitfaden der Psychologie

」
と
先
の
「D

ie ethischen 
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G
rundfragen

」、「K
ultur 

der 
G

egenw
art

」
の
中
の
「A

esthetik

」
で
あ
る
（
４
）

と
記
し
て
お
り
、
加
茂
の
訳
し
た
「D

ie soziologische G
rundfrage

」
の
文
字
は
見

ら
れ
な
い
。
管
見
の
限
り
、日
記
に
も
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、リ
ッ

プ
ス
が
阿
部
の
『
人
格
主
義
』
に
直
接
影
響
を
与
え
た
と
は
考
え
に
く
い
。
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
阿
部
の
思
想
は
、
リ
ッ
プ
ス
の
思
想
に
限
り
な
く
近
い
。
こ
の
こ
と
は

注
目
さ
れ
て
よ
か
ろ
う
。

そ
も
そ
も
倫
理
の
問
題
は
、
社
会
の
問
題
で
あ
る
た
め
、
阿
部
の
思
想
が
社
会
へ

広
が
る
こ
と
自
体
に
不
思
議
は
な
い
。
問
題
は
、
社
会
学
の
哲
学
の
一
分
野
か
ら
分

岐
さ
せ
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
に
あ
る
。

阿
部
の
一
九
一
四
年
九
月
一
一
日
の
日
記
に
は
、
自
己
と
社
会
の
関
係
性
に
つ
い

て
書
か
れ
た
文
章
が
あ
る
。
そ
こ
に
は
、そ
の
後
、生
活
と
生
命
へ
の
記
述
へ
変
化
し
、

そ
の
日
に
書
か
れ
た
最
後
の
日
記
に
は
「
全
体
は
一
つ
の
単
一
で
あ
る
。das G

anze

はdas   E
ine

で
あ
る
、E

inheit

で
あ
る
」（
５
）
と
あ
る
。
こ
の
言
葉
に
、
阿
部
の
思

想
が
集
約
さ
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
当
初
か
ら
彼
に
と
っ
て
社
会
と
は
、
自
己
と
切
り
離
せ
な
い
問
題
で
あ

り
、
生
活
や
生
命
の
問
題
で
も
あ
っ
た
。
リ
ッ
プ
ス
の
思
想
が
基
礎
に
あ
る
阿
部
に

と
っ
て
、
自
然
な
思
想
の
流
れ
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
阿
部
の
社
会
思
想
の
核
と
な
る
部
分
を
考
察
す
る
た
め
に
、
次
に
、

阿
部
の
『
人
格
主
義
』
に
見
る
「
同
情
」
概
念
を
検
討
し
て
み
よ
う
。

二
．
感
情
移
入
説
と
「
同
情
」
論

二
．
一
　「
同
情
」
の
受
容

阿
部
は
、
リ
ッ
プ
ス
が
主
張
し
た
他
人
の
感
情
に
自
己
の
感
情
を
う
つ
す
こ
と
が

感
情
移
入
で
あ
る
と
い
っ
て
い
る
が
、そ
れ
を「
同
情
」と
記
し
て
い
る
。
彼
が
な
ぜ
、

「
感
情
移
入
（
同
情
）」
と
解
釈
し
た
の
か
考
察
す
る
た
め
に
、
当
時
の
ド
イ
ツ
と
日

本
で
の
受
容
に
つ
い
て
目
を
向
け
て
み
よ
う
。

「
同
情
」
と
は
、
現
在
の
日
本
に
お
い
て
は
、
他
人
の
不
幸
を
思
い
や
る
こ
と
の

意
味
で
用
い
ら
れ
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
し
か
し
、
戦
前
ま
で
は
、
他
人
の
喜
び

や
悲
し
み
双
方
に
関
し
て
共
に
相
手
の
身
に
な
り
、
思
い
や
る
こ
と
を
意
味
し
て
い

た
。
現
在
使
用
さ
れ
る
「
同
情
」
の
意
味
合
い
は
、
戦
前
と
比
べ
て
範
囲
が
狭
ま
っ

た
状
態
で
あ
る
。
そ
の
部
分
、
つ
ま
り
、
他
人
の
喜
び
や
感
情
全
般
に
つ
い
て
相
手

の
身
に
な
っ
て
考
え
る
と
い
う
部
分
を
補
っ
て
い
る
の
が
、「
共
感
」
の
概
念
（
６
）

で
あ
る
。

ド
イ
ツ
観
念
論
哲
学
と
キ
リ
ス
ト
教
の
親
近
性
は
、
絵
画
や
文
学
に
も
反
映
さ
れ
、

前
提
と
な
っ
て
い
る
が
、
当
初
か
ら
「
同
情
」
や
「
隣
人
愛
」
も
近
い
も
の
と
し
て

存
在
し
て
い
た
。
し
か
し
、
日
本
で
は
ド
イ
ツ
観
念
論
も
キ
リ
ス
ト
教
の
受
容
も
外

国
か
ら
の
受
容
で
あ
り
、
自
ら
の
土
地
で
培
っ
た
思
想
で
は
な
い
。
そ
の
こ
と
が
、

リ
ッ
プ
ス
の
感
情
移
入
説
を
阿
部
が
そ
の
ま
ま
受
容
し
た
の
か
、
そ
れ
と
も
、
独
自

の
解
釈
で
取
り
入
れ
た
の
か
と
い
う
こ
と
と
関
わ
っ
て
く
る
。
ま
ず
、ド
イ
ツ
の
「
同

情
」
論
に
つ
い
て
概
観
し
て
み
よ
う
。

カ
ン
ト
は
『
美
と
崇
高
の
感
情
に
関
す
る
考
察
』（
一
七
六
三
年
）
に
お
い
て
、

徳
に
つ
い
て
述
べ
る
際
、
三
つ
の
区
分
を
設
け
、
そ
の
中
の
一
つ
に
「
同
情
」
を
あ

げ
て
い
る
。

メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
（
一
七
二
九
〜
一
七
八
六
）
は
、『
レ
ッ
シ
ン
グ
宛
公
開
書
簡
』

（
一
七
五
六
年
一
月
二
日
付
）
の
中
の
「
感
情
に
つ
い
て
」
に
お
い
て
、
悲
劇
で
起

こ
る「
同
情
」を
そ
の
登
場
人
物
へ
の
見
る
者
が
抱
く
感
情「
混
合
感
情（verm

ischte 

E
m

pfindung

）」
と
表
現
し
、
レ
ッ
シ
ン
グ
（
一
七
二
九
〜
一
七
八
一
）
は
、「
同
情
」

に
つ
い
て
、
美
的
な
見
地
か
ら
考
察
し
て
い
る
。
彼
は
、
こ
れ
を
芸
術
と
し
て
の
表

現
を
中
心
に
考
え
、
対
象
と
同
一
化
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
。
特
に
、「
悲
劇
に
関

す
る
往
復
書
簡
」（B

riefw
echsel über das T

rauerspiel, 1756-57

）
で
は
、
メ
ン

デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
、
カ
ー
ル
・
ロ
ベ
ル
ト
・
エ
ド
ゥ
ア
ル
ト
・
フ
ォ
ン
・
ハ
ル
ト
マ
ン

（
一
八
四
二
〜
一
九
〇
六
）
と
書
簡
を
交
わ
し
て
い
る
。
彼
は
悲
劇
が
観
客
に
起
こ

す
感
情
の
中
で
も
「
同
情
」
を
重
視
し
た
。

シ
ラ
ー
（
一
七
五
九
〜
一
八
〇
五
）
は
、
論
文
「
悲
劇
の
対
象
に
お
け
る
楽
し
み
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の
理
由
に
関
し
て
」（
一
七
九
一
年
）、「
悲
劇
に
関
し
て
」（
一
七
九
一
年
）
を
発
表 

し
、
そ
の
中
で
「
同
情
」
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
彼
の
論
は
崇
高
や
感

動
に
比
重
が
置
か
れ
て
お
り
、「
同
情
」
は
、
そ
れ
ら
を
論
じ
る
上
で
の
説
明
と
し

て
使
用
さ
れ
て
い
る
。

シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
は
、
共
に
苦
し
む
こ
と
を
基
礎
と
し
た
同
情
の
哲
学
を 

『
意
志
と
表
象
と
し
て
の
世
界
』（
一
八
一
九
年
）
に
お
い
て
、
そ
れ
を
超
え
る
境
地

を
目
指
し
た
。
彼
は
、
そ
の
道
徳
的
行
為
の
最
上
級
の
段
階
が
共
に
苦
し
む
こ
と
で

あ
る
と
い
い
、
こ
れ
が
あ
ら
ゆ
る
自
発
的
な
正
義
、
誠
の
人
間
愛
の
基
礎
に
な
る
と

主
張
し
た
。
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
は
、
同
情
を
愛
と
同
質
の
も
の
と
し
て
考
え
て

お
り
、
彼
の
理
論
で
は
、
他
者
の
苦
し
み
を
自
己
の
も
の
と
す
る
こ
と
が
前
提
と
さ

れ
る
た
め
、
自
己
と
他
者
が
同
一
化
す
る
。
自
己
と
他
者
の
存
在
を
区
別
す
る
も
の

で
は
な
く
、
同
一
の
も
の
と
み
な
す
こ
と
に
よ
っ
て
感
じ
る
の
が
「
同
情
」
で
あ
る
。

こ
の
点
が
古
代
イ
ン
ド
哲
学
や
仏
教
と
共
通
し
て
お
り
、
日
本
で
は
厭
世
哲
学
の
よ

う
に
受
け
取
ら
れ
た
が
、
本
来
は
、
そ
こ
か
ら
の
解
脱
を
目
指
す
哲
学
で
あ
っ
た
。

シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
が
ヴ
ェ
ー
ダ
ー
ン
タ
哲
学
を
勉
強
し
て
い
た
こ
と
は
す
で
に

明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
（
７
）。

他
に
、
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
（
一
八
〇
四
〜
一
八
七
二
）
は
、『
キ
リ
ス
ト
教
の

本
質
』（
一
九
〇
〇
年
）
に
お
い
て
受
苦
と
共
苦
を
「
同
情
」
概
念
に
求
め
た
。
彼

は
キ
リ
ス
ト
教
か
ら
影
響
を
受
け
て
い
る
が
、
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
と
共
通
す
る

と
こ
ろ
は
、
愛
は
共
苦
か
ら
き
て
い
る
と
す
る
思
想
を
持
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

一
方
、
ニ
ー
チ
ェ
は
、
当
初
、
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
の
弟
子
で
あ
っ
た
が
、
権

力
意
志
の
問
題
を
き
っ
か
け
に
批
判
す
る
側
に
回
る
。『
善
悪
の
彼
岸
』（
一
八
八
六

年
）、『
道
徳
の
系
譜
学
』（
一
八
八
七
年
）
に
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
、ニ
ー
チ
ェ
は
「
同

情
」
に
対
し
て
批
判
的
で
あ
っ
た
。
ニ
ー
チ
ェ
が
懸
念
し
た
の
は
、『
善
悪
の
彼
岸
』

に
あ
る
よ
う
に
、
全
て
の
人
に
同
情
す
る
こ
と
は
、「
隣
人
」
自
身
が
自
ら
を
追
い

詰
め
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
の「
隣
人
」は
、

キ
リ
ス
ト
教
に
お
け
る
思
想
を
指
す
。
即
ち
、「
同
情
」
は
「
隣
人
愛
」
と
同
義
で

あ
る
。
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
の
「
同
情
」
に
対
す
る
批
判
は
、
キ
リ
ス
ト
教
へ
の

批
判
と
も
あ
っ
て
い
た
た
め
、
そ
れ
を
受
け
て
、
ニ
ー
チ
ェ
独
自
の
同
情
批
判
論
へ

と
な
っ
て
い
く
。
そ
れ
が
、ニ
ー
チ
ェ
の
「
神
は
、神
自
身
の
同
情
に
よ
っ
て
死
ん
だ
」

（『
ツ
ァ
ラ
ス
ト
ラ
は
か
く
語
り
き
』
一
八
八
五
年
）
に
集
約
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、

ニ
ー
チ
ェ
は
キ
リ
ス
ト
教
の
隣
人
愛
の
限
界
を
示
し
た
。

他
に
、
マ
ッ
ク
ス
・
シ
ェ
ー
ラ
ー
（
一
八
七
四
〜
一
九
二
八
）
は
、『
共
感
感
情

の
現
象
学
と
理
論
に
よ
せ
て
、
な
ら
び
に
愛
と
憎
し
み
に
つ
い
て
』（
一
九
一
三
年
）

を
発
表
し
て
い
る
。
彼
の
「
同
情
」
に
対
す
る
姿
勢
は
批
判
的
で
あ
り
、特
に
シ
ョ
ー

ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
ら
の
主
張
を
否
定
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

以
上
が
ド
イ
ツ
同
情
論
の
流
れ
で
あ
る
が
、
次
に
、
こ
こ
に
出
て
き
た
シ
ョ
ー
ペ

ン
ハ
ウ
ア
ー
を
中
心
と
し
て
日
本
の「
同
情
」論
の
流
れ
を
追
っ
て
み
た
い
。
そ
れ
は
、

シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
の
思
想
が
「
同
情
」
を
考
察
す
る
上
で
重
要
な
位
置
を
占
め

て
お
り
、
日
本
で
も
明
治
大
正
期
に
お
い
て
、
彼
の
思
想
が
活
発
に
受
容
さ
れ
て
い

る
か
ら
で
あ
る
。

そ
の
嚆
矢
は
、
キ
リ
ス
ト
教
者
で
あ
り
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
指
導
者
の
思
想
家
、

植
村
正
久
（
一
八
五
八
〜
一
九
二
五
）
が
『
真
理
一
班
』（
警
醒
社
、
一
八
八
四
年
）

に
お
い
て
、
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
の
言
葉
を
紹
介
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。

森
鴎
外
（
一
八
六
二
〜
一
九
二
二
）
も
ド
イ
ツ
留
学
中
に
ケ
ー
ベ
ル
（
一
八
四
八

〜
一
九
二
三
）
が
校
訂
し
た
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
の
著
作
『
哲
学
史
概
要
』
第

一
四
版
（
一
八
八
七
年
）
に
触
れ
て
い
る
。

ま
た
、
ロ
シ
ア
出
身
の
ケ
ー
ベ
ル
が
、
東
大
で
一
八
九
三
年
か
ら
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ

ウ
ア
ー
に
関
す
る
講
義
を
お
こ
な
っ
て
い
た
た
め
、
そ
れ
ら
を
受
講
し
た
人
々
か
ら

も
受
容
さ
れ
、
広
ま
っ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
（
８
）。

他
に
、
島
村
抱
月
（
一
八
七
一
〜
一
九
一
八
）
も
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
か
ら
大

き
な
影
響
を
受
け
て
い
る
。
た
だ
し
、
抱
月
に
と
っ
て
「
同
情
」
は
、
あ
く
ま
で
美

意
識
の
問
題
で
あ
り
、
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
と
同
じ
意
識
を
持
っ
て
い
た
わ
け
で

は
な
い
。
そ
の
証
拠
に
、
彼
は
「
情
」
の
概
念
に
つ
い
て
、
美
学
を
中
心
に
考
察
し
、
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「
同
情
」
を
「
真
同
情
」
と
「
準
同
情
」
に
分
け
た
。
こ
れ
は
抱
月
の
解
釈
で
あ
る
。

前
者
は
、
同
悲
の
情
で
、
直
感
的
な
感
情
で
あ
る
た
め
、
主
客
が
同
化
し
や
す
い
と

い
う
も
の
で
あ
り
、
後
者
は
、
憐
憫
の
情
で
、
道
徳
上
の
も
の
で
あ
る
と
種
類
を
区

別
し
て
い
る
。
抱
月
は
、前
者
を
重
視
し
て
お
り
、シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
の
「
同
情
」

を
受
容
し
、
自
ら
打
ち
立
て
た
解
釈
を
も
っ
て
、
リ
ッ
プ
ス
の
感
情
移
入
説
へ
と
移

行
す
る
の
だ
が
、
こ
の
背
景
に
は
、
大
西
祝
（
一
八
六
四
〜
一
九
〇
〇
）
が
控
え
て

い
る
点
も
見
逃
せ
な
い
（
９
）。

ま
た
、
日
本
で
の
流
行
の
原
因
と
し
て
、
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
自
身
は
、
イ
ン

ド
の
ヴ
ェ
ー
ダ
ー
ン
タ
哲
学
を
受
容
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
日
本
人
に
な
じ
み
や
す

い
理
論
で
あ
っ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
（
10
）。

そ
れ
に
は
、
二
人
の
抗
夫
論
に
つ
い
て
も
触
れ
て
お
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
二

人
の
抗
夫
が
別
々
の
場
所
か
ら
穴
を
掘
り
、
同
じ
と
こ
ろ
を
目
指
し
て
進
む
の
だ
が
、

コ
ン
パ
ス
と
水
準
器
以
外
に
目
印
が
な
い
。
し
か
し
、
と
う
と
う
二
人
は
出
会
い
、

喜
ぶ
。
こ
れ
は
、
全
く
別
の
と
こ
ろ
か
ら
で
も
結
び
つ
く
こ
と
が
あ
る
と
い
う
比
喩

と
し
て
使
用
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
一
見
、
交
渉
が
な
い
よ
う
に
思
え
る
も
の
が
、
奥

深
く
追
及
し
て
い
け
ば
い
く
ほ
ど
、
共
通
の
思
想
に
出
会
う
と
い
う
こ
と
か
ら
、
こ

の
よ
う
な
思
想
を
持
っ
て
い
た
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
が
イ
ン
ド
哲
学
や
ヒ
ン
ド
ゥ

教
へ
傾
倒
し
た
こ
と
も
納
得
で
き
る
。『
意
志
と
表
象
と
し
て
の
世
界
』
の
最
後
は
、

無
に
つ
い
て
言
及
し
、
主
観
と
客
観
が
存
在
し
な
い
と
記
し
、
ニ
ル
ヴ
ァ
ー
ナ
と
の

関
連
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
そ
の
表
れ
だ
と
い
え
よ
う
。
そ
の
た
め
、
当
時
の

日
本
で
は
、
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
を
仏
教
の
側
面
か
ら
と
ら
え
る
動
き
も
あ
っ
た
。

こ
れ
は
、
仏
教
が
ヴ
ェ
ー
ダ
ー
ン
タ
哲
学
の
流
れ
を
組
ん
で
い
る
こ
と
に
よ
る
。
そ

の
筆
頭
は
、
井
上
哲
次
郎
で
あ
っ
た
。

シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
は
、
意
志
の
否
定
を
キ
リ
ス
ト
教
、
イ
ン
ド
の
聖
職
者
た

ち
が
実
践
し
て
き
た
解
脱
の
域
に
到
達
す
る
た
め
の
修
行
と
と
ら
え
て
い
る
。
つ
ま

り
、
あ
ら
ゆ
る
欲
望
や
執
着
を
取
り
払
い
、
釈
迦
や
キ
リ
ス
ト
の
域
に
達
す
る
た
め

の
方
法
と
し
て
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
大
西
祝
が
一
八
九
三
年
一
〇
月
に

「
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
エ
ル
」（
警
醒
社
出
版
須
磨
講
演
）
で
指
摘
し
て
い
る
。
大
西
に

よ
れ
ば
、
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
は
、
仏
教
の
解
脱
思
想
を
自
ら
の
意
志
の
哲
学
に

当
て
は
め
て
お
り
、
最
初
の
解
脱
に
当
た
る
の
が
、
美
術
上
の
自
他
を
忘
却
す
る
時

間
で
あ
る
と
い
う
。
大
西
は
、
第
二
の
解
脱
と
し
て
、
他
人
に
対
す
る
憐
れ
み
と
し

て
の
「
同
情
」
を
感
ず
る
時
を
あ
げ
て
い
る
。
な
お
、「
同
情
」
に
つ
い
て
、
大
西

は
「
悲
哀
の
快
感
（
心
理
並
文
学
上
の
攻
究
）」（『
国
民
之
友
』
第
一
一
三
号
、

一
八
九
一
年
三
月
）
に
も
論
考
を
寄
せ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、「
同
情
」
論
は
、
当
時
、
日
本
に
お
け
る
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー

受
容
と
も
混
ざ
り
合
い
、
多
様
な
宗
教
を
媒
介
に
受
容
さ
れ
て
い
っ
た
。

二
．
二
　
阿
部
と
武
者
小
路
の
「
同
情
」
と
感
情
移
入
の
か
か
わ
り

先
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
特
に
ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
同
情
」
論
と
日
本
で
の
受
容
の

一
例
と
し
て
、
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
の
受
容
を
見
て
き
た
が
、
次
に
、
阿
部
と
武

者
小
路
が
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
を
ど
の
よ
う
な
形
で
受
容
し
、
ど
の
よ
う
な
働
き

を
及
ぼ
し
た
か
確
認
し
た
い
。
ま
ず
、
阿
部
の
場
合
を
見
て
み
よ
う
。

茅
野
良
男
は「
日
本
に
お
け
る
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
」（『
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー

全
集
』
別
巻
、
白
水
社
、
一
九
七
五
年
）
の
中
で
、『
三
太
郎
の
日
記
』（
岩
波
書
店
、

一
九
一
四
年
。
合
本
、
一
九
一
八
年
）
に
は
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
の
記
述
が
三
か

所
し
か
な
い
こ
と
を
取
り
上
げ
、
阿
部
の
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
受
容
の
少
な
さ
を

指
摘
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
の
思
想
は
、
阿
部
と
類
似
し
て

い
る
。
そ
れ
は
、
彼
の
思
想
で
あ
る
意
志
の
哲
学
に
顕
著
で
あ
る
。
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ

ウ
ア
ー
は
、
階
級
や
政
治
に
よ
っ
て
世
界
は
変
わ
ら
ず
、
個
人
の
意
志
に
よ
っ
て
し

か
な
し
え
な
い
と
主
張
す
る
。『
人
格
主
義
』
で
阿
部
が
主
張
し
て
い
る
こ
と
と
同

じ
だ
が
、
こ
こ
に
は
ニ
ー
チ
ェ
の
影
響
も
見
ら
れ
る
。

他
に
も
、
阿
部
の
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
受
容
と
し
て
分
か
り
や
す
い
の
は
、『
三

太
郎
の
日
記
補
遺
』（『
三
太
郎
の
日
記
第
二
』
岩
波
書
店
、
一
九
一
五
年
、『
三
太

郎
の
日
記　

合
本
』
岩
波
書
店
、
一
九
一
八
年
に
所
収
）
に
見
ら
れ
る
。
一
九
〇
七
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年
に
記
さ
れ
た
「
現
代
青
年
の
悲
哀
」
と
い
う
文
章
の
中
に
悲
哀
が
進
歩
の
予
備
段

階
に
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
部
分
で
、
ヘ
ー
ゲ
ル
や
プ
ラ
ト
ン
（
紀
元
前
四
二
七
〜

紀
元
前
三
四
七
）、
ス
ピ
ノ
ザ
（
一
六
三
二
〜
一
六
七
七
）
と
と
も
に
シ
ョ
ー
ペ
ン

ハ
ウ
ア
ー
の
記
述
が
見
ら
れ
る
。
悲
哀
は
、
同
情
と
類
似
す
る
概
念
で
あ
る
。
そ
れ 

は
、
先
に
あ
げ
た
大
西
の
論
文
か
ら
も
解
せ
よ
う
。
阿
部
の
日
記
に
は
、
一
九
一
八

年
七
月
一
二
日
（
金
）
に
「
夜
ジ
ン
メ
ル
の
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ワ
ー
と
ニ
イ
チ
ェ
を
少

し
よ
む
」（
11
）
と
あ
り
、一
九
二
〇
年
の
日
記
に
は
、二
月
一
五
日
（
月
）
に
「
シ
ョ
ー

ペ
ン
ハ
ワ
ー
を
ひ
つ
く
り
か
へ
し
な
ど
す
れ
ど
ま
だ
ま
と
ま
ら
ず
」（
12
）
と
あ
る
。

ジ
ン
メ
ル
（
一
八
五
八
〜
一
九
一
八
）
は
、
阿
部
も
読
ん
だ
『
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ 

ア
ー
と
ニ
ー
チ
ェ
』
の
中
で
、
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
の
哲
学
を
「
現
代
の
人
間
が

お
か
れ
て
い
る
こ
の
よ
う
な
内
的
状
態
に
対
す
る
絶
対
的
・
哲
学
的
表
現
で
あ
る
。

彼
の
教
説
の
中
心
は
、
世
界
お
よ
び
わ
れ
わ
れ
自
身
の
本
来
の
形
而
上
学
的
本
質
は

そ
の
完
全
に
包
括
的
で
た
だ
一
つ
決
定
的
な
表
現
を
わ
れ
わ
れ
の
意
志
に
お
い
て

も
っ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
」（
13
）
と
述
べ
て
い
る
。

先
の
記
述
か
ら
見
て
、
阿
部
が
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
の
「
同
情
」
論
を
受
容
し

て
お
り
、
さ
ら
に
、
ジ
ン
メ
ル
の
著
作
を
読
ん
で
い
た
こ
と
か
ら
、
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ

ウ
ア
ー
が
ニ
ー
チ
ェ
や
ジ
ン
メ
ル
に
よ
る
批
判
と
と
も
に
受
容
さ
れ
て
い
た
こ
と
も

わ
か
る
。

一
方
、
武
者
小
路
の
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
受
容
に
は
、
阿
部
と
同
様
に
意
志
の

哲
学
が
当
て
は
ま
る
。

武
者
小
路
は
、「
三
井
甲
之
君
に
」（『
白
樺
』
第
三
巻
一
二
号
、
一
九
一
二
年

一
二
月
）
の
中
で
、「
フ
ォ
ー
ゲ
ラ
ー
氏
よ
り
来
た
手
紙
の
文
句
」
中
に
シ
ョ
ー
ペ

ン
ハ
ウ
ア
ー
の
名
前
を
あ
げ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、「
自
分
達
の
紹
介
す
る
画
家
は

西
洋
と
東
洋
の
思
想
の
本
流
の
合
一
し
た
所
に
生
き
て
ゐ
る
人
々
で
あ
る
。
自
分
は

之
等
の
世
界
的
の
人
を
同
胞
の
如
く
思
つ
て
ゐ
る
」（
14
）
と
し
て
、「
ゲ
ー
テ
、
シ

ヨ
ウ
ペ
ン
ハ
ウ
エ
ル
、
ニ
イ
チ
エ
、
ワ
グ
ネ
ル
、
ロ
ダ
ン
、
…
…
等
は
東
洋
の
思
想

を
も
注
意
深
く
聞
い
た
の
で
あ
る
」（
15
）
と
、
彼
等
が
東
洋
思
想
に
造
詣
の
深
い
こ

と
を
示
唆
し
た
。
こ
の
中
で
、注
目
し
た
い
の
は
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
と
共
に
ゲ
ー

テ
の
存
在
で
あ
る
。
前
者
は
、
イ
ン
ド
の
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ト
哲
学
に
造
詣
が
深
く
、

後
者
も
同
じ
く
イ
ン
ド
哲
学
や
文
学
を
愛
読
し
て
い
た
。
特
に
、ゲ
ー
テ
（
一
七
四
九

〜
一
八
三
二
）
は
、
イ
ン
ド
の
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
と
言
わ
れ
た
詩
人
・
劇
作
家
カ
ー

リ
ダ
ー
サ
（
生
没
年
未
詳
）
の
『
シ
ャ
ク
ン
タ
ラ
ー
姫
』（
三
二
〇
〜
五
五
〇
年
）

を
愛
読
し
て
い
た
。

こ
の
よ
う
に
「
東
洋
の
思
想
を
も
注
意
深
く
聞
い
た
」
彼
等
を
武
者
小
路
は
「
同

胞
の
如
く
思
つ
て
ゐ
る
」
の
で
あ
る
。
こ
の
中
に
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
の
名
前
が

あ
っ
た
こ
と
は
、
武
者
小
路
が
彼
の
イ
ン
ド
哲
学
へ
の
造
詣
を
知
っ
て
い
た
こ
と
を

意
味
す
る
。
そ
れ
は
、
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
に
つ
い
て
の
一
定
の
知
識
が
あ
っ
た

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
彼
は
、
一
九
一
二
年
の
時
点
で
、
既
に
シ
ョ
ー
ペ

ン
ハ
ウ
ア
ー
の
思
想
を
受
容
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
は
、
後
に
武
者
小

路
の
社
会
観
を
見
て
い
く
中
で
明
ら
か
に
な
る
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
阿
部
と
武
者
小
路
は
、
と
も
に
意
志
の
哲
学
を
中
心
に
シ
ョ
ー
ペ

ン
ハ
ウ
ア
ー
の
思
想
を
受
容
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
彼
ら
は
、
こ
の
哲
学
と
と
も
に

キ
リ
ス
ト
教
や
ト
ル
ス
ト
イ
（
一
八
二
八
〜
一
九
一
〇
）、
リ
ッ
プ
ス
か
ら
も
影
響

を
受
け
て
い
る
。
特
に
武
者
小
路
は
、
ト
ル
ス
ト
イ
の
受
容
を
除
い
て
そ
の
思
想
を

語
る
の
が
難
し
い
ほ
ど
で
あ
る
（
16
）。
一
方
阿
部
は
、
リ
ッ
プ
ス
か
ら
大
き
な
影
響

を
受
け
て
い
る
（
17
）。
こ
れ
ら
が
混
在
し
て
、
阿
部
と
武
者
小
路
の
社
会
観
は
類
似

性
の
あ
る
形
で
創
ら
れ
て
い
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
同
情
」
論
の
受
容
と
し
て
は
、こ
れ
ま
で
「
隣

人
愛
」
と
の
関
係
か
ら
キ
リ
ス
ト
教
の
影
響
が
多
く
論
じ
ら
れ
て
き
た
が
、
日
本
に

お
い
て
は
、
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
も
ニ
ー
チ
ェ
も
受
容
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、

こ
れ
ら
は
、
人
道
主
義
と
し
て
ト
ル
ス
ト
イ
な
ど
の
思
想
と
一
括
さ
れ
て
い
く
。
そ

れ
は
、
理
想
主
義
と
し
て
包
括
さ
れ
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
思
想
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
く

の
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
社
会
主
義
者
か
ら
批
判
が
起
こ
る
一
つ
の
要
因
を
認
め
る
こ

と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
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二
．
三
　
同
時
代
の
「
同
情
」
概
念
と
神
秘
主
義

次
に
、
先
に
見
た
よ
う
な
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
が
当
時
の
日
本
で
ど
の
よ
う
に

受
容
さ
れ
て
い
た
か
見
て
み
よ
う
。

大
正
末
期
に
、
深
田
康や
す
か
ず算
（
一
八
七
八
〜
一
九
二
八
）
と
直
弟
子
の
久
保
勉
ま
さ
る

（
一
八
八
三
〜
一
九
七
二
）
に
よ
り
、
日
本
語
訳
『
ケ
ー
ベ
ル
博
士
小
品
集
』（
岩
波

書
店
、一
九
一
九
年
）『
続　

ケ
ー
ベ
ル
博
士
小
品
集
』（
岩
波
書
店
、一
九
二
三
年
）、

『
続
　々

ケ
ー
ベ
ル
博
士
小
品
集
』（
岩
波
書
店
、
一
九
二
四
年
）
が
出
版
さ
れ
た
。

中
で
も
、『
ケ
ー
ベ
ル
博
士
小
品
集
』
の
附
録
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
も
の
の
一
つ

「
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
の
神
秘
主
義
」
は
、
古
い
論
文
を
掲
載
し
た
も
の
で
、
有

島
武
郎
（
一
八
七
八
〜
一
九
二
三
）
や
武
者
小
路
も
こ
れ
を
読
み
、
薫
陶
を
受
け
て

い
る
。
こ
れ
に
は
、「
同
情
」
と
関
連
す
る
神
秘
主
義
へ
の
接
近
が
認
め
ら
れ
る
。

神
秘
主
義
は
、
芸
術
や
文
学
・
宗
教
体
験
に
見
ら
れ
る
神
秘
的
体
験
を
核
と
し
て

没
入
体
験
や
神
と
の
合
一
を
果
た
す
こ
と
を
指
し
、
ま
た
は
、
そ
れ
を
表
現
す
る
主

義
で
あ
る
。
宗
教
と
の
関
連
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
幻
覚
な
ど
と
も
異
な
る
領
域
に

あ
た
る
。

ま
ず
は
、『
ケ
ー
ベ
ル
博
士
小
品
集
』
中
の
「
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
の
根
本
謬
見
」

と
題
さ
れ
た
講
演
を
見
て
み
よ
う
。

シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ァ
ー
の
認
識
論
上
の
真
の
立
脚
地
は
超
越
的
実
在
論
﹇
ハ
ル

ト
マ
ン
の
解
す
る
如
き
﹈
で
あ
つ
て
、
そ
の
形
而
上
学
上
の
真
の
立
脚
地
は
具4

体
的
精
神
一
元
論

4

4

4

4

4

4

4

で
あ
る
。
彼
の
哲
学
、
特
に
そ
の
最
も
光
彩
あ
る
側
面
、
即

ち
倫
理
学
及
び
美
学
を
こ
の
見
地
か
ら
考
察
す
る
時
、
そ
れ
が
如
何
な
る
観
を

呈
す
る
か
と
い
ふ
こ
と
―
こ
の
事
に
つ
い
て
は
恐
ら
く
他
日
述
べ
る
機
会
が
あ

る
で
あ
ら
う
。（
18
）

シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
の
立
場
が
ハ
ル
ト
マ
ン
と
同
じ
方
向
性
で
あ
り
、「
具
体

的
精
神
一
元
論
」
で
あ
る
と
し
た
上
で
、
こ
の
書
物
に
は
、
次
に
「
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ

ウ
ァ
ー
の
神
秘
主
義
」
と
い
う
項
目
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
シ
ョ
ー
ペ

ン
ハ
ウ
ア
ー
の
意
志
の
哲
学
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

世
界
に
於
け
る

0

0

0

0

0

0

意
志
の
、
従
つ
て
ま
た
一
切
活
け
る
者
の
状
態
は
、
本
質
的
に

は
苦ラ
イ
デ
ン悩
で
あ
る
、
何
と
な
れ
ば
こ
の
状
態
は
本
質
的
に
は
拘
束
で
あ
り
又
永
久

に
満
足
す
る
を
知
ら
ざ
る
利
己
的
意
欲

0

0

だ
か
ら
で
あ
る
。
我
等
が
世
界
と
呼
び
、

生ラ
イ
フと
名
づ
け
る
所
の
こ
の
牢
獄
よ
り
自
己
を
釈
放
し
さ
う
し
て
そ
の
本
来
の
自

由
を
恢
復
す
る
こ
と
、
是
れ
即
ち
世
界
の
本
質
た
る
意
志
の
到
達
せ
ん
と
努
力

し
て
居
る
所
の
目
標
で
あ
る
、
さ
う
し
て
之
は
意
志
客
観
化
の
最
高
階
段
た
る

人
間
に
於
て

0

0

0

0

0

始
め
て
意
識
さ
れ
た
る

0

0

0

0

0

0

且
つ
到
達
し
得
べ
き

0

0

0

0

0

0

目
的
と
な
る
の
で
あ

る
。（
19
）

こ
こ
に
は
、
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
の
「
同
情
」
思
想
で
あ
る
と
こ
ろ
の
共
苦
の

概
念
が
「
苦ラ
イ
デ
ン悩
」
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
こ
の
哲
学
に
は
、「
仏
教
者

の
所
謂
涅
槃

0

0

へ
の
進
入
」（
20
）
の
境
地
が
見
ら
れ
る
点
を
指
摘
し
、「
シ
ョ
ー
ペ
ン

ハ
ウ
ァ
ー
の
解
脱
論

0

0

0

の
要
旨
」（
21
）
と
し
た
。
そ
の
上
で
、
ケ
ー
ベ
ル
は
シ
ョ
ー
ペ

ン
ハ
ウ
ア
ー
に
神
秘
主
義
の
根
本
特
徴
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
言
及
す
る
。
そ

れ
は
、
次
の
部
分
で
あ
る
。

即
ち
、
我
等
人
間
の
本
質
と
世
界
本
体
と
が
同
一
な
り
と
の
説
（
こ
の
同
一
性

は
未
来
に
於
て
両
者
の
融
合
を
可
能
な
ら
し
め
る
も
の
で
あ
る
）、
世
界
本
体

の
『
堕
落
』
と
世
界
に
於
け
る
そ
の
悔ブ
ー
セ罪
、
人
間
に
よ
つ
て
遂
げ
ら
る
ゝ
世
界

救
済
、
従
つ
て
絶
対
者
が
人
間
に
依
立
せ
る
こ
と
、
反
宇
宙
的
傾
向
其
他
を
認

め
る
点
で
あ
る
。（
22
）

ケ
ー
ベ
ル
は
、
こ
れ
ら
の
思
想
が
神
秘
主
義
の
性
質
を
な
し
て
い
る
と
い
う
の
で

あ
る
が
、
そ
れ
は
「
古
今
の
神
秘
主
義
の
根
本
概
念
た
る
忘
エ
ク
ス
タ
ー
ゼ
我
（
恍
惚
）」（
23
）
と
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異
な
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
。
た
だ
し
、
ケ
ー
ベ
ル
は
、
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー

が
「
輪
廻
の
神
話
」（
24
）
に
傾
倒
し
、
そ
れ
を
「『
神
話
的
叙
述
の
最
上
な
る
も
の
』

と
呼
ん
だ
」（
25
）
点
に
つ
い
て
、
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
の
そ
れ
が
「
太
古
時
代
の

信
仰
」（
26
）
と
類
似
す
る
も
の
で
あ
っ
て
も
同
じ
で
は
な
く
、
相
違
が
あ
る
こ
と
を

指
摘
す
る
。
そ
の
差
異
は
、シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
の
思
想
が
輪
廻
で
は
な
く
、ケ
ー

ベ
ル
に
よ
れ
ば
「
更
パ
リ
ン
ゲ
ネ
ジ
ー
生
」（
27
）
で
あ
る
と
い
う
。
通
常
、
輪
廻
か
ら
の
解
脱
が
再

生
で
あ
る
が
、
彼
は
、
そ
れ
を
「
即
ち
破
壊
さ
れ
た
る
個
体
を
ば
、
不
死
な
る
意
志

を
以
て
新
た
に
建
設
す
る

0

0

0

0

0

0

0

と
い
ふ
説
を
採
つ
て
居
る
」（
28
）
点
か
ら
解
さ
れ
る
と
主

張
す
る
。
た
だ
し
、
そ
こ
に
は
、
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
が
「
精
霊
現
象
問
題
の
解

決
を
唯
ス
ピ
リ
チ
ユ
ア
リ
ズ
ム

心
論
の
立
脚
地
か
ら
、
即
ち
心ガ
イ
ス
ト霊
の
絶
対
的
実
在
性

0

0

0

0

0

0

を
前
提
し
て
企
て
た

の
で
は
な
く
、
寧
ろ
（
カ
ン
ト
流
の
）
観
念
論

0

0

0

の
上
に
立
つ
て
」（
29
）
い
た
こ
と
を

付
言
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、
ケ
ー
ベ
ル
は
、
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
の
意
志
の
哲
学
で
あ
る
と
こ
ろ

の
同
情
に
基
づ
く
共
苦
の
概
念
が
イ
ン
ド
思
想
に
接
近
し
て
お
り
、
そ
れ
と
神
秘
性

と
の
関
係
性
を
指
摘
し
な
が
ら
も
、
あ
く
ま
で
、
そ
の
立
場
は
カ
ン
ト
の
観
念
論
と

相
似
し
て
お
り
、「
心ガ
イ
ス
ト霊
」
の
立
場
と
は
異
な
る
と
述
べ
て
い
る
。

シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
は
、
理
想
主
義
か
ら
神
秘
主
義
に
接
近
し
て
い
た
と
見
ら

れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

二
．
四
　「
象
徴
的
深
秘
主
義
」
と
「
深
秘
的
象
徴
主
義
」

シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
が
神
秘
主
義
と
し
て
受
容
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
三
浦
関

造
（
一
八
八
三
〜
一
九
六
〇
）
の
「
神
秘
と
星
学
（
上
）」（『
第
三
帝
国
』
第
七
八
号
、

一
九
一
六
年
一
一
月
）に
も
見
え
る
。
三
浦
は
、キ
リ
ス
ト
教
徒
で
翻
訳
家
で
も
あ
り
、

ト
ル
ス
ト
イ
や
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
翻
訳
を
お
こ
な
い
、
タ
ゴ
ー
ル
（
一
八
六
一

〜
一
九
四
一
）
の
研
究
に
も
取
り
組
み
、
そ
の
後
ヨ
ガ
を
研
究
実
践
し
た
人
物
で 

あ
る
。
そ
の
三
浦
は
先
の
文
中
で
「
全
く
神
秘
な
者
で
あ
る
シ
ヨ
ー
ペ
ン
ハ
ー
ウ 

エ
ル
」（
30
）
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
神
秘
主
義
と
同
様
に
日
本
で
受
容
さ

れ
て
い
た
の
が
象
徴
主
義
で
あ
り
、
両
者
の
複
合
体
と
で
も
い
え
る
思
想
が
登
場
す

る
。
ま
ず
、
当
時
の
神
秘
主
義
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。

神
秘
主
義
の
理
論
を
体
系
的
に
論
じ
た
も
の
の
中
に
、
小
野
実
の
『
神
秘
主
義
の

理
論
』（
春
秋
社
、
一
九
二
二
年
）
が
あ
る
。
小
野
は
、
こ
の
中
で
著
書
出
版
前
に

ロ
シ
ア
哲
学
者
「
ソ
ロ
ヰ
エ
フ
」
を
一
年
間
研
究
し
た
た
め
、
そ
の
思
想
上
の
影
響

を
受
け
て
い
る
こ
と
を
記
し
な
が
ら
も
、
カ
ン
ト
の
価
値
論
や
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ

（
一
六
四
六
〜
一
七
一
六
）
の
モ
ナ
ド
に
も
言
及
し
な
が
ら
、
真
善
美
に
そ
の
価
値

を
見
出
す
こ
と
で
論
を
展
開
し
て
い
る
。
彼
は
、
当
時
流
行
し
て
い
た
「
心
霊
学
」

や
メ
ー
テ
ル
リ
ン
ク
の
文
学
を
神
秘
主
義
と
す
る
見
解
に
異
議
を
立
て
、「
真
の
神

秘
主
義
」（
31
）
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

神
秘
主
義
と
は
自
我
が

0

0

0

「
絶
対

0

0

」神
と
結
合
せ
ん
と
す
る
活
動

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

で
あ
る
。
従
つ
て
、

「
絶
対
」
が
価
値
即
ち
真
善
美
の
最
高
原
理
で
あ
る
以
上
、
真
の
神
秘
主
義
は

論
理
的
価
値
（
真
）
と
道
徳
的
価
値
（
善
）
と
美
学
的
価
値
（
美
）
と
を
具
へ

て
ゐ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。（
32
）

こ
こ
に
見
る
真
善
美
の
価
値
論
は
、
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
ウ
ィ
ン
デ
ル
バ
ン
ド

（
一
八
四
八
〜
一
九
一
五
）の
影
響
が
強
い
だ
ろ
う
。
彼
は
、ド
イ
ツ
の
哲
学
者
で
ク
ー

ノ
・
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
（
一
八
二
四
〜
一
九
〇
七
）
に
師
事
し
た
人
物
で
あ
り
、
新
カ

ン
ト
派
で
あ
る
。

小
野
の
思
想
は
、
こ
の
よ
う
な
当
時
の
思
想
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
り
な
が
ら
、

自
我
を
「
絶
対
」
と
表
現
し
、
神
と
の
結
合
に
重
き
を
置
い
て
い
た
。
こ
れ
は
、
ド

イ
ツ
哲
学
者
達
と
当
時
の
日
本
の
受
容
土
壌
が
背
景
に
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
時
代
の
中
で
、
土
田
杏き
ょ
う
そ
ん
村
（
一
八
九
一
〜
一
九
三
四
）
は
、
小
野
よ

り
も
前
に
神
秘
主
義
の
一
つ
の
傾
向
に
つ
い
て
、
象
徴
主
義
と
の
関
係
を
論
じ
た
興

味
深
い
見
解
を
示
し
て
い
る
。

土
田
は
「
新
文
芸
の
理
想
を
提
唱
す
―
文
芸
上
の
深
秘
的
象
徴
主
義
」（『
第
三
帝
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国
』
第
八
三
号
、
一
九
一
七
年
四
月
）
に
お
い
て
、「
体
験
」
を
重
視
す
る
見
解
を

立
て
、
ウ
ィ
ン
デ
ル
バ
ン
ド
と
自
身
の
解
釈
の
共
通
性
を
述
べ
た
う
え
で
、
仏
教
と

の
融
合
を
示
唆
す
る
。
こ
れ
は
、
東
洋
の
神
秘
哲
学
そ
の
も
の
で
あ
る
。
彼
は
、
自

身
の
提
唱
す
る
「
深
秘
的
象
徴
主
義
」
を
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

美
の
判
断
、
随
つ
て
美
の
体
験
は
各
々
の
場
合
に
其
れ
々
々
の
特
色
あ
る
統
一

を
示
し
て
居
る
の
で
、
美
に
は
無
数
の
種
類
が
あ
る
（
中
略
）
此
の
意
味
の
体

験
の
世
界
が
即
ち
僕
の
今
主
張
し
よ
う
と
す
る
深
秘
的
象
徴
の
世
界
で
あ
る
。

此
の
世
界
を
何
等
か
の
材
料
を
手
段
と
し
て
あ
ら
は
し
出
そ
う
と
す
れ
ば
象
徴

の
外
に
な
い
。（
33
）

土
田
は
、美
を
体
験
す
る
た
め
に
必
要
な
材
料
を
言
葉
で
表
す
な
ら
ば
そ
れ
は
「
象

徴
」
で
あ
り
、
そ
の
世
界
こ
そ
「
深
秘
的
象
徴
主
義
」
で
あ
る
と
い
う
。

つ
い
で
、
土
田
は
「
象
徴
的
深
秘
主
義
補
説
」（『
第
三
帝
国
』
第
八
四
号
、

一
九
一
七
年
五
月
）
で
、
前
号
の
記
述
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
。
な
お
、
土
田
の
い

う
「
象
徴
的
深
秘
主
義
」
と
「
深
秘
的
象
徴
主
義
」
は
、同
義
で
あ
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、

「
象
徴
的
深
秘
主
義
」
は
、「
現
今
の
所
謂
人
道
主
義
と
い
ふ
も
の
の
見
解
を
一
層
深

化
し
て
見
た
」（
34
）
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
さ
ら
に
、「
深
秘
」
に
は
二
種
類
あ
り
、

一
つ
が
「
科
学
的
説
明
に
対
抗
す
る
深
秘
」（
35
）
で
あ
り
、
も
う
一
つ
が
「
体
験
と

し
て
の
深
秘
」（
36
）
で
あ
る
と
い
う
。
土
田
は
、後
者
に
つ
い
て
言
及
し
、こ
れ
を
「
体

験
其
の
物
の
深
秘
で
あ
る
。
科
学
的
真
理
と
対
抗
せ
ず
、
其
れ
を
包
含
し
て
の
全
体

の
深
秘
で
あ
る
。」（
37
）
と
し
た
う
え
で
、「
起
信
論
に
所
謂
離
言
真
如
で
あ
り
、
真

言
に
所
謂
秘
密
荘
厳
心
で
あ
り
、
華
厳
に
所
謂
果
分
不
可
説
の
境
で
あ
る
。」（
38
）

と
仏
教
と
の
関
わ
り
を
明
示
し
た
。
彼
の
い
う
「
象
徴
的
深
秘
主
義
」
は
、
東
洋
の

神
秘
哲
学
で
あ
る
。

土
田
は
、
人
道
主
義
が
深
化
し
た
も
の
と
し
て
「
象
徴
的
深
秘
主
義
」
を
と
ら
え
、

そ
の
中
に
東
洋
の
神
秘
哲
学
を
包
含
し
て
、
独
自
の
主
張
を
展
開
し
た
。

そ
の
後
も
、土
田
は
「
伝
統
主
義
文
学
駁
論
」『
第
三
帝
国
』
第
八
七
号
（
一
九
一
七

年
八
月
）
の
中
で
、「
哲
学
の
上
に
も
又
芸
術
の
上
に
も
象
徴
的
深
秘
主
義
と
い
ふ

も
の
を
創
唱
し
て
居
る
の
で
あ
る
」（
39
）
と
い
い
、
そ
の
根
拠
と
し
て
「
独
逸
西
南

学
派
の
価
値
論
を
根
拠
と
し
て
論
じ
て
居
る
」（
40
）
と
言
及
し
て
い
る
。

土
田
は
、
西
田
幾
多
郎
（
一
八
七
〇
〜
一
九
四
五
）
か
ら
哲
学
を
学
び
、
京
都
帝

国
大
学
を
卒
業
し
て
い
る
哲
学
者
で
あ
り
、
評
論
家
で
も
あ
る
。
彼
が
「
象
徴
的
深

秘
主
義
」
の
根
拠
と
し
た
独
逸
西
南
学
派
は
、
バ
ー
デ
ン
学
派
と
も
呼
ば
れ
る
新
カ

ン
ト
派
の
学
派
で
あ
り
、
ウ
ィ
ン
デ
ル
バ
ン
ト
か
ら
リ
ッ
ケ
ル
ト
（
一
八
六
三
〜

一
九
三
六
）
な
ど
が
カ
ン
ト
哲
学
を
価
値
論
へ
展
開
さ
せ
た
。
先
に
紹
介
し
た
小
野

の
真
善
美
の
価
値
論
に
も
新
カ
ン
ト
派
の
影
響
が
見
え
た
こ
と
を
合
わ
せ
て
考
え
る

と
、
当
時
の
日
本
に
お
け
る
ド
イ
ツ
観
念
論
の
流
行
を
指
摘
で
き
る
。

た
だ
し
、
土
田
は
、
こ
の
中
で
「
象
徴
的
深
秘
主
義
」
が
自
身
の
哲
学
で
あ
り
、

誰
の
主
張
の
借
り
も
の
で
も
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
は
彼
の
造
語
で

あ
る
。

さ
ら
に
、
土
田
は
「
新
自
然
主
義
、
新
印
象
主
義
―
深
秘
的
象
徴
主
義
の
歴
史
的

地
位
」（『
第
三
帝
国
』
第
八
九
号
、
一
九
一
七
年
九
月
）
に
お
い
て
、「
深
秘
的
象

徴
主
義
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
説
明
を
加
え
る
。

深
秘
的
象
徴
主
義
は
哲
学
上
で
は
先
験
的
観
念
論
と
な
つ
て
現
は
れ
た
如
く

に
、
芸
術
上
で
は
新
印
象
主
義
新
主
観
主
義
と
な
る
。
此
に
主
観
と
い
ふ
の
は

此
の
経
験
的
の
自
我
か
ら
享
楽
的
の
分
子
を
除
去
し
て
、
純
粋
に
普
遍
的
の
主

観
を
残
し
た
其
れ
を
意
味
す
る
。
即
ち
我
々
の
霊
性
の
深
秘
で
あ
る
。
其
処
で

は
た
だ
美
の
み
が
支
配
す
る
。
世
界
は
見
る
が
ま
ま
に
た
ゞ
美
で
あ
る
。
我
々

は
作
品
の
中
か
ら
経
験
的
の
自
我
が
眺
め
た
自
然
に
興
味
を
持
た
な
い
。
其
等

は
た
ゞ
の
皮
殻
で
あ
る
。（
中
略
）
我
々
は
其
等
の
皮
殻
の
奥
に
、
す
べ
て
の

人
類
が
涙
を
流
し
得
る
魂
の
声
を
聞
く
。
其
の
声
は
時
代
や
民
族
や
地
方
を
超

越
す
る
。（
41
）
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土
田
の
「
象
徴
的
深
秘
主
義
」
は
、
体
験
を
通
し
た
「
霊
性
」
の
美
で
あ
る
。
彼

の
い
う
「
純
粋
に
普
遍
的
の
主
観
を
残
し
た
其
れ
」
は
、西
田
幾
多
郎
の
『
善
の
研
究
』

に
お
け
る
「
純
粋
経
験
」
と
酷
似
し
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
時
代
的
な
つ
な
が
り
と
象

徴
主
義
や
神
秘
主
義
、
感
情
移
入
美
学
が
交
錯
し
合
っ
て
受
容
さ
れ
た
日
本
の
状
況

が
解
さ
れ
る
。

そ
し
て
、「
象
徴
的
深
秘
主
義
」
は
土
田
に
よ
る
と
、
人
道
主
義
を
深
化
さ
せ
た

も
の
で
あ
り
、
仏
教
と
の
融
合
も
示
唆
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
が
土
田
の
特

徴
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

加
え
て
、
先
に
見
た
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
が
イ
ン
ド
哲
学
に
傾
倒
し
て
い
た
こ

と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
神
秘
主
義
自
体
が
東
西
の
融
合
を
可
能
と
す
る
も
の
で

あ
っ
た
こ
と
が
大
き
く
左
右
し
、
土
田
や
ケ
ー
ベ
ル
の
よ
う
な
見
解
を
生
む
こ
と
に

な
っ
た
と
言
え
る
。

二
．
五
　
阿
部
の
「
同
情
」
論
に
見
る
リ
ッ
プ
ス
の
影
響

シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
の
日
本
受
容
の
状
況
を
把
握
し
た
と
こ
ろ
で
、
次
に
、
阿

部
の
「
同
情
」
が
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
な
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
の
受
容
と
と

も
に
、
彼
の
中
心
的
な
思
想
と
し
て
、
リ
ッ
プ
ス
の
感
情
移
入
説
が
認
め
ら
れ
る
点

を
論
じ
た
い
。

阿
部
は
「
同
情
」
に
つ
い
て
、
実
感
を
と
も
な
っ
た
記
述
を
日
記
に
残
し
て
い
る
。

一
九
一
九
年
一
二
月
二
八
日
（
日
）
に
は
、「
自
分
が
同
情
さ
れ
る
者
の
位
置
に
立

つ
て
他
人
に
同
情
す
る
時
の
態
度
が
少
し
わ
か
つ
て
来
た
や
う
に
思
ふ
」（
42
）
と
始

ま
り
、
自
分
の
同
情
が
足
り
な
い
場
合
は
、
そ
れ
を
他
人
に
わ
び
る
必
要
は
な
く
、

自
分
一
人
で
反
省
す
べ
き
で
あ
る
と
し
て
、
同
情
の
あ
り
方
に
言
及
す
る
。
そ
の
後
、

身
近
な
人
を
例
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
同
情
」
に
つ
い
て
記
す
が
、
そ
の
中
で
、
宗
教

と
神
、
天
国
と
霊
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
内
村
鑑
三
（
一
八
六
一
〜
一
九
三
〇
）

の
「
基
督
再
臨
問
題
」
に
も
触
れ
た
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
、
阿
部
は
次
の
よ
う
に
述

べ
る
。

内
村
先
生
の
基
督
再
臨
問
題
を
よ
ん
だ
。「
天
」
と
「
地
」
の
関
係
が
わ
か
ら

な
い
。
ポ
ー
ロ
や
内
村
氏
の
や
う
な
復
活
と
再
臨
と
を
信
じ
な
く
と
も
永
生
と

天
国
と
を
信
ず
る
こ
と
が
出
来
れ
ば
自
分
は
そ
れ
で
足
り
る
や
う
に
思
ふ
。 

（
中
略
）
其
場
所
が
地
上
で
あ
つ
て
も
彼
世
で
あ
つ
て
も
大
し
た
問
題
で
は
な

い
。（
43
）

阿
部
は
こ
の
よ
う
に
述
べ
、
最
後
に
「
自
分
は
同
情
の
少
い
人
間
で
あ
る
。
自
分

が
同
情
さ
れ
る
位
置
に
立
つ
に
至
つ
て
特
に
し
み
〴
〵
さ
う
思
ふ
。
苦
労
が
足
り
な

か
つ
た
の
で
あ
る
」（
44
）
と
い
う
。

阿
部
の
「
同
情
」
に
は
、
偉
人
を
媒
介
と
し
た
キ
リ
ス
ト
教
思
想
が
読
み
取
れ
る

の
だ
が
、
先
に
見
た
ド
イ
ツ
の
「
同
情
」
論
の
流
れ
を
ふ
ま
え
て
、
阿
部
に
お
け
る

そ
の
受
容
の
内
容
を
整
理
し
た
い
。
そ
こ
で
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
く
る
の
が
、リ
ッ

プ
ス
の
感
情
移
入
説
と
の
か
か
わ
り
で
あ
る
。

阿
部
が
リ
ッ
プ
ス
の
思
想
を
も
と
に
「
同
情
」
に
つ
い
て
言
及
し
た
と
こ
ろ
で
は
、

「
同
情
と
は
他
人
に
於
い
て
己
れ
自
ら
を
体
験
す
る
こ
と
で
あ
る
」（
45
）
と
あ
る
。

そ
し
て
、
阿
部
の
訳
で
は
、
リ
ッ
プ
ス
の
「
同
情
」
に
関
連
す
る
ド
イ
ツ
語
は
次
の

よ
う
に
訳
さ
れ
る
。

感
情
移
入
（E

infühlung

）（
46
）

同
感
（M

itfreude

）（
47
）

共
に
体
験
す
る
こ
と
（M

iterleben

）（
48
）

同
情
（Sym

pathie

）（
49
）

リ
ッ
プ
ス
の
『
倫
理
学
の
根
本
問
題
』
の
「m

iterleben

」
は
、
こ
こ
で
は
「
共

に
体
験
す
る
こ
と
」
に
当
た
る
。
こ
れ
ら
が
、
ど
の
よ
う
に
関
係
し
て
く
る
か
、
次

の
阿
部
の
文
章
を
見
て
み
よ
う
。
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感
情
移
入
と
は
又
他
人
の
内
生
を
（
こ
の
場
合
に
於
い
て
は
悲
哀
を
）「
共
に

0

0

体
験
す
る
こ
と

0

0

0

0

0

0

（M
iterleben

）
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
感
情
移
入
は
や
が
て

同
情

0

0

（Sym
pathie

）
で
あ
る
。
唯
此
際
に
於
い
て
忘
る
可
か
ら
ざ
る
は
、
自

分
の
意
識

0

0

に
と
つ
て
は
、
先
づ
他
人
の
悲
哀
が
あ
つ
て
然
る
後
に
自
分
の
同
情

が
あ
る
の
で
は
な
く
て
、
他
人
の
悲
哀
は
―
一
般
的
に
云
へ
ば
他
人
の
内
生
と
、

心
的

0

0

個
体
と
し
て
の
他
人
そ
の
も
の
と
は
―
自
分
の
同
情
（
感
情
移
入
）
を
基

礎
と
し
て
始
め
て
成
立
す
る
こ
と
で
あ
る
。
従
つ
て
同
情
と
は
そ
の
実
他
人
の

感
情
に
同
ず
る
こ
と
で
は
な
く
て
、
単
純
に
自
己
の
感
情
を
体
験
す
る
こ
と
で

あ
る
。（
50
）

つ
ま
り
、
阿
部
が
リ
ッ
プ
ス
の
『
倫
理
学
の
根
本
問
題
』
か
ら
「
同
情
」
に
関
連

す
る
用
語
を
解
釈
し
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
感
情
移
入
の
い
き
つ
く
と
こ
ろ
は
同
情

で
あ
り
、
そ
れ
は
「
自
己
の
感
情
を
体
験
す
る
こ
と
」
で
あ
る
と
い
う
。
こ
れ
は
、

先
に
見
た
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
の
「
同
情
」
と
も
共
通
す
る
。

一
方
、
阿
部
の
『
人
格
主
義
』
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

わ
れ
わ
れ
の
感
情
移
入
が
純
粋
で
あ
る
限
り
、
わ
れ
〳
〵
は
何
ら
の
利
己
的
商

量
な
し
に
、
涙
に
濡
る
る
他
人
の
頬
を
見
れ
ば
、
自
分
自
身
の
そ
れ
と
等
し
く

こ
れ
を
拭
は
む
と
す
る
衝
動
を
感
ず
る
。
又
わ
れ
〳
〵
が
幼
児
の
微
笑
を
見
て

我
知
ら
ず
自
分
も
微
笑
す
る
の
は
、
決
し
て
こ
れ
に
よ
つ
て
他
人
の
観
心
を
買

は
む
が
た
め
で
は
な
い
。
他
人
の
心
が
わ
れ
〳
〵
に
響
き
を
伝
へ
る
の
は
―
換

言
す
れ
ば
「
同
情
」
と
い
ふ
現
象
は
、
利
己
主
義
的
打
算
の
動
機
を
も
つ
て
は

到
底
説
明
し
難
き
、
一
層
原
本
的
な
、
一
層
直
截
な
人
性
の
必
然
で
あ
る
。
さ

う
し
て
利
己
主
義
者
が
そ
の
奴
隷
に
対
し
て
、
彼
ら
が
一
種
特
別
な
物
質
で
あ

る
こ
と
を
感
ず
る
の
も
、
畢
竟
彼
が
知
ら
ず
識
ら
ず
の
間
に
自
ら
体
験
し
た
感

情
移
入
に
よ
つ
て
支
配
さ
れ
て
ゐ
る
か
ら
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。（
51
）

こ
こ
で
阿
部
は
、
純
粋
な
感
情
移
入
が
「
同
情
」
で
あ
る
こ
と
を
説
明
す
る
。
こ

の
こ
と
自
体
は
、
リ
ッ
プ
ス
の
思
想
を
踏
襲
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
そ
し
て
、
次

に
利
己
主
義
者
に
は
こ
の
「
同
情
」
が
な
い
こ
と
に
言
及
す
る
。
利
己
主
義
者
は
、

彼
ら
が
「
先
天
的
利
己
主
義
者
」
で
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、「
同
情
を
殺
す
こ
と
に

よ
つ
て
利
己
主
義
者
に
な
る
」
と
い
う
。
さ
ら
に
、
彼
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

大
人
の
生
活
に
お
い
て
は
、
人
間
の
利
己
主
義
も
同
情
も
、
共
に
こ
れ
ほ
ど
簡

単
直
截
に
表
出
さ
れ
る
訳
に
行
か
な
い
。
彼
の
利
己
的
動
機
は
巧
み
に
正
義
と

同
情
と
の
仮
装
の
下
に
潜
み
、
彼
の
同
情
は
自
己
の
利
害
を
顧
慮
す
る
打
算
の

念
と
か
ら
む
。
こ
ゝ
で
は
美
し
き
も
の
は
醜
き
も
の
と
混
じ
、
光
と
闇
と
は
複

雑
に
相
交
錯
す
る
。
し
か
し
そ
れ
ほ
ど
不
純
な
、
欺
り
の
多
い
大
人
と
雖
も
、

美
的
観
照
の
瞬
間
に
お
い
て
、
な
ほ
純
粋
な
同
情
の
心
を
体
験
す
る
こ
と
を
許

さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
心
を
専
ら
に
し
て
一
つ
の
芸
術
を
観
賞
す
る
と
き
、

わ
れ
〳
〵
は
次
第
に
現
実
的
利
害
の
観
念
を
超
越
し
て
、
作
者
の
立
脚
地
に
同

化
す
る
こ
と
を
覚
え
る
。
さ
う
し
て
観
照
の
態
度
が
純
粋
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、

こ
の
同
化
は
益
々
完
全
の
度
を
加
へ
る
。（
52
）

つ
ま
り
、
芸
術
の
鑑
賞
に
お
い
て
は
、
利
害
関
係
を
超
え
て
作
者
と
同
化
す
る
こ

と
が
可
能
で
あ
り
、
そ
の
態
度
が
純
粋
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
即
ち
、「
同
情
」
が

あ
る
人
に
は
、
こ
の
同
化
が
益
々
深
ま
る
と
い
う
。
阿
部
が
、
リ
ッ
プ
ス
の
感
情
移

入
説
を
「
同
情
」
と
す
る
所
以
は
、
こ
の
純
粋
で
あ
る
こ
と
に
依
っ
て
い
る
。
彼
の

い
う
「
純
粋
な
同
情
の
心
」
こ
そ
、
阿
部
が
リ
ッ
プ
ス
の
感
情
移
入
説
を
受
容
し
た

根
底
に
あ
る
理
念
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
性
善
説
で
あ
り
、
新
理
想
主
義
（
53
）
で
あ

り
、
彼
の
人
生
の
指
針
で
も
あ
っ
た
。
即
ち
、
感
情
移
入
が
「
同
情
」
で
あ
る
と
い

う
解
釈
は
、
基
本
的
に
リ
ッ
プ
ス
の
思
想
で
は
あ
る
が
、
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
に

も
共
通
す
る
思
想
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
リ
ッ
プ
ス
が
彼
か
ら
影
響
を
受
け
た
可
能

性
も
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
れ
ら
は
、
阿
部
が
受
容
し
た
リ
ッ
プ
ス
の
あ
り
方
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そ
の
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

た
だ
し
、
阿
部
は
リ
ッ
プ
ス
以
外
に
も
マ
ッ
ク
ス
・
シ
ェ
ー
ラ
ー
に
も
触
れ
て
い

る
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
シ
ェ
ー
ラ
ー
も
感
情
移
入
説
の
思
想
を
唱
え
た
人
物
で

あ
る
。
シ
ェ
ー
ラ
ー
は
、
感
情
や
情
緒
の
重
要
性
を
説
き
、
そ
れ
を
現
象
学
の
立
場

か
ら
述
べ
て
い
る
。
彼
の
考
え
は
、「
本
質
直
観
（W

esensschau

）」
の
価
値
の
重

要
性
に
重
き
を
置
く
。
そ
の
際
、
シ
ェ
ー
ラ
ー
は
積
極
的
価
値
と
消
極
的
価
値
に
分

け
、
道
徳
的
価
値
と
し
て
の
人
格
の
問
題
に
も
触
れ
る
。
彼
は
善
悪
に
つ
い
て
言
及

す
る
が
、
そ
の
人
格
に
「
同
情
」
で
あ
る
と
こ
ろ
の
「
共
感
（M

itgefühl

）」
が
関

係
す
る
と
し
て
い
る
。「
同
情
」
に
は
相
手
へ
の
「
共
感
」
が
不
可
欠
で
あ
り
、「
共
感
」

に
は
「
愛
」
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
。
シ
ェ
ー
ラ
ー
に
よ
る
と
、
人
格
と
し
て
基
本

的
な
も
の
が
「
愛
」
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
考
え
は
、阿
部
と
も
共
通
す
る
。
阿
部
の
一
九
一
七
年
五
月
六
日（
日
）

の
日
記
に
は
「
シ
ェ
ー
ラ
ー
の
独
乙
文
学
史
を
読
む
」（
54
）
と
あ
り
、
翌
日
七
日
と

八
日
、五
月
二
〇
日（
日
）に
も
シ
ェ
ー
ラ
ー
の
同
じ
本
を
読
ん
で
い
る
。
こ
こ
に
は
、

阿
部
が
シ
ェ
ー
ラ
ー
の
思
想
に
つ
い
て
直
接
言
及
す
る
箇
所
は
見
ら
れ
な
い
。
し
か

し
、
阿
部
の
思
想
が
シ
ェ
ー
ラ
ー
と
も
似
て
い
る
こ
と
は
分
か
る
。
そ
れ
は
、
阿
部

の
『
人
格
主
義
』
の
思
想
が
善
へ
向
か
う
人
格
を
称
揚
し
て
い
る
こ
と
か
ら
い
え
る
。

「
同
情
」
に
つ
い
て
は
、「
愛
」
が
不
可
欠
と
す
る
シ
ェ
ー
ラ
ー
と
比
較
し
て
、
阿
部

は
「
隣
人
愛
」
か
ら
考
え
、
そ
れ
を
国
家
へ
広
げ
て
い
る
た
め
、
シ
ェ
ー
ラ
ー
は
個

人
単
位
、
阿
部
は
そ
れ
を
国
家
単
位
に
拡
大
し
た
と
し
て
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

つ
ま
り
、
阿
部
の
人
格
主
義
の
思
想
は
、
阿
部
自
身
の
解
釈
を
交
え
た
リ
ッ
プ
ス
と

シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
、
シ
ェ
ー
ラ
ー
の
思
想
の
複
合
体
と
で
も
い
え
る
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
阿
部
の
感
情
移
入
説
と
「
同
情
」
が
ど
の
よ
う
な
思
想
で
あ
っ
た
の
か
、

次
に
同
時
代
の
リ
ッ
プ
ス
解
釈
を
見
な
が
ら
、
さ
ら
に
詳
し
く
検
討
し
た
い
。

二
．
六
　
リ
ッ
プ
ス
の
「
同
情
」
の
比
較

こ
こ
で
は
、
同
じ
く
同
時
代
に
リ
ッ
プ
ス
を
受
容
し
、
翻
訳
・
著
作
を
あ
ら
わ
し

た
稲
垣
末
松
と
深
田
康
算
を
比
較
し
、「
同
情
」
概
念
に
つ
い
て
彼
等
の
共
通
性
と

差
を
確
認
し
た
い
。

深
田
康
算
の
感
情
移
入
解
釈
は
、「
彼
我
同
一
主
客
帰
一
（
即
ち
感
情
移
入
）」（
55
）

で
あ
っ
た
。
彼
は
、
感
情
移
入
の
概
念
を
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

感
情
移
入
と
い
ふ
考
は
、
決
し
て
新
ら
し
い
の
で
は
な
い
。
同
情
と
か
彼
我
融

会
と
か
主
客
両
観
の
合
一
と
か
云
ふ
思
想
と
同
列
の
も
の
と
見
れ
ば
、
哲
学
思

想
史
の
上
で
は
古
い
古
い
思
想
で
あ
る
。（
56
）

深
田
は
感
情
移
入
を
「
同
情
」「
彼
我
融
会
」「
主
客
両
観
の
合
一
」
と
い
う
思
想

と
理
解
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
も
彼
は
、「
彼
我
同
一
主
客
帰
一
」
を
感
情
移
入
と

し
て
位
置
付
け
た
。
彼
は
こ
れ
を
「
彼
我
同
一
（Identität

）」（
57
）
と
し
て
、
次
の

よ
う
に
述
べ
る
。

美
観
照
に
於
け
る
感
情
移
入
は
意
識
の
根
本
事
実
、
直
接
的
本
源
的
経
験
に
外

な
ら
な
い
と
云
ふ
断
案
は
自
ら
到
着
し
得
る
所
の
結
論
で
あ
る
。
即
ち
感
情
移

入
と
云
ふ
如
き
は
智
識
的
理
解
の
後
、
主
客
両
観
の
区
別
を
智
識
的
に
認
む
る

に
至
つ
た
後
に
名
づ
け
た
る
云
ひ
現
は
し
に
過
ぎ
な
い
。
之
を
詮
じ
詰
め
れ
ば

我
れ
の
意
識
の
根
本
の
事
実
で
あ
り
之
は
分
つ
可
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
る
と
云

ふ
所
に
帰
す
る
。（
58
）

そ
し
て
、
深
田
は
感
情
移
入
が
「
彼
我
同
一
」
で
あ
る
理
由
を
「
観
照
者
が
演
者

若
く
は
劇
中
の
人
物
と
同
じ
感
情
を
有
し
得
る
の
は
彼
と
同
化
す
る
の
で
あ
る
。
彼

我
同
一
と
な
る
の
で
あ
る
」（
59
）
と
結
論
付
け
る
。

深
田
の
理
解
と
し
て
、
感
情
移
入
に
と
っ
て
重
視
し
て
い
る
の
が
「
彼
我
同
一
主



吉本　　「同情」と「隣人愛」から見る阿部次郎と武者小路実篤の宗教と社会観

58総研大文化科学研究 第 9号（2013）

客
帰
一
」
で
あ
り
、「
彼
我
融
会
」「
主
客
両
観
の
合
一
」
に
酷
似
し
た
考
え
方
で
あ
る
。

そ
こ
で
は
「
同
情
」
の
概
念
は
外
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
「
同
情
」
の
思
想

を
感
情
移
入
思
想
の
中
で
重
要
視
し
た
の
が
阿
部
次
郎
で
あ
る
。
阿
部
が
、
リ
ッ
プ

ス
か
ら
学
ん
だ
感
情
移
入
を
そ
の
著
作
の
中
で
「
同
情
」
と
表
現
し
て
い
た
こ
と
は
、

先
に
見
た
通
り
で
あ
る
。

他
に
、感
情
移
入
の
「
同
情
」
に
つ
い
て
触
れ
た
も
の
に
は
、稲
垣
末
松
訳
の
『
リ
ッ

プ
ス
美
学
大
系
』（
同
文
館
、一
九
二
五
年
）
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、リ
ッ
プ
ス
の
「
同

情
」
に
つ
い
て
「
同
情
的
感
情
移
入
作
用
と
消
極
的
感
情
移
入
作
用
」
と
い
う
項
目

が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、「
同
情
」
と
い
う
言
葉
が
「
感
情
移
入
」
の
別

名
と
い
う
よ
り
は
、「
感
情
移
入
」
を
「
積
極
的
感
情
移
入
」
と
「
消
極
的
感
情
移
入
」

に
分
け
た
場
合
の
「
積
極
的
感
情
移
入
」
が
「
同
情
的
感
情
移
入
」
と
い
う
名
称
に

な
る
と
論
じ
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
リ
ッ
プ
ス
が
述
べ
て
い
る
。
そ
れ
は
、「
同
情

的
感
情
移
入
」
が
積
極
的
で
あ
り
、「
消
極
的
感
情
移
入
」
が
否
定
さ
れ
た
積
極
的

感
情
移
入
作
用
で
あ
る
こ
と
か
ら
き
て
い
る
。
そ
の
例
え
と
し
て
、「
同
情
的
感
情

移
入
作
用
の
対
象
は
美
で
あ
る
。
さ
う
し
て
消
極
的
感
情
移
入
作
用
の
対
象
は
醜
で

あ
る
」（
60
）
と
、
そ
の
差
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
別
の
箇
所
で
は
、
こ
れ

ら
の
感
情
移
入
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

積
極
的
の
「
感
情
移
入
」
と
は
、
吾
人
が
、
或
る
事
物
か
ら
吾
人
の
中
に
浸
透

す
る
所
の
働
作
を
ば
、
自
由
、
自
発
的
に
受
納
し
、
之
を
矛
盾
な
く
吾
人
自
ら

の
働
作
と
な
す
と
い
ふ
事
で
あ
る
。
之
に
反
し
「
消
極
的
の
感
情
移
入
」
と
は
、

働
作
が
吾
人
の
中
に
浸
透
す
る
。
け
れ
ど
も
之
が
吾
人
に
よ
り
内
部
的
に
排
斥

さ
れ
る
と
い
ふ
事
で
あ
る
。
結
極
、
積
極
的
の
感
情
移
入
は
、
彼
れ
が
如
き
調

和
の
体
験
で
あ
り
、
消
極
的
の
感
情
移
入
は
、
そ
の
不
調
和
の
体
験
で
あ
る
。

さ
う
し
て
其
の
や
う
な
調
和
を
ば
、
吾
人
は
又
同シ
ン
バ
チ
ー
感
と
呼
ぶ
。
そ
の
実
の
所
、

同
感
な
る
も
の
は
、
吾
人
の
意
識
に
対
し
て
は
吾
人
と
別
の
事
物
に
迄
結
合
さ

れ
て
あ
る
所
の
或
る
心
的
の
も
の
、
即
ち
自
我
体
験
が
、
吾
人
の
中
に
浸
透
し
、

吾
人
に
よ
り
自
由
に
受
納
さ
れ
る
と
い
ふ
事
の
意
味
に
外
な
ら
な
い
。
之
は
吾

人
に
取
り
て
異
な
る
生
活
と
、
吾
人
自
ら
の
生
活
需
要
、
即
ち
生
活
渇
求
と
の

間
の
調
和
で
あ
る
。
此
の
故
に
、
吾
人
は
又
、
積
極
的
感
情
移
入
を
ば
、
同
感

0

0

的
感
情
移
入

0

0

0

0

0

と
称
す
る
の
で
あ
る
。（
61
）

つ
ま
り
、「
積
極
的
感
情
移
入
」
は
、
他
と
調
和
す
る
体
験
で
あ
り
、
そ
の
調
和

が「
同シ
ン
バ
チ
ー感」で
あ
る
と
い
う
。
そ
の
反
対
が「
消
極
的
感
情
移
入
」で
あ
る
。
こ
の「
積

極
的
感
情
移
入
」
が
「
同
感
的
感
情
移
入

0

0

0

0

0

0

0

」
で
あ
る
と
結
ば
れ
て
い
る
が
、
先
に
見

た
と
こ
ろ
で
は
、「
積
極
的
感
情
移
入
」
は
「
同
情
的
感
情
移
入
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。

そ
の
内
容
か
ら
見
て
も
、
こ
れ
は
、「
同
感
」
と
「
同
情
」
が
同
じ
ニ
ュ
ア
ン
ス
を

持
つ
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
そ
の
根
源
に
あ
る
も
の
は
、「
調
和
」
で
あ
る
。

他
者
と
の
調
和
が
「
同
感
」
や
「
同
情
」
を
も
た
ら
す
の
で
あ
る
。

稲
垣
の
『
リ
ッ
プ
ス
美
学
大
系
』
は
、
リ
ッ
プ
ス
の
『
美
学
』
を
忠
実
に
訳
し
た

も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、稲
垣
の
訳
こ
そ
リ
ッ
プ
ス
の
思
想
と
言
え
る
。
阿
部
が
「
感

情
移
入
（
同
情
）」
と
記
し
た
の
も
、
リ
ッ
プ
ス
の
思
想
か
ら
き
て
い
る
た
め
、
リ
ッ

プ
ス
受
容
の
一
端
で
あ
る
こ
と
に
間
違
い
な
の
だ
が
、
阿
部
の
「
同
情
」
の
解
釈
は
、

あ
く
ま
で
善
で
あ
り
、「
純
粋
な
同
情
の
心
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
他
者
へ
の
思
い

や
り
と
通
じ
、「
隣
人
愛
」
に
相
当
す
る
。
阿
部
は
そ
れ
を
シ
ェ
ー
ラ
ー
の
思
想
に

も
見
ら
れ
た
人
格
的
の
愛
と
し
て
、
美
学
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
人
格
主
義
と
包
括

し
て
理
解
し
て
い
る
。
そ
れ
を
示
す
文
章
を
見
て
み
よ
う
。

社
会
的
結
合
の
根
拠
と
な
る
も
の
は
、
直
接
に
云
へ
ば
隣
人
の
愛

0

0

0

0

で
あ
る
が
、

隣
人
の
愛
は
、
そ
れ
が
人
格
価
値

0

0

に
対
す
る
愛
を
基
礎
と
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、

始
め
て
人
格
的
愛
の
名
に
価
す
る
も
の
と
な
り
得
る
。（
62
）

阿
部
の
「
人
格
的
愛
」
は
、
社
会
の
基
礎
た
る
根
源
的
な
思
想
で
あ
る
。
そ
れ
が
、

彼
の
考
え
る
「
隣
人
愛
」
と
な
り
、
宗
教
観
と
も
関
連
し
て
い
る
。
興
味
深
い
こ
と
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に
阿
部
は
、
母
親
の
影
響
か
、
ヤ
ー
ヴ
ェ
神
に
関
心
を
向
け
て
い
る
（
63
）。
ヤ
ー
ヴ
ェ

神
は
、
ユ
ダ
ヤ
教
の
神
で
あ
る
。
そ
し
て
、
当
時
の
ほ
と
ん
ど
の
知
識
人
と
同
じ
よ

う
に
、
キ
リ
ス
ト
教
か
ら
も
影
響
を
受
け
て
い
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
は
彼
の
社
会
観

と
関
連
し
た
相
互
関
係
に
あ
っ
た
。
例
え
ば
、七
月
一
六
日
（
火
）
の
日
記
に
は
、「
午

前
聖
書
少
シ
ト
農
業
本
論
少
シ
ト
ヲ
読
ミ
ヌ
ノ
午
後
透
谷
集
」（
64
）
と
あ
り
、
聖
書

や
透
谷
の
記
述
か
ら
、キ
リ
ス
ト
教
を
受
容
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、注
目
し
た
い
の
は
、

同
時
期
に
新
渡
戸
稲
造
（
一
八
六
二
〜
一
九
三
三
）
の
『
農
業
本
論
』（
裳
華
房
、

一
八
九
八
年
）
を
読
ん
で
い
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
彼
が
労
働
者
へ
の
関
心
を

寄
せ
て
い
た
証
拠
で
あ
る
。
こ
の
時
期
は
、
阿
部
の
思
想
形
成
を
語
る
際
、
宗
教
と

社
会
の
融
合
が
結
実
す
る
『
人
格
主
義
』
へ
の
芽
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら

重
要
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
日
記
や
彼
の
思
想
全
体
か
ら
解
さ
れ
よ
う
。
特
に
、『
人

格
主
義
』
に
表
わ
れ
た
社
会
観
を
見
れ
ば
容
易
に
知
れ
る
。
阿
部
の
社
会
観
は
、「
隣

人
愛
」
に
裏
打
ち
さ
れ
た
「
同
情
」
に
よ
る
社
会
の
構
築
を
目
指
し
た
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
自
己
犠
牲
の
「
隣
人
愛
」
で
は
な
く
、
個
人
と
個
人
を
尊
重
し
合
う
結
合

体
で
あ
り
、
調
和
の
社
会
で
あ
り
、
そ
し
て
、
そ
の
影
響
は
彼
の
国
家
論
に
も
表
れ

て
い
る
。
阿
部
は
、「
同
情
」
に
も
見
ら
れ
る
善
の
思
想
を
国
家
に
反
映
さ
せ
よ
う

と
し
て
い
た
。
そ
れ
は
、『
人
格
主
義
』
の
後
半
が
ほ
と
ん
ど
国
家
論
と
い
っ
て
も

過
言
で
は
な
い
ほ
ど
、
紙
面
を
割
い
て
い
る
点
を
見
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。

二
．
七
　
阿
部
の
国
家
論
と
ヘ
ー
ゲ
ル

こ
こ
で
、
当
時
の
国
家
論
と
し
て
、
人
格
価
値
と
の
関
係
を
述
べ
た
も
の
を
見
て

み
た
い
。

北
昤
吉
（
一
八
八
五
〜
一
九
六
一
）
の
「
文
化
国
家
の
理
想
」（『
第
三
帝
国
』
第

八
七
号
、
一
九
一
七
年
八
月
）
が
そ
れ
で
あ
る
。
北
昤
吉
は
、
国
家
主
義
を
唱
え
た

哲
学
者
・
政
治
家
で
あ
る
。
彼
は
、
こ
の
中
で
「
個
人
主
義
の
種
々
」
と
し
て
、
個

人
性
の
内
容
を
「
利
己
主
義
」
と
「
人
格
主
義
」
の
二
種
類
を
あ
げ
て
お
り
、
個
人

主
義
の
名
前
に
含
ま
れ
た
内
容
に
は
種
類
が
あ
る
こ
と
を
示
し
た
。
彼
は
、
個
人
主

義
の
中
で
は
「
人
格
主
義
」
を
是
認
し
、
国
家
主
義
に
お
い
て
は
「
国
民
的
文
化
を

意
味
す
る
」（
65
）
国
家
主
義
を
拠
り
所
と
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
次
の
よ
う
に
述

べ
る
。最

高
な
る
意
味
の
国
家
主
義
は
、
文
化
国
家
主
義
で
あ
つ
て
、
文
化
国
家
主
義

と
は
、
即
ち
国
家
を
組
織
す
る
と
こ
ろ
の
各
個
人
の
人
格
価
値
の
擁
護
と
維
持

と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
意
味
の
国
家
主
義
は
当
然
最
高
な

る
意
味
の
国
家
主
義
と
、
寧
ろ
同
義
異
語
で
あ
る
と
い
は
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。（
66
）

こ
れ
は
、
阿
部
の
述
べ
る
人
格
の
向
上
が
国
家
を
形
成
す
る
と
い
う
思
想
と
ほ
ぼ

同
じ
で
あ
る
。
し
か
し
、
北
は
、
人
格
価
値
の
擁
護
を
主
張
し
て
い
る
も
の
の
、
人

格
の
向
上
は
示
し
て
い
な
い
。
た
だ
し
、
北
も
阿
部
も
国
家
を
形
作
る
た
め
に
人
格

主
義
が
必
要
な
要
素
で
あ
る
こ
と
を
認
め
て
お
り
、
両
者
は
、
国
家
の
思
想
が
類
似

し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
北
は
次
に
、
国
家
観
に
つ
い
て
の
興
味
深
い
指
摘
を
す
る
。

国
家
の
目
的
を
以
て
、
国
民
的
文
化
の
実
現
に
あ
る
と
看
做
し
て
、
甚
だ
し
く

国
家
を
神
聖
視
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
独
逸
の
哲
学
者
並
に
国
家

学
者
が
標
榜
し
て
ゐ
る
文
化
国
家
の
思
想
で
あ
る
。（
中
略
）
ヘ
ー
ゲ
ル
の
如

き
は
即
ち
こ
の
代
表
的
思
想
家
で
あ
る
。（
67
）

北
は
、
ド
イ
ツ
哲
学
並
び
に
ヘ
ー
ゲ
ル
の
国
家
論
に
触
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
網
羅

し
た
う
え
で
、
自
身
の
国
家
論
を
述
べ
て
い
た
。
北
と
類
似
す
る
国
家
観
を
持
っ
て

い
た
阿
部
に
も
そ
れ
は
当
て
は
ま
る
だ
ろ
う
。

周
知
の
よ
う
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
は
、
ド
イ
ツ
観
念
論
の
哲
学
者
で
あ
る
。
彼
は
、
国

家
主
義
と
歴
史
主
義
の
双
方
の
道
を
築
い
て
い
っ
た
。
ヘ
ー
ゲ
ル
の
著
作
の
中
で
北

と
阿
部
に
影
響
を
与
え
た
と
思
わ
れ
る
も
の
に
『
法
の
哲
学
の
基
本
線
―
自
然
法
と
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国
家
学
の
要
綱
』（
一
八
二
一
年
）
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
と
ベ
ル

リ
ン
大
学
で
の
ヘ
ー
ゲ
ル
の
講
義
に
も
と
づ
い
て
執
筆
さ
れ
た
も
の
で
、
法
の
理
念

を
研
究
対
象
と
し
て
い
る
。
そ
れ
は
現
実
と
一
致
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

尚
且
つ
、
自
由
が
尊
重
さ
れ
る
必
要
が
あ
っ
た
。
し
か
も
、
こ
の
自
由
は
主
観
的
な

も
の
に
終
始
す
る
こ
と
な
く
、
客
観
的
な
制
度
、
つ
ま
り
、
他
と
の
関
係
の
中
で
現

実
と
し
て
実
現
さ
れ
る
こ
と
を
求
め
る
も
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
は
意

志
に
つ
い
て
重
要
な
指
摘
を
す
る
。
つ
ま
り
、
彼
に
よ
れ
ば
、「
純
粋
な
無
規
定
性
」

で
あ
る
と
こ
ろ
の
「
自
我
の
純
粋
な
自
己
内
反
省
」
で
あ
る
意
志
が
認
め
ら
れ
る
。

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
無
規
定
の
状
態
を
規
定
し
、
さ
ら
に
そ
こ
か
ら
何
か
を
意
欲

し
、
踏
み
入
る
の
が
自
我
で
あ
る
。
こ
れ
を
ヘ
ー
ゲ
ル
は
「
特
殊
性
の
契
機
」
と
い

う
の
だ
が
、前
者
と
後
者
が
合
わ
さ
っ
た
も
の
が「
真
の
意
志
」で
あ
る
と
規
定
す
る
。

自
我
が
自
ら
の
可
能
性
が
投
入
さ
れ
た
形
象
物
の
中
に
自
己
を
見
出
す
鏡
の
よ
う
な

も
の
で
あ
る
点
、
自
由
が
主
観
的
な
も
の
を
客
観
的
な
世
界
へ
移
入
す
る
こ
と
で
統

一
が
生
ま
れ
る
と
す
る
点
、
こ
の
二
点
に
よ
っ
て
、
ヘ
ー
ゲ
ル
は
意
志
が
思
惟
す
る

知
性
で
あ
る
と
み
な
し
て
い
る
。

こ
の
思
想
の
特
に
前
者
は
、
先
に
見
て
き
た
感
情
移
入
の
思
想
そ
の
も
の
で
は
な

い
か
。
ヘ
ー
ゲ
ル
の
国
家
観
は
、
感
情
移
入
思
想
が
国
家
へ
広
が
っ
た
思
想
で
あ
る

と
い
え
る
。
さ
ら
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
は
こ
の
著
作
の
中
で
「
善
」
に
つ
い
て
も
言
及
し

て
い
る
。
ヘ
ー
ゲ
ル
は
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
（
紀
元
前
三
八
四
〜
三
二
二
年
）
の
善

や
カ
ン
ト
の
徳
と
幸
福
の
一
致
で
あ
る
と
こ
ろ
の
最
高
善
か
ら
影
響
を
受
け
て
い
る

が
、
そ
の
善
に
つ
い
て
の
限
界
を
認
め
て
い
る
。
彼
は
、
そ
れ
を
実
現
し
よ
う
と
す

る
目
的
と
し
て
位
置
付
け
て
い
る
。
つ
ま
り
、
善
は
ヘ
ー
ゲ
ル
の
中
で
、
国
を
創
る

た
め
の
理
想
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
と
同
じ
こ
と
は
「
同
情
」
と
の

か
か
わ
り
か
ら
、
阿
部
の
国
家
論
に
も
当
て
は
ま
る
。
そ
し
て
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
君
主

権
に
関
す
る
論
が
阿
部
の
『
人
格
主
義
』
の
中
に
登
場
す
る
「
君
主
人
」
と
同
じ
性

質
を
持
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
に
も
注
目
し
た
い
。
ヘ
ー
ゲ
ル
は
国
家
の
主
権
を
持
つ

者
と
し
て
、
有
機
的
結
合
体
で
あ
る
人
格
性
を
持
つ
者
が
君
主
で
あ
る
と
述
べ
て
お

り
、さ
ら
に
、こ
の
君
主
に
よ
っ
て
各
個
人
の
自
由
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
。
こ
れ
は
、

阿
部
が
い
う
と
こ
ろ
の
人
格
主
義
者
が
「
君
主
人
」
と
な
り
、
善
い
国
家
を
創
る
こ

と
と
相
似
し
て
い
る
。「
君
主
人
」
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
（「
伊
藤
尚
と
阿
部
次
郎
の

感
情
移
入
説
―
リ
ッ
プ
ス
受
容
を
め
ぐ
っ
て
」『
日
本
研
究
』
第
四
三
集
、

二
〇
一
一
年
三
月
）
で
阿
部
の
美
学
と
社
会
観
を
検
討
し
た
た
め
、
こ
れ
以
上
は
立

ち
入
ら
な
い
が
、阿
部
の「
同
情
」論
が
感
情
移
入
説
と
善
の
思
想
と
か
か
わ
り
、個
々

の
善
が
国
家
へ
発
展
す
る
こ
と
が
解
さ
れ
た
だ
ろ
う
。
そ
こ
に
は
、
リ
ッ
プ
ス
と
と

も
に
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
、
シ
ェ
ー
ラ
ー
、
ヘ
ー
ゲ
ル
等
、
ド
イ
ツ
哲
学
者
の
大

き
な
影
響
が
認
め
ら
れ
る
。

な
お
、阿
部
の
『
人
格
主
義
』
に
関
係
す
る
も
の
と
し
て
、フ
ッ
サ
ー
ル
（
一
八
五
九

〜
一
九
三
八
）
の
『
イ
デ
ー
ン
Ⅱ
』
に
も
触
れ
て
お
き
た
い
。
フ
ッ
サ
ー
ル
は
、
人

格
主
義
的
態
度
の
自
然
的
な
他
者
経
験
を
考
察
す
る
う
え
で
感
情
移
入
に
つ
い
て
言

及
し
て
い
る
が
、
彼
の
場
合
は
人
と
の
か
か
わ
り
全
て
が
人
格
主
義
的
態
度
で
あ
る

の
に
対
し
て
、
阿
部
は
善
へ
向
か
う
修
養
と
し
て
人
格
主
義
を
位
置
付
け
て
い
る
。

即
ち
、
フ
ッ
サ
ー
ル
と
阿
部
の
感
情
移
入
説
の
人
格
主
義
に
対
す
る
と
ら
え
方
に
は

相
違
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
ヘ
ー
ゲ
ル
と
阿
部
の
よ
う
な
共
通
項
は
、
フ
ッ
サ
ー
ル

と
の
間
に
は
見
出
せ
な
い
。
た
だ
し
、
ヘ
ー
ゲ
ル
と
阿
部
の
国
家
観
が
全
く
同
じ
と

い
う
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
阿
部
が
ヘ
ー
ゲ
ル
の
自
己
を
国
家
に
一
致
さ
せ
る

思
想
（
68
）
に
終
始
し
て
い
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
即
ち
、
両
者
の
共
通
点
は
、
あ

く
ま
で
国
家
を
中
心
と
し
た
感
情
移
入
思
想
に
関
す
る
も
の
と
し
て
と
ら
え
る
べ
き

で
あ
る
。

三
．
武
者
小
路
の
宗
教
と
人
格
的
価
値
と
の
関
係

三
．
一
　
武
者
小
路
実
篤
の
「
同
情
」
と
「
隣
人
愛
」

阿
部
の
社
会
観
が
解
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
、
次
に
、
こ
れ
と
似
た
社
会
観
を
持
つ
武

者
小
路
の
場
合
を
見
て
い
こ
う
。
両
者
の
共
通
性
と
相
違
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、

こ
こ
で
は
、
ま
ず
、
武
者
小
路
の
宗
教
観
に
つ
い
て
詳
し
く
検
討
す
る
。
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武
者
小
路
は
「
赤
青
生
」
の
名
で
、「
修
養
の
根
本
要
件
」
と
い
う
初
期
の
論
文

に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

古
人
の
言
と
し
て
「
自
己
を
知
る
こ
と
最
も
難
し
」
と
言
へ
る
を
聞
き
し
こ
と

あ
り
、
こ
れ
は
自
己
を
知
る
こ
と
の
甚
だ
難
き
を
現
は
せ
る
言
葉
と
し
て
は
面

白
け
れ
と
も
、
こ
の
言
は
大
に
過
れ
り
、
人
は
唯
自
己
を
の
み
知
り
得
る
者
な

り
、
他
人
を
知
る
を
得
ざ
る
者
な
り
、
他
人
を
知
る
は
自
己
を
以
て
察
す
る
よ

り
他
な
し
、
他
人
泣
け
ば
己
の
哀
し
き
時
泣
く
の
理
由
を
以
て
他
人
の
悲
む
こ

と
を
知
り
得
る
の
み
、他
人
の
苦
痛
、病
気
、親
兄
弟
を
失
へ
る
を
同
情
す
る
は
、

こ
れ
等
の
場
合
に
苦
痛
、
悲
哀
を
自
ら
感
ず
る
が
故
な
り
（
69
）

武
者
小
路
は
、
こ
の
頃
す
で
に
、
他
人
を
知
る
に
は
自
己
を
通
し
て
し
か
知
る
こ

と
が
で
き
な
い
と
考
え
て
い
た
。
そ
し
て
、
そ
の
他
人
の
苦
痛
や
「
同
情
」
を
感
じ

る
の
は
、
自
分
が
感
じ
る
か
ら
で
あ
る
と
い
う
。
こ
こ
か
ら
も
理
解
で
き
る
よ
う
に

武
者
小
路
の
「
同
情
」
は
、
当
初
か
ら
自
己
同
一
化
の
要
素
が
強
い
。

そ
の
点
を
自
伝
的
作
品
「
或
る
男
」（『
改
造
』
一
九
二
一
年
七
月
〜
一
九
二
三
年

一
一
月
）
に
見
て
み
よ
う
。
こ
の
中
で
、「
彼
」
が
出
会
っ
た
一
人
の
男
に
つ
い
て

記
し
て
い
る
。
そ
の
男
は
、
故
郷
の
両
親
や
妹
を
喜
ば
せ
る
た
め
、
原
稿
料
を
取
り

た
が
っ
て
い
た
。
彼
は
そ
の
男
の
気
持
に
「
同
情
」
し
た
が
、「
彼
」
の
作
に
感
心

は
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
。
そ
の
男
は
、
台
湾
へ
渡
り
、
そ
こ
で
自
殺
し
た
の
だ
が
、

そ
の
男
か
ら
も
ら
っ
た
手
紙
に
彼
は
勇
気
を
得
、
次
の
よ
う
な
返
事
を
書
く
。

私
を
愛
し
て
下
さ
る
方
に
私
の
愛
を
お
伝
へ
下
さ
い
。
私
の
内
に
自
己
を
見
出

し
て
下
さ
る
方
は
き
つ
と
又
自
己
の
内
に
真
の
私
を
見
出
し
て
下
さ
る
で
せ

う
。
私
は
さ
う
云
ふ
方
々
の
内
に
自
己
を
見
出
す
こ
と
を
こ
の
上
な
く
喜
び
ま

す
。
…
…
私
は
よ
り
私
に
な
つ
て
ゆ
く
こ
と
で
、
よ
り
諸
君
に
な
る
こ
と
を
信

じ
て
ゐ
ま
す
。
そ
れ
を
信
じ
る
こ
と
が
出
来
る
こ
と
が
我
々
の
よ
ろ
こ
び
で
す
。

希
望
で
す
。
そ
れ
を
信
じ
さ
し
て
下
さ
る
の
は
君
達
で
す
。（
70
）

こ
の
文
章
か
ら
「
彼
」
は
、
主
客
融
合
や
彼
我
融
合
の
言
葉
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、

感
情
移
入
の
思
想
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
知
れ
る
。
同
時
に
、
こ
の
思
想
が
他
者
へ

の
「
同
情
」「
隣
人
愛
」
を
生
む
基
礎
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。「
彼
」
に
よ
れ
ば
、

そ
れ
は
、
社
会
を
形
成
す
る
に
も
必
要
な
思
想
で
あ
る
こ
と
が
次
の
文
章
か
ら
も
知

れ
る
。
同
じ
く
、「
或
る
男
」
か
ら
台
湾
へ
渡
っ
た
男
と
「
彼
」
と
の
交
流
を
つ
づ
っ

た
最
後
を
見
て
み
よ
う
。

彼
は
よ
り
彼
に
な
り
、
よ
り
彼
を
本
当
に
生
か
せ
ば
い
ゝ
。
利
己
と
利
他
、 

自
愛
と
他
愛
は
其
処
で
一
緒
に
な
る
。
人
類
が
生
き
る
た
め
に
は
個
人
は
さ
う

つ
く
ら
れ
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
之
が
彼
の
確
信
で
あ
る
。
少
く
も
思
想
家

と
し
て
、
又
芸
術
家
と
し
て
の
。
人
間
の
心
、
精
神
は
さ
う
つ
く
ら
れ
て
ゐ 

る
。
自
己
を
本
当
に
生
か
す
こ
と
を
知
る
も
の
は
、
人
類
の
意
志
、
自
分
を
つ

く
つ
た
も
の
ゝ
意
志
を
こ
の
地
上
に
生
か
す
も
の
で
あ
る
。
彼
は
さ
う
思
つ
て

ゐ
る
。（
71
）

こ
こ
に
は
、
自
己
と
他
者
が
互
い
に
生
か
し
あ
い
、
一
つ
に
な
る
こ
と
で
、
善
い

社
会
や
人
類
が
形
成
さ
れ
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。「
自
愛
と
他
愛
」

が
一
つ
に
な
る
こ
と
で
、
善
い
個
人
か
ら
善
い
国
家
が
創
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

他
に
も
武
者
小
路
は
「
同
情
」
と
社
会
と
の
関
連
に
つ
い
て
、「
六
号
雑
記
」
に
、

次
の
よ
う
な
言
葉
を
残
し
て
い
る
。

セ
ン
チ
メ
ン
タ
ル
な
同
情
は
人
類
の
生
長
に
害
が
あ
る
。
女
々
し
い
同
情
は
尤

も
安
価
な
も
の
で
あ
る
が
村
の
生
長
に
は
害
が
あ
る
時
が
あ
る
。
本
当
の
同
情

は
美
徳
で
あ
る
が
、
他
人
か
ら
悪
意
を
も
た
れ
る
の
を
恐
れ
す
ぎ
る
同
情
は
卑

屈
な
も
の
で
、
罰
を
受
け
や
す
い
も
の
で
あ
る
。（
72
）
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武
者
小
路
は
社
会
と
の
関
連
か
ら
見
る
「
同
情
」
に
つ
い
て
、「
同
情
」
に
も
種

類
が
あ
り
、「
本
当
の
同
情
」
を
求
め
て
い
る
。
彼
に
と
っ
て
「
同
情
」
と
は
、
社

会
と
の
つ
な
が
り
を
考
え
る
重
要
な
要
素
で
あ
っ
た
と
知
れ
よ
う
。

他
に
、作
品
か
ら
も
「
同
情
」
の
概
念
は
見
出
せ
る
。
例
え
ば
、「
或
る
青
年
の
夢
」

（『
白
樺
』
第
七
巻
第
四
号
、
一
九
一
六
年
四
月
）
に
は
、
青
年
と
亡
霊
の
問
答
に
お

い
て
、
何
度
か
使
用
さ
れ
て
い
る
。
青
年
が
戦
争
に
よ
っ
て
死
ん
だ
亡
霊
に
同
じ
死

を
味
わ
わ
せ
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
か
と
言
わ
れ
た
時
に
、
そ
れ
は
赦
し
て
ほ
し
い
が
、

殺
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
に
は
「
同
情
」
す
る
と
話
し
て
い
る
。
他
に
も
戦
争
で
死
ん

だ
人
間
に
対
し
て
「
同
情
」
す
る
と
い
う
個
所
が
複
数
出
て
く
る
。
さ
ら
に
、
こ
の

作
品
に
は
「
耶
蘇
教
」
や
「
仏
教
」
の
教
え
の
よ
う
に
、
耶
蘇
や
釈
迦
と
い
っ
た
キ

リ
ス
ト
教
と
仏
教
の
思
想
が
戦
争
を
救
う
と
す
る
思
想
が
た
び
た
び
登
場
す
る
。
こ

の
点
か
ら
、「
或
る
青
年
の
夢
」
は
、
武
者
小
路
の
宗
教
観
と
そ
れ
に
付
随
す
る
「
同

情
」
の
概
念
が
反
映
さ
れ
た
作
品
で
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

そ
の
点
を
も
う
少
し
詳
し
く
見
る
に
は
、「
或
日
の
一
休
和
尚
」（『
白
樺
』
第
四

巻
第
四
号
、
一
九
一
三
年
四
月
）
が
好
例
だ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
一
見
、
仏
教
を
題
材

と
し
て
お
り
、
キ
リ
ス
ト
教
の
影
響
を
受
け
て
い
な
い
作
品
に
思
え
る
が
、
こ
の
中

に
も
「
隣
人
愛
」
と
同
質
の
思
想
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
、
一
休
が
坊
主

ら
し
か
ら
ぬ
言
動
を
す
る
真
意
か
ら
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
彼
は
、
土
器
売
り
か
ら

追
い
は
ぎ
を
し
て
、
他
に
も
細
か
な
悪
事
を
は
た
ら
く
。
そ
れ
を
野
武
士
に
指
摘
さ

れ
る
が
、
彼
は
悪
び
れ
る
様
子
も
な
く
、
悪
人
が
悪
人
を
責
め
る
義
理
は
な
い
と
い

う
論
旨
の
言
い
訳
を
す
る
。
そ
し
て
、最
後
に
一
休
は
、野
武
士
に
次
の
よ
う
に
話
す
。

人
間
は
互
に
責
む
べ
き
も
の
ぢ
や
な
い
、
助
け
あ
ふ
べ
き
も
の
ぢ
や
。
少
く
も

互
に
許
し
あ
ふ
べ
き
も
の
ぢ
や
。（
73
）

こ
こ
に
、
こ
の
作
品
の
真
意
が
込
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
人
間
は
互
い

に
許
し
合
う
べ
き
で
あ
る
と
い
う
一
休
の
言
葉
は
、
仏
教
だ
け
で
は
な
く
、
キ
リ
ス

ト
教
の
隣
人
愛
と
も
同
質
の
思
想
で
あ
る
。
こ
れ
が
武
者
小
路
の
宗
教
観
で
あ
る
。

こ
の
種
の
宗
教
観
は
、
人
類
愛
と
も
結
び
つ
く
。
こ
れ
は
武
者
小
路
独
自
の
も
の
で

は
な
く
、
同
時
代
性
が
認
め
ら
れ
る
。

で
は
、
そ
の
よ
う
な
武
者
小
路
の
宗
教
観
の
特
徴
と
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
ろ

う
。
次
に
そ
の
点
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
彼
の
「
同
情
」
に
つ
い
て
さ
ら
に
詳

し
く
見
て
み
よ
う
。

三
．
二
　
武
者
小
路
の
「
同
情
」
と
宗
教
観

武
者
小
路
の
「
同
情
」
と
宗
教
観
は
、
密
接
に
関
係
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
後
に

武
者
小
路
の
「
調
和
」
の
思
想
（
74
）
と
結
実
し
、
他
者
と
関
わ
ろ
う
と
す
る
概
念
と

な
る
。
そ
れ
と
関
連
し
て
、
注
目
し
た
い
の
は
、
武
者
小
路
独
自
の
宗
教
観
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
次
の
文
章
か
ら
知
れ
る
。

耶
蘇
は
自
己
の
宗
教
の
為
に
自
己
の
身
を
十
字
架
に
か
け
た
。
十
字
架
に
釘
づ

け
に
さ
し
た
。
さ
う
し
て
九
時
間
の
間
苦
痛
に
耐
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
。

釈
迦
は
自
己
の
宗
教
の
為
に
故
国
の
滅
亡
と
、
そ
の
国
民
の
殺
戮
を
見
ぬ
ふ
り

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
。

前
者
よ
り
も
後
者
が
楽
だ
と
人
々
は
云
ふ
で
あ
ら
う
。
自
分
も
臆
病
な
故
を
も

つ
て
ど
つ
ち
を
撰
ぶ
か
と
云
へ
ば
後
者
の
道
を
選
び
た
く
思
ふ
で
あ
ら
う
。
し

か
し
耶
蘇
は
云
ふ
ま
で
も
な
く
、
釈
迦
も
釈
迦
の
と
つ
た
道
の
方
を
よ
り
仕
幸

だ
つ
た
と
は
思
ふ
ま
い
。
二
人
に
会
話
さ
し
て
見
た
ら
、
耶
蘇
の
方
が
同
情
を

し
兼
ね
な
い
気
が
す
る
。（
75
）

こ
こ
か
ら
、
武
者
小
路
が
キ
リ
ス
ト
教
と
仏
教
、
両
方
の
宗
教
の
受
容
を
し
て
い

る
こ
と
が
分
か
る
が
、
同
時
に
耶
蘇
と
釈
迦
と
い
う
記
述
か
ら
両
者
の
人
間
像
を
受

容
し
て
い
る
こ
と
も
読
み
取
れ
る
。
先
に
見
た
「
或
る
日
の
一
休
和
尚
」
で
も
仏
教

の
僧
で
あ
る
一
休
に
キ
リ
ス
ト
教
思
想
が
見
え
た
こ
と
も
武
者
小
路
の
宗
教
観
に
よ
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る
も
の
で
あ
る
。
先
の
文
章
に
あ
る
よ
う
に
、
最
後
の
二
人
に
会
話
を
さ
せ
て
み
た

ら
と
い
う
記
述
も
武
者
小
路
が
彼
等
を
人
間
と
し
て
と
ら
え
（
76
）、
そ
の
生
き
方
に

興
味
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
だ
ろ
う
。

こ
の
点
に
つ
い
て
、
興
味
深
い
記
述
が
あ
る
。
武
者
小
路
は
、「
雑
感
」（『
白
樺
』

第
七
巻
第
二
号
、
一
九
一
六
年
二
月
）
に
お
い
て
、「
心
の
美
さ
」
と
い
う
文
章
を

書
い
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
耶
蘇
の
こ
と
を
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

福
音
書
を
よ
ん
で
、
最
後
の
晩
餐
や
、
ゲ
ッ
セ
マ
ネ
の
祈
り
の
処
を
よ
む
、
自

分
達
の
感
動
す
る
の
は
、
耶
蘇
の
心
の
神
の
如
き
美
し
さ
だ
。（
77
）

つ
ま
り
、
武
者
小
路
が
キ
リ
ス
ト
に
惹
か
れ
る
の
は
、
こ
の
心
の
美
し
さ
に
あ
る

と
い
え
る
。
こ
れ
は
、
他
の
宗
教
に
も
い
え
る
こ
と
で
あ
り
、
ひ
い
て
は
彼
の
価
値

観
に
共
通
す
る
根
本
的
な
精
神
で
あ
る
と
い
え
る
。
武
者
小
路
は
、
同
文
で
前
文
の

次
に
「
も
つ
と
小
さ
い
美
し
さ
で
も
吾
人
は
そ
れ
に
ふ
れ
る
と
嬉
し
く
な
る
。
涙
ぐ

む
。
母
親
の
愛
、
友
愛
、
義
侠
心
、
正
直
な
心
、
同
情
、
そ
れ
等
は
我
等
を
よ
ろ
こ

ば
し
、
涙
ぐ
ま
せ
る
力
を
も
つ
て
ゐ
る
」（
78
）
と
述
べ
、
こ
れ
ら
の
心
が
心
の
美
し

さ
の
根
本
に
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
そ
こ
に
「
同
情
」
が
「
隣
人
愛
」
と
し

て
登
場
す
る
。

武
者
小
路
は
、
キ
リ
ス
ト
の
「
心
の
神
の
如
き
美
し
さ
」
に
感
動
し
、
憧
憬
を
覚

え
て
い
る
。「
或
る
日
の
一
休
」
の
互
い
に
助
け
合
う
心
が
そ
れ
を
証
明
し
て
い
る

だ
ろ
う
。

三
．
三
　
武
者
小
路
の
初
期
論
文
に
見
ら
れ
る
善
と
の
関
係

武
者
小
路
は
、
初
期
の
論
文
「
人
間
の
価
値
」（『
荒
野
』
警
醒
社
、
一
九
〇
八
年
）

の
中
で
、
人
間
の
価
値
と
真
の
善
に
つ
い
て
、
既
に
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
た
。

人
間
の
価
値
は
真
の
善
と
、
真
の
快
楽
と
の
一
致
す
る
こ
と
に
あ
る
、
換
言
す

れ
ば
真
の
快
楽
を
求
め
れ
ば
そ
れ
が
同
時
に
善
で
あ
り
、
真
の
善
即
ち
真
心
か

ら
発
し
た
善
は
同
時
に
真
の
快
楽
で
あ
る
、
と
云
ふ
処
に
人
間
の
価
値
が
あ
る

の
で
す
と
。

わ
か
り
易
く
云
へ
ば
良
心
の
命
ず
る
処
を
ふ
む
こ
と
に
よ
つ
て
真
の
快
楽
を
得

る
、
則
ち
真
の
利
己
を
謀
れ
ば
そ
れ
が
人
類
の
為
に
な
る
や
う
に
人
間
が
作
ら

れ
て
ゐ
る
処
に
人
間
の
価
値
が
あ
る
の
で
す
と
。（
79
）

こ
こ
で
武
者
小
路
が
示
す
快
楽
は
、
善
で
あ
る
。
快
楽
に
つ
い
て
は
、
功
利
主
義

の
影
響
が
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
焦
点
を
欠
く
た
め
、
深
く
は
言
及
し
な
い
。
こ

こ
で
は
、
先
の
「
同
情
」
と
の
か
か
わ
り
か
ら
、
善
の
占
め
る
大
き
さ
を
見
て
い
き

た
い
。

武
者
小
路
は
そ
こ
で
、
良
心
に
従
っ
た
行
動
こ
そ
が
善
で
あ
り
、
個
人
の
善
が
人

類
の
た
め
に
な
る
た
め
、
そ
こ
に
人
間
の
価
値
が
置
か
れ
て
い
る
と
す
る
。
こ
こ
に

は
、
キ
リ
ス
ト
教
と
い
う
よ
り
も
、
儒
学
の
性
善
説
の
影
響
を
認
め
ら
れ
な
い
だ
ろ

う
か
。
儒
学
の
善
行
は
徳
を
積
む
こ
と
と
も
つ
な
が
り
、
こ
れ
は
武
者
小
路
の
い
う

「
人
間
の
価
値
」
に
結
び
つ
く
。
特
に
、
当
時
は
、
内
村
鑑
三
の
よ
う
な
キ
リ
ス
ト

教
者
も
陽
明
学
を
学
ん
で
お
り
、彼
は
『
代
表
的
日
本
人
』（
警
醒
社
、一
九
〇
八
年
）

で
き
わ
め
て
儒
者
的
な
態
度
で
西
郷
隆
盛
（
一
八
二
七
〜
一
八
七
七
）
や
上
杉
鷹
山

（
一
七
五
一
〜
一
八
二
二
）、
二
宮
尊
徳
（
一
七
八
七
〜
一
八
五
六
）（
80
）
ら
を
紹
介

し
て
い
る
。
先
の
武
者
小
路
の
例
を
見
て
も
解
さ
れ
る
よ
う
に
、
当
時
の
知
識
人
達

は
、
一
つ
の
宗
教
以
外
の
影
響
を
全
く
受
け
な
い
と
い
う
環
境
に
は
な
か
っ
た
。
武

者
小
路
も
内
村
鑑
三
の
影
響
を
受
け
て
い
る
。
さ
ら
に
、
武
者
小
路
は
続
け
て
い
う
。

景
物
で
な
く
真
に
買
ふ
に
値
す
る
も
の
は
な
ん
で
す
か
、
善
を
す
る
こ
と
で
す
、

こ
れ
が
人
間
に
価
値
の
あ
る
所
で
す
。（
81
）

彼
は
、
善
を
す
る
こ
と
が
「
人
間
に
価
値
の
あ
る
所
」
だ
と
い
う
。
武
者
小
路
は
、



吉本　　「同情」と「隣人愛」から見る阿部次郎と武者小路実篤の宗教と社会観

64総研大文化科学研究 第 9号（2013）

世
の
中
で
最
も
幸
福
な
人
は
善
人
で
あ
る
と
述
べ
、
善
人
な
ら
ば
ど
の
よ
う
な
境
遇

や
職
業
を
も
っ
て
い
て
も
、
一
生
を
幸
福
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

彼
の
い
う
善
人
と
は
、「
お
人
よ
し
」
を
い
う
の
で
は
な
い
。
彼
は
、
そ
れ
を
説
明

す
る
た
め
に
、
メ
ー
テ
ル
リ
ン
ク
（
一
八
六
二
〜
一
九
四
九
）
の
「
智
慧
と
運
命
」

（
一
八
九
八
年
）
を
引
用
し
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
、
善
を
し
た
人
は
人
に
賞
賛
さ

れ
る
た
め
に
す
る
の
で
は
な
く
、
善
行
も
自
分
の
好
き
な
事
を
し
た
の
で
あ
る
と
い

う
部
分
で
あ
っ
た
。

他
に
も
武
者
小
路
は
、ト
ル
ス
ト
イ
や
中
江
藤
樹
（
一
六
〇
八
〜
一
六
四
八
）（
82
）、

二
宮
尊
徳
を
善
人
と
し
て
位
置
付
け
て
い
る
。
特
に
、
中
江
藤
樹
の
思
想
は
、
善
や

徳
に
焦
点
が
当
た
っ
て
い
る
。

例
え
ば
、『
翁
問
答
』（
一
六
四
〇
年
）
に
は
、「
そ
れ
学
問
は
心
の
け
が
れ
を
清
め
、

身
の
お
こ
な
ひ
を
よ
く
す
る
を
本
実
と
す
」「
人
間
は
み
な
善
ば
か
り
に
し
て
、
悪

な
き
本
来
の
面
目
を
よ
く
観
念
す
べ
し
」「
天
下
の
兵
乱
も
又
明
徳
の
く
ら
き
よ
り

お
こ
れ
り
」
な
ど
と
あ
り
、
こ
れ
は
善
を
前
提
に
し
た
教
え
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
は
、

善
が
人
間
の
本
質
で
あ
る
と
い
う
考
え
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
、『
論
語
』
な
ど

の
古
典
を
基
に
し
た
中
江
藤
樹
の
言
葉
に
は
、
人
間
が
本
来
も
っ
て
い
る
善
に
つ
い

て
の
精
神
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
先
人
を
例
に
あ
げ
た

武
者
小
路
は
、「
善
即
ち
快
楽
プ
ラ
ス
幸
福
（
精
神
的
に
）
の
や
う
に
つ
く
ら
れ
た

る
人
間
は
価
値
な
き
も
の
で
は
な
い
と
信
じ
ま
す
。
実
に
こ
ゝ
に
人
間
の
価
値
が
あ

る
の
だ
と
信
じ
ま
す
。」（
83
）
と
、
人
間
の
価
値
を
位
置
付
け
る
。

中
江
藤
樹
は
、
陽
明
学
だ
け
で
な
く
、
キ
リ
ス
ト
教
に
も
接
近
し
て
い
た
と
い
わ

れ
る
こ
と
か
ら
、
内
村
鑑
三
が
藤
樹
か
ら
影
響
を
受
け
た
こ
と
も
偶
然
で
は
な
い
だ

ろ
う
。
彼
は
先
に
見
た
よ
う
に
著
作
『
代
表
的
日
本
人
』
の
中
の
一
人
に
中
江
藤
樹

を
あ
げ
て
い
た
。
他
に
、キ
リ
ス
ト
教
と
儒
学
思
想
の
関
連
に
つ
い
て
は
、内
村
も『
余

は
如
何
に
し
て
基
督
信
徒
と
な
り
し
乎
』（
一
八
九
五
年
）
に
お
い
て
、
儒
学
の
下

地
が
あ
っ
て
、
そ
の
思
想
と
キ
リ
ス
ト
教
の
教
え
と
が
共
通
す
る
と
感
じ
、
キ
リ
ス

ト
教
に
傾
倒
し
て
い
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

中
江
藤
樹
の
思
想
は
、
善
の
思
想
が
基
本
で
あ
り
、
そ
れ
が
内
村
鑑
三
や
当
時
の

知
識
人
達
に
刺
激
を
与
え
た
の
だ
ろ
う
。
武
者
小
路
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
っ
た
。

こ
の
善
思
想
は
、彼
の
「
同
情
」
の
思
想
と
リ
ン
ク
す
る
。
即
ち
、武
者
小
路
の
「
同

情
」
は
、
他
人
の
苦
痛
を
味
わ
う
こ
と
で
自
己
同
一
化
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
に

は
「
隣
人
愛
」
の
思
想
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
彼
の
中
心
軸
に
善
の
思
想
が
あ
る
こ
と

が
大
き
い
。

「
隣
人
愛
」
か
ら
見
た
「
同
情
」
と
善
概
念
こ
そ
が
、
武
者
小
路
の
思
想
の
中
心

軸
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
武
者
小
路
の
善
の
思
想
は
、
彼
の
社
会
観
へ
も
反
映
さ

れ
て
い
く
。
次
に
そ
の
点
を
見
て
い
こ
う
。

四
．
労
働
者
観
と
宗
教

四
．
一
　
武
者
小
路
実
篤
の
共
同
体

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
武
者
小
路
の
社
会
思
想
と
そ
れ
に
伴
う
感
情
移
入
や
宗
教
観

も
、
全
て
人
格
価
値
の
向
上
や
善
の
追
求
に
照
準
が
合
わ
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
点
で
、

彼
の
思
想
は
阿
部
と
似
て
お
り
、ま
さ
に
、自
己
修
養
の
思
想
と
言
え
る
だ
ろ
う
（
84
）。

し
か
し
、
阿
部
と
異
な
る
の
は
、
武
者
小
路
が
必
ず
し
も
国
家
と
い
う
言
葉
に
こ
だ

わ
っ
て
い
な
い
点
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
武
者
小
路
は
、
善
い
世
界
を
生
み
出
そ
う
と

し
て
お
り
、
共
同
体
と
し
て
の
世
界
に
向
か
っ
て
い
る
。
武
者
小
路
の
目
指
す
共
同

体
と
は
、
各
自
が
お
互
い
に
独
立
し
、
自
由
な
意
思
を
持
ち
な
が
ら
調
和
し
て
い
け

る
世
界
で
あ
る
。
そ
の
中
で
も
、
独
立
に
つ
い
て
、
彼
は
「
独
立
人
」
と
い
う
言
葉

を
頻
用
す
る
。
武
者
小
路
の
「
独
立
人
」（『
改
造
』
第
八
巻
第
三
号
、
一
九
二
六
年

三
月
）
と
は
、「
自
分
の
真
価
で
生
る
人
」「
自
分
の
責
任
は
自
分
で
荷
ふ
人
」「
他

人
の
強
迫
で
は
動
か
な
い
人
」
で
あ
る
。
彼
は
、
こ
れ
に
は
イ
プ
セ
ン
の
影
響
を
受

け
て
い
る
と
『
彼
の
青
年
時
代
』（
叢
文
閣
、
一
九
二
三
年
）
一
九
〇
六
年
三
月

二
二
日
の
日
記
で
触
れ
て
い
る
。
武
者
小
路
に
よ
れ
ば
、
最
も
強
い
人
が
何
を
も
恐

れ
な
い
「
独
立
独
歩
の
人
」
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
意
志
が
武
者
小
路
の
考
え
る
共

同
体
に
と
っ
て
も
重
要
な
意
味
を
持
つ
。
彼
の
共
同
体
観
を
検
討
す
る
上
で
、
武
者



65 総研大文化科学研究 第 9号（2013）

小
路
の
作
品
か
ら
そ
れ
を
見
て
み
よ
う
。

ま
ず
、「
或
る
国
の
話
」（『
太
陽
の
都
』
一
九
一
六
年
七
月
号
）
に
は
、
次
の
よ

う
な
記
述
が
あ
る
。
作
品
の
冒
頭
を
見
て
み
よ
う
。

「
あ
る
国
に
行
つ
て
帰
つ
た
人
が
話
し
た
話
だ
が
、
そ
の
国
で
は
す
べ
て
の
男

が
小
学
校
に
入
る
と
同
時
に
生
産
的
な
労
働
を
教
へ
ら
れ
る
。
週
に
二
三
時
間

大
工
の
稽
古
を
し
た
り
、
百
姓
の
稽
古
を
し
た
り
、
陶
器
を
つ
く
る
稽
古
を
し

た
り
、
往
来
を
つ
く
る
稽
古
を
し
た
り
、
荷
車
を
ひ
く
稽
古
を
し
た
り
す
る
。

中
学
の
上
に
ゆ
く
と
工
場
へ
見
な
ら
い
に
ゆ
く
こ
と
も
あ
る
。
頭
の
わ
る
い
者

は
労
働
学
校
へ
入
れ
ら
れ
る
。
あ
る
特
種
な
労
働
を
好
む
も
の
は
そ
の
方
の
稽

古
を
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
る
。
そ
し
て
一
定
の
年
齢
に
な
る
と
、
一
日
の
内
二

時
間
乃
至
六
時
間
一
定
の
労
働
を
す
る
義
務
が
あ
る
。
そ
れ
は
そ
の
人
の
体
質

と
、
興
味
と
、
労
働
の
種
類
に
よ
つ
て
き
め
ら
れ
る
。
特
種
の
才
能
の
あ
る
も

の
は
そ
の
方
面
に
働
く
、
そ
し
て
手
柄
、
何
か
有
益
な
発
明
や
発
見
や
、
或
は

学
術
上
や
文
芸
上
人
道
上
に
何
か
手
柄
が
あ
る
と
、
労
働
の
時
間
を
減
じ
ら
れ

又
は
免
除
さ
れ
る
。
又
撰
挙
に
よ
つ
て
い
ろ
〳
〵
の
事
務
を
と
る
も
の
も
労
働

は
許
さ
れ
る
。
そ
の
ほ
か
の
人
は
医
者
の
診
断
か
或
は
と
く
別
の
事
情
の
あ
る

他
は
一
定
の
労
働
だ
け
は
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
そ
の
上
は
自
分
勝
手
の
こ

と
が
出
来
る
。」（
85
）

こ
の
話
を
し
た
男
は
、
実
際
に
「
或
る
国
」
へ
行
っ
て
き
た
と
い
う
。
し
か
し
、

そ
の
話
を
聞
い
た
周
り
の
者
は
信
用
し
な
い
。
そ
こ
へ
一
人
の
人
が
様
々
な
質
問
を

始
め
る
。
全
て
が
公
平
に
お
こ
な
わ
れ
る
の
か
、
男
女
の
問
題
や
金
の
問
題
な
ど
を

次
々
に
聞
い
て
い
く
。そ
し
て
、そ
の
人
は
労
働
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
質
問
を
す
る
。

「
そ
の
国
で
は
労
働
は
尊
敬
さ
れ
て
ゐ
ま
す
か
。」

「
勿
論
で
す
。
罰
に
よ
つ
て
無
理
に
強
い
ら
れ
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
労
働

は
喜
ば
れ
ま
せ
ん
が
、
人
間
と
し
て
生
き
る
義
務
と
し
て
或
は
そ
れ
以
上
の
も

の
と
し
て
す
る
労
働
は
尊
敬
さ
れ
て
ゐ
ま
す
。
し
か
し
社
会
に
手
柄
を
し
て
労

働
を
し
な
い
で
い
ゝ
人
に
な
つ
た
人
は
な
ほ
尊
敬
さ
れ
ま
す
、
さ
う
云
ふ
人
を

撰
ば
れ
た
人
と
云
ふ
の
だ
さ
う
で
す
。」（
86
）

「
或
る
国
」
で
は
、
労
働
は
尊
敬
さ
れ
て
お
り
、
社
会
に
貢
献
し
た
人
も
同
じ
よ

う
に
尊
敬
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

他
に
も
「
或
る
国
」
で
は
、
自
分
の
得
意
な
労
働
を
や
る
者
を
尊
敬
し
て
お
り
、

そ
れ
は
、
技
術
職
や
先
生
、
医
者
な
ど
で
あ
る
と
い
う
。
他
に
も
芝
居
や
音
楽
、
研

究
所
な
ど
の
専
門
家
が
そ
れ
に
当
た
り
、
彼
ら
は
、
撰
ば
れ
た
人
に
な
れ
る
と
い
う
。

ま
た
、
家
庭
内
の
女
中
や
妻
、
母
に
つ
い
て
も
ち
ゃ
ん
と
し
た
生
活
を
し
て
い
る

者
は
尊
敬
さ
れ
る
こ
と
、
君
主
に
つ
い
て
も
一
人
の
人
を
選
ん
で
そ
の
人
に
君
主
権

を
与
え
る
こ
と
、
し
か
し
、
そ
う
勢
力
の
あ
る
も
の
で
は
な
く
、
友
人
の
一
人
と
し

て
の
付
き
合
い
を
す
る
と
い
う
。こ
れ
は
、女
中
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。つ
ま
り
、

こ
の
国
で
は
君
主
と
奴
隷
の
関
係
が
成
立
し
て
お
ら
ず
、
全
て
の
人
間
が
同
等
の
立

場
に
あ
り
、
そ
の
関
係
性
は
主
従
関
係
で
は
な
く
、
対
等
な
関
係
性
で
あ
る
こ
と
が

知
れ
る
。

こ
の
作
品
の
中
で
一
貫
し
て
い
る
の
は
、
こ
の
よ
う
な
対
等
な
関
係
性
で
あ
る
。

そ
し
て
、そ
こ
に
は
各
々
の
得
意
分
野
を
生
か
し
た
社
会
構
成
も
見
え
る
。
即
ち
、「
或

る
国
」
の
社
会
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
独
立
し
た
個
人
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
も
の

で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、『
母
と
子
』（
改
造
社
、
一
九
二
七
年
）
を
見
て
み

よ
う
。

『
母
と
子
』
は
、
平
山
平
六
と
い
う
四
八
の
著
作
家
が
自
分
の
周
り
の
人
々
と
の

交
流
を
回
想
を
交
え
て
進
め
て
い
く
小
説
で
あ
る
。
そ
の
中
で
、
独
立
人
に
つ
い
て

触
れ
た
箇
所
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
彼
の
亡
く
な
っ
た
友
人
の
野
村
に
似
て
い
る
下
島

進
と
話
し
を
し
て
い
る
時
の
こ
と
で
あ
る
。
平
六
は
進
に
国
や
社
会
の
質
問
を
す
る
。

す
る
と
、
進
は
「
僕
は
独
立
人
を
尊
敬
出
来
な
い
運
動
に
は
く
み
し
ま
せ
ん
よ
。
僕
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は
自
分
の
な
す
べ
き
こ
と
を
な
す
人
を
尊
敬
し
な
い
主
義
に
は
反
対
で
す
。
自
分
の

義
務
を
果
さ
う
と
せ
ず
に
、
他
人
を
支
配
し
よ
う
と
す
る
人
間
を
尊
敬
し
ま
せ
ん
」

（
87
）
と
い
う
。
す
る
と
、
平
六
は
進
の
「
独
立
人
主
義
」（
88
）
が
今
の
世
で
は
や
ら

れ
て
し
ま
う
と
話
す
。
そ
れ
に
対
し
て
あ
く
ま
で
も
進
は
独
立
人
で
あ
る
こ
と
が
い

か
に
重
要
で
あ
る
か
を
説
き
、「
結
局
は
、
す
べ
て
の
人
が
独
立
人
に
な
り
、
自
分

の
義
務
を
自
発
的
に
自
分
で
行
ふ
と
い
ふ
と
こ
ろ
ま
で
ゆ
か
な
け
れ
ば
を
さ
ま
り
ま

せ
ん
。
資
本
主
義
が
盛
ん
に
な
れ
ば
、
必
ず
社
会
主
義
が
起
り
、
社
会
主
義
が
盛
ん

に
な
れ
ば
、
必
ず
無
政
府
主
義
が
起
り
ま
す
。
人
間
は
自
分
を
独
立
人
と
し
て
、
自

由
人
と
し
て
尊
重
し
て
く
れ
な
い
も
の
に
、
反
感
を
も
つ
の
は
当
然
で
す
。」（
89
）

と
い
う
。

つ
ま
り
、
こ
こ
で
の
独
立
人
と
は
、
各
々
の
義
務
が
個
人
の
な
す
べ
き
仕
事
に
あ

り
、
他
人
も
そ
の
仕
事
を
さ
せ
る
自
由
を
尊
重
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
れ
を
で
き
る

者
が
独
立
人
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

二
つ
の
作
品
か
ら
見
え
て
く
る
の
は
、
独
立
人
と
し
て
成
長
し
た
個
人
が
各
自
の

得
意
な
仕
事
や
尊
敬
す
る
仕
事
を
お
こ
な
う
こ
と
で
対
等
な
関
係
性
を
築
き
、
そ
れ

ら
が
調
和
し
て
対
等
な
社
会
を
創
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
が
共
同
体
と
し
て
成
立
す

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
作
品
に
表
現
さ
れ
た
武
者
小
路
の
共
同
体
観
は
、
カ
ン
ト
の
「
目
的

の
国
」
を
髣
髴
と
さ
せ
る
。
そ
こ
に
は
「
善
」
と
い
う
概
念
が
中
心
に
あ
り
、
そ
れ

が
「
調
和
」
し
て
い
く
こ
と
を
重
視
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
武
者
小
路
の
目
指
す
社

会
は
、
カ
ン
ト
が
『
道
徳
形
而
上
学
原
論
』（
一
七
八
五
年
）
で
述
べ
て
い
た
目
的

論
と
一
致
す
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
カ
ン
ト
は
国
家
を
必
要
悪
と
と
ら
え
て
お
り
、

国
を
共
通
の
法
則
に
よ
っ
て
体
系
的
に
結
び
つ
い
た
も
の
と
見
て
、
そ
れ
を
「
目
的

の
国
」
と
称
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
の
「
目
的
の
国
」
は
、
人
格
を
持
つ
各
人
が

自
律
的
に
存
在
す
る
こ
と
で
、
各
人
の
道
徳
的
自
由
を
獲
得
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
カ
ン
ト
の
「
目
的
の
国
」
は
、
国
と
い
う
表
記
が
あ
る
も
の
の
、
国
家
と

い
う
よ
り
も
共
同
体
と
し
て
考
え
る
の
が
妥
当
だ
ろ
う
。

そ
れ
に
つ
い
て
、
先
に
見
た
北
昤
吉
の
国
家
観
の
中
に
、
注
目
し
た
い
箇
所
が
あ

る
。
そ
れ
は
、
次
の
文
章
で
あ
る
。

吾
人
の
要
求
す
べ
き
真
の
調
和
は
、
生
け
る
調
和
、
動
的
調
和
で
詳
言
す
れ
ば

旧
き
衝
突
を
通
じ
て
新
し
き
調
和
に
入
り
、
更
に
こ
の
調
和
が
次
の
新
し
き
衝

突
に
導
き
つ
ゝ
、
永
久
に
進
動
す
る
、
人
文
で
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。（
90
）

北
は
、
こ
こ
で
「
調
和
」
が
常
に
古
い
「
調
和
」
か
ら
新
し
い
「
調
和
」
へ
進
化

し
続
け
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
「
生
け
る
調
和
」
で
あ
る
と
い
う
。
こ
れ
を
国
家

観
に
持
ち
込
ん
で
い
る
の
だ
が
、
武
者
小
路
は
、
北
の
よ
う
な
価
値
観
を
「
個
性
」

に
認
め
て
い
る
。
そ
れ
は
、彼
が
芸
術
家
に
強
く
惹
か
れ
、そ
の
「
個
性
」
を
「
舞
踏
」

や
「
合
奏
」
に
よ
っ
て
、
自
己
と
調
和
す
る
こ
と
を
喜
び
と
し
て
い
る
こ
と
に
由
来

す
る
（
91
）。
武
者
小
路
は
、
他
者
と
の
「
調
和
」
を
芸
術
家
か
ら
得
る
こ
と
が
多
か
っ

た
。
他
方
、
北
の
国
家
論
は
、
国
家
有
機
体
説
に
似
て
い
る
。
こ
れ
は
、
プ
ラ
ト
ン
、

ヘ
ー
ゲ
ル
か
ら
ス
ペ
ン
サ
ー
が
唱
え
た
国
を
一
つ
の
生
物
と
し
て
認
識
し
た
も
の

で
、
個
人
が
全
体
を
構
成
す
る
要
因
と
し
て
考
え
る
思
想
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
北

の
「
調
和
」
の
考
え
方
は
、
武
者
小
路
と
類
似
す
る
。
つ
ま
り
、
北
は
、
国
家
に
当

て
は
め
、武
者
小
路
は
芸
術
家
に
当
て
は
め
て
い
る
。
そ
し
て
、武
者
小
路
の
「
調
和
」

は
、
自
ら
と
の
融
合
が
感
情
移
入
を
通
し
て
果
た
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
芸
術
家

と
「
調
和
」
し
た
個
人
が
新
た
な
才
能
を
開
花
さ
せ
、
武
者
小
路
の
目
指
し
た
共
同

体
を
創
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
武
者
小
路
の
社
会
思
想
を
端
的
に
示
す
の
が
、「
雑
感
」（『
白
樺
』

第
六
巻
第
四
号
、
一
九
一
五
年
四
月
）
に
あ
る
次
の
よ
う
な
言
葉
で
あ
る
。

し
か
し
あ
は
よ
く
ば
自
分
は
あ
る
世
界
を
生
み
出
さ
う
と
思
つ
て
ゐ
る
。
そ
れ

は
簡
単
明
瞭
な
、
他
人
の
生
活
を
脅
迫
し
な
い
世
界
だ
。
し
か
し
そ
ん
な
こ
と

が
出
来
る
か
知
ら
ん
。（
92
）
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武
者
小
路
の
目
指
す
世
界
＝
社
会
と
は
、
お
互
い
が
心
地
よ
く
過
ご
せ
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。
そ
の
社
会
を
形
成
す
る
た
め
に
、
彼
は
思
考
錯
誤
す
る
。
そ
の
様
子
は
、

読
書
体
験
か
ら
も
見
い
だ
せ
る
。「
或
る
男
」
に
は
、「
ト
ル
ス
ト
イ
の
本
は
勿
論
、

イ
ブ
セ
ン
、
ハ
ウ
プ
ト
マ
ン
、
ズ
ー
ダ
ー
マ
ン
、
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
そ
の
他
社
会

主
義
の
本
な
ぞ
を
読
ん
だ
」（
93
）
と
あ
り
、
他
に
、「
社
会
主
義
者
に
は
労
働
者
の

為
に
働
く
熱
誠
に
は
尊
敬
を
払
つ
た
が
、
人
間
に
生
れ
た
よ
ろ
こ
び
を
増
し
て
く
れ

な
い
点
と
、
個
人
の
存
在
を
無
視
す
る
傾マ
マ

で
彼
を
淋
し
く
さ
せ
た
」（
94
）
と
い
う
。

こ
こ
か
ら
、
武
者
小
路
が
、
自
分
を
批
判
し
た
社
会
主
義
者
に
対
し
て
、
尊
敬
と
、

あ
る
考
え
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
彼
の
い
う

「
個
人
の
存
在
を
無
視
す
る
傾
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
エ
ゴ
イ
ズ
ム
の
否
定
の
問
題

で
あ
る
。
キ
リ
ス
ト
教
、
ト
ル
ス
ト
イ
、
儒
学
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て
エ
ゴ
イ
ズ
ム
を

否
定
す
る
。
そ
の
影
響
を
受
け
て
い
た
武
者
小
路
は
、
自
身
の
エ
ゴ
イ
ズ
ム
を
次
の

よ
う
に
解
決
し
た
。
即
ち
、
武
者
小
路
は
、
エ
ゴ
イ
ズ
ム
を
人
間
の
中
に
あ
る
善
悪

に
結
び
付
け
た
。
彼
の
「
自
己
を
生
か
し
、
他
人
も
生
か
す
」
精
神
と
は
、
エ
ゴ
イ

ズ
ム
の
中
の
種
類
を
意
味
し
て
い
る
。
エ
ゴ
イ
ズ
ム
を
否
定
す
る
者
は
、
そ
れ
が
す

べ
て
悪
で
あ
り
、
エ
ゴ
イ
ズ
ム
は
自
己
に
の
み
有
効
で
、
他
人
に
害
を
及
ぼ
す
と
考

え
る
。
し
か
し
、
武
者
小
路
は
す
べ
て
の
人
間
が
お
互
い
に
よ
り
よ
く
生
き
る
た
め

に
個
性
を
伸
ば
せ
ば
、
そ
れ
が
社
会
の
た
め
に
な
り
、
善
い
国
家
が
生
ま
れ
る
と
考

え
た
。
そ
こ
に
善
の
エ
ゴ
イ
ズ
ム
の
増
大
を
認
め
た
の
で
あ
る
。
そ
の
相
乗
効
果
で

国
家
を
善
く
す
る
こ
と
が
可
能
だ
と
考
え
て
い
た
。

社
会
主
義
者
に
批
判
さ
れ
る
彼
の
こ
の
よ
う
な
思
想
は
、
根
源
的
な
部
分
で
悪
の

存
在
を
認
め
な
が
ら
も
そ
れ
を
自
己
の
修
養
で
善
へ
修
正
す
る
こ
と
が
可
能
だ
と
考

え
た
点
に
特
徴
が
あ
る
。
彼
の
思
想
は
、
メ
ー
テ
ル
リ
ン
ク
受
容
と
共
に
形
成
さ
れ

て
い
く
が
、そ
の
思
想
過
程
の
初
期
と
し
て
、「
貴
族
主
義
」（『
学
習
院
輔
仁
会
雑
誌
』

第
七
七
号
、
一
九
〇
九
年
三
月
）
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
こ
こ
に
は
、
自
分
の
精
神
を

高
く
し
て
貴
く
す
る
天
爵
上
の
貴
族
主
義
者
が
こ
の
世
に
満
た
さ
れ
る
こ
と
を
望
む

若
い
武
者
小
路
の
姿
が
あ
っ
た
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
こ
こ
に
は
『
孟
子
』
の
「
天

爵
な
る
者
あ
り
、
人
爵
な
る
者
あ
り
、
仁
義
忠
信
、
善
を
楽
し
み
て
倦
ま
ざ
る
は
此

れ
天
爵
也
、
公
卿
大
夫
は
此
れ
人
爵
也
、
古
の
人
は
そ
の
天
爵
を
修
め
て
人
爵
之
に

従
へ
り
、
今
の
人
は
そ
の
天
爵
を
修
め
て
以
て
人
爵
を
要
む
、
既
に
人
爵
を
得
て
そ

の
天
爵
を
棄
つ
る
は
惑
へ
る
の
甚
だ
し
き
者
也
、
終
に
亦
必
ず
亡
は
ん
の
み
」（
告

子
上
）
と
い
う
儒
学
思
想
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。
彼
は
、
そ
の
「
理
想
国
」
が
実
現

さ
れ
る
こ
と
を
信
じ
て
い
た
。
武
者
小
路
の
望
む
「
理
想
的
社
会
」
と
は
、
芸
術
家

と
の
「
調
和
」
に
も
不
可
欠
な
人
間
の
内
面
を
自
ら
が
浄
化
す
る
修
行
に
も
似
た
行

為
で
あ
り
、
そ
れ
を
個
人
が
実
現
さ
せ
る
社
会
で
あ
る
。
カ
ン
ト
の
「
目
的
の
国
」

に
と
ど
ま
ら
な
い
彼
独
自
の
思
想
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、武
者
小
路
の
「
調
和
」
は
、ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
モ
ナ
ド
論
に
見
ら
れ
る
「
予

定
調
和
」
と
も
や
や
異
な
る
。
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
、
独
立
し
て
い
る
モ
ナ
ド
が
相
互

に
作
用
し
あ
い
、
宇
宙
の
統
一
が
な
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は
、
神
に
よ
っ
て
モ
ナ
ド
の 

「
調
和
」が
な
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
と
す
る
。
武
者
小
路
と
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の「
調

和
」
の
相
違
は
、
自
己
に
よ
っ
て
「
調
和
」
が
な
さ
れ
る
か
他
者
に
よ
っ
て
な
さ
れ

る
か
の
違
い
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
武
者
小
路
は
、
個
人
個
人
が
「
調
和
」
す
る
こ
と

で
社
会
も
「
調
和
」
す
る
と
考
え
て
お
り
、
そ
れ
は
、
個
人
の
努
力
に
よ
っ
て
善
へ

向
か
う
こ
と
が
で
き
る
姿
勢
に
よ
る
と
考
え
て
い
る
。
一
方
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
思

想
は
、
神
に
よ
っ
て
そ
の
判
断
が
な
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
自
己
と
し
て
の
人
間
に
は

そ
の
権
限
が
な
く
、
他
者
と
し
て
の
神
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
で
、

両
者
の
「
調
和
」
に
は
相
違
が
あ
る
。
武
者
小
路
の
「
調
和
」
は
自
己
の
精
神
的
努

力
に
よ
っ
て
社
会
と
結
び
つ
い
て
い
く
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
自
由
の
世
界
を
実
現

す
る
可
能
性
を
秘
め
た
も
の
で
あ
っ
た
。

他
に
、彼
の
労
働
者
観
を
示
す
例
と
し
て「
ク
リ
ン
ゲ
ル
の『
貧
窮
』を
見
て
」（『
白

樺
』
第
二
巻
第
五
号
、
一
九
一
一
年
五
月
）
を
あ
げ
た
い
。
こ
れ
は
、
武
者
小
路
が

ド
イ
ツ
の
画
家
で
あ
る
マ
ッ
ク
ス
・
ク
リ
ン
ガ
ー
（
一
八
五
七
〜
一
九
二
〇
）
の
「
貧

窮
」
を
中
心
に
自
ら
の
労
働
者
観
を
混
ぜ
な
が
ら
書
い
た
文
章
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
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武
者
小
路
は
、
現
在
の
労
働
者
は
、
皆
、
労
働
に
神
聖
さ
を
見
出
し
て
い
る
の
で
は

な
く
、
食
べ
る
た
め
に
労
働
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
だ
と
し
て
、
そ
れ
を
「
目
的
で
は

な
く
手
段
」（
95
）
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
説
明
す
る
た
め
に
、
労
働
者

を
描
い
た
当
時
の
画
家
を
比
較
す
る
。
彼
は
、
ジ
ャ
ン
＝
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ミ
レ
ー

（
一
八
一
四
〜
一
八
七
五
）
や
ム
ニ
ュ
エ
ー
の
彫
刻
を
見
て
尊
敬
の
念
を
払
い
た
く

な
る
点
に
つ
い
て
、
制
作
者
の
目
に
映
っ
た
労
働
者
が
「
貴
く
高
き
も
の
と
し
て
映

じ
た
」（
96
）
か
ら
、
そ
れ
を
見
る
自
分
も
そ
う
感
じ
る
の
だ
ろ
う
と
述
べ
て
い
る
。

し
か
し
、
反
対
に
ク
リ
ン
ガ
ー
の
「
貧
窮
」
は
、「
ト
ル
ス
ト
イ
の
所
謂
現
代
の
奴

隷
な
る
労
働
者
を
描
い
た
」（
97
）
も
の
で
あ
る
と
現
実
の
労
働
者
が
描
か
れ
て
い
る

点
を
指
摘
す
る
。
そ
の
た
め
、
こ
の
絵
に
崇
高
さ
は
感
じ
ら
れ
な
い
の
だ
と
い
う
。

し
か
し
、
こ
の
絵
こ
そ
が
、
今
の
労
働
者
の
真
の
姿
で
あ
る
と
し
て
、「
吾
人
は
こ

の
絵
を
見
て
現
今
の
労
働
問
題
の
起
る
原
因
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
」（
98
）
と
言
及

し
た
。
つ
ま
り
、
武
者
小
路
は
、
現
在
の
労
働
者
は
労
働
に
価
値
を
見
出
し
て
い
る

の
で
は
な
く
、
生
活
の
た
め
に
労
働
を
強
い
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
点
が
「
今
の
社
会

を
不
公
平
と
思
ふ
」（
99
）
と
い
う
。
こ
こ
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
武
者
小
路
の
社
会
観

に
は
「
同
情
」
や
「
隣
人
愛
」
以
外
に
も
言
う
ま
で
も
な
く
、
ト
ル
ス
ト
イ
の
影
響

が
大
き
い
。
こ
の
よ
う
な
武
者
小
路
の
社
会
観
を
実
践
し
た「
新
し
き
村
」を
通
し
て
、

次
に
彼
の
「
第
三
の
も
の
」
を
見
て
み
よ
う
。

武
者
小
路
が
「
或
る
男
」
の
中
で
、
新
し
き
村
に
つ
い
て
の
周
囲
の
反
響
に
つ
い

て
触
れ
た
箇
所
に
は
、「
す
べ
て
の
人
は
村
の
や
う
な
仕
事
は
必
ず
失
敗
す
る
と
云

つ
た
」（
100
）
こ
と
、
そ
れ
ら
の
多
く
の
人
々
は
、「
既
成
社
会
を
非
常
に
強
い
も
の

と
思
つ
て
ゐ
る
」（
101
）
こ
と
、
さ
ら
に
は
「
破
壊
し
な
け
れ
ば
新
し
い
社
会
の
生
れ

る
余
地
は
な
い
と
思
つ
て
ゐ
る
」（
102
）
こ
と
を
あ
げ
て
い
る
。

武
者
小
路
は
、
政
治
を
重
ん
じ
、
破
壊
に
よ
っ
て
新
し
い
も
の
が
生
ま
れ
る
と
考

え
て
い
る
人
々
が
、
他
人
を
支
配
し
た
り
、
支
配
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
を
や
め
、
支

配
さ
れ
ず
に
生
き
る
道
を
見
出
す
こ
と
が
「
何
も
の
も
恐
れ
な
い
唯
一
の
生
き
方
」（
103
）

で
あ
る
と
い
う
。
彼
の
言
う
支
配
は
、
経
済
や
階
級
に
よ
る
支
配
と
い
う
よ
り
も
精

神
的
支
配
の
意
味
合
い
が
大
き
い
。
武
者
小
路
が
目
指
す
社
会
は
「
犠
牲
者
を
要
し

な
い
社
会
、
誰
と
も
兄
弟
姉
妹
で
あ
る
社
会
」（
104
）
で
あ
る
。
彼
は
そ
れ
ら
の
人
々

を
「
資
本
主
義
者
で
は
勿
論
な
い
が
、
社
会
主
義
者
で
も
な
い
。
彼
等
は
第
三
の
も

の
で
あ
る
。
人
間
主
義
者
で
あ
る
。
世
界
同
胞
主
義
者
で
あ
る
。
誰
も
す
て
な
い
主

義
で
あ
る
、
他
人
を
不
幸
に
す
る
も
の
だ
け
が
、
反
省
を
う
な
が
せ
ら
れ
る
」（
105
）

と
し
て
、
資
本
主
義
者
で
も
社
会
主
義
者
で
も
な
い
人
々
の
社
会
を
目
指
す
。
つ
ま

り
、
武
者
小
路
は
国
家
に
重
き
を
置
い
て
い
な
い
。
彼
の
目
指
す
社
会
は
支
配
の
な

い
階
級
も
な
い
互
い
が
同
等
で
あ
り
、
平
等
な
社
会
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
カ
ン
ト

の
「
目
的
の
国
」
が
武
者
小
路
の
思
想
を
加
え
た
形
で
存
在
し
て
い
た
。

た
だ
し
、
こ
れ
は
、
権
力
と
資
本
に
よ
っ
て
暴
力
的
に
労
働
者
が
支
配
さ
れ
て
い

る
現
実
に
対
し
て
は
効
力
を
持
た
な
い
。
こ
の
点
が
阿
部
に
対
す
る
社
会
主
義
者
の

問
い
で
も
あ
っ
た
。
彼
ら
は
暴
力
を
必
要
悪
と
考
え
る
の
だ
が
、
阿
部
と
武
者
小
路

は
こ
れ
を
許
さ
な
い
。
暴
力
に
対
し
て
暴
力
で
対
抗
し
な
い
と
い
う
原
理
が
ト
ル
ス

ト
イ
主
義
や
無
抵
抗
主
義
だ
が
、
実
質
的
に
こ
の
論
理
を
主
張
し
て
い
る
の
が
阿
部

と
武
者
小
路
で
あ
る
。
そ
れ
が
理
想
主
義
で
あ
り
、
観
念
論
で
あ
る
と
社
会
主
義
者

に
批
判
さ
れ
た
。
こ
の
思
想
の
限
界
は
、
ト
ル
ス
ト
イ
主
義
や
理
想
主
義
の
限
界
で

あ
る
と
同
時
に
、「
同
情
」
や
「
隣
人
愛
」
の
限
界
、
即
ち
ニ
ー
チ
ェ
が
指
摘
し
た

よ
う
に
人
間
の
限
界
で
も
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

四
．
二
　
奴
隷
の
問
題
か
ら
見
る
「
隣
人
愛
」
と
「
同
情
」
の
影
響

先
に
、
武
者
小
路
と
阿
部
の
共
通
点
に
触
れ
た
が
、
こ
こ
で
は
相
違
に
つ
い
て
見

て
い
き
た
い
。
共
同
体
と
国
家
の
違
い
が
何
を
意
味
す
る
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
そ

の
際
、
次
の
点
に
留
意
す
る
。
即
ち
、
近
代
の
社
会
学
が
共
同
体
（com

m
unity

）

と
連
合
体
（association

）
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
武
者
小
路
と
阿

部
の
社
会
観
の
相
違
は
こ
こ
に
あ
る
。

ま
ず
、
阿
部
の
国
家
観
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
が
、
そ
れ
に
関
連
す
る
も
の
と

し
て
、「
奴
隷
」
に
着
目
す
る
。
阿
部
は
、
一
九
〇
二
年
五
月
二
日
（
金
）
の
日
記
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に
「
大
和
屋
ニ
ト
ル
ス
ト
イ
ノ
『Stop and T

hink!

』
ヲ
注
文
ス
」（
106
）
と
記
し
て
い

る
。
同
年
、
一
〇
月
五
日
（
日
）
に
は
、「
午
後
京
橋
ニ
行
キ
丸
善
ニ
テ
ト
ル
ス
ト

イ
の
『
我
ガ
宗
教
』
ヲ
買
ヒ
」（
107
）
と
あ
る
。
他
に
も
日
記
に
は
、
考
え
が
行
き
詰
っ

た
際
に
は
ト
ル
ス
ト
イ
の
本
を
読
み
返
す
こ
と
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
、

『
現
代
の
奴
隷
制
度
』（
一
九
〇
〇
年
）
に
は
触
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
ト
ル
ス
ト
イ

の
思
想
が
受
容
さ
れ
て
い
る
点
に
注
目
し
た
い
。
そ
れ
は
、
阿
部
に
も
『
人
格
主
義
』

に
お
い
て
、
人
格
的
価
値
の
思
想
に
あ
る
「
君
主
人
」
と
反
対
の
言
葉
と
し
て
、「
奴

隷
」
と
い
う
語
が
見
ら
れ
る
た
め
で
あ
る
。

阿
部
の
い
う
奴
隷
人
は
、「
自
己
の
利
慾
若
く
は
我
意
を
遂
げ
る
た
め
に
敢
て
他

人
を
奴
隷
扱
ひ
に
す
る
者
」（
108
）
で
あ
り
、
反
対
に
自
由
人
と
は
、「
自
由
な
人
格
は
、

そ
れ
が
自
己
に
関
す
る
と
他
人
に
関
す
る
と
を
問
は
ず
、
凡
そ
利
慾
の
奴
隷
と
な
る

こ
と
を
恥
づ
る
」（
109
）
者
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
対
極
に
位
置
付
け
ら
れ
る
人
間
社

会
の
モ
ラ
ル
の
一
つ
の
モ
デ
ル
と
し
て
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。
阿
部
は
、
こ
の
思
想
を

中
心
に
奴
隷
人
に
見
ら
れ
る
人
格
や
社
会
と
の
か
か
わ
り
を
嫉
妬
や
利
己
主
義
者
と

い
う
概
念
を
用
い
て
説
明
し
、
彼
等
を
第
一
の
社
会
と
第
二
の
社
会
の
住
人
と
位
置

付
け
た
。
阿
部
に
よ
る
と
、
こ
れ
ら
の
社
会
に
暮
ら
す
者
は
、
人
格
的
価
値
の
低
い

者
達
で
あ
り
、
真
に
「
隣
人
」
同
士
が
向
上
し
合
う
「
君
主
人
」
と
な
る
こ
と
は
で

き
ず
、
第
三
の
社
会
の
よ
う
な
理
想
の
社
会
を
築
く
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
。
な

ぜ
な
ら
、
彼
は
「
社
会
的
結
合
の
根
拠
と
な
る
も
の
は
、
直
接
に
云
へ
ば
隣
人
の
愛

0

0

0

0

で
あ
る
が
、
隣
人
の
愛
は
、
そ
れ
が
人
格
価
値

0

0

に
対
す
る
愛
を
基
礎
と
す
る
こ
と
に

よ
つ
て
、
始
め
て
人
格
的
愛
の
名
に
価
す
る
も
の
と
な
り
得
る
」（
110
）
と
考
え
て
い

た
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
奴
隷
人
達
は
、
利
己
主
義
者
で
あ
る
た
め
、
隣
人
へ
の

愛
を
注
げ
ず
、
結
果
的
に
彼
等
の
第
一
と
第
二
の
社
会
は
消
失
す
る
と
い
う
。

こ
の
よ
う
に
阿
部
は
第
一
・
第
二
の
社
会
を
利
己
主
義
者
と
利
己
主
義
者
同
士
の

社
会
に
な
ぞ
ら
え
、
第
三
の
社
会
を
人
格
主
義
者
の
社
会
と
定
義
し
、
国
家
と
し
て

成
立
す
る
の
が「
第
三
の
社
会
」で
あ
る
と
し
た
。
先
に
見
た
ヘ
ー
ゲ
ル
の『
法
哲
学
』

に
見
ら
れ
た
よ
う
に
近
代
の
社
会
学
で
い
え
ば
、
連
合
体
と
し
て
の
社
会
観
を
持
っ

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
点
か
ら
、
阿
部
に
と
っ
て
は
国
家
と
い
う
形
を
と
る
こ
と
で
、

君
主
人
達
が
公
に
も
制
度
化
さ
れ
、
利
己
主
義
者
達
に
脅
か
さ
れ
る
こ
と
な
く
過
ご

せ
る
社
会
が
理
想
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
こ
と
が
知
れ
る
。
そ
れ
と
、
も
う
一
点
忘
れ
て

は
な
ら
な
い
の
は
、
彼
が
君
主
人
を
重
視
す
る
理
由
で
あ
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
、
阿
部
の
国
家
観
が
反
映
さ
れ
た
作
品
が
あ
る
。『
三
太
郎
の

日
記
』
第
二
補
遺
の
「
思
想
対
社
会
の
問
題
」
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
次
の
よ
う
な

記
述
が
見
ら
れ
る
。

国
家
の
生
命
の
本
質
を
形
成
す
る
も
の
は
特
殊
な
る
個
人
に
あ
ら
ず
し
て
国
民

一
般
で
あ
る
。
国
政
の
目
的
と
す
る
と
こ
ろ
は
国
民
一
般
の
安
寧
幸
福
乃
至
進

歩
発
達
で
あ
つ
て
、
特
殊
な
る
個
人
の
特
殊
な
る
幸
福
と
進
歩
と
で
は
な
い
。

も
と
よ
り
特
殊
な
る
個
人
は
国
民
一
般
の
輿
論
を
指
導
し
、
進
歩
を
誘
掖
し
、

向
上
を
策
励
す
る
点
に
お
い
て
、
国
民
生
活
の
中
に
特
に
優
秀
な
る
地
位
を
占

め
る
。
し
か
し
彼
ら
は
ま
た
性
急
な
る
飛
躍
者
と
し
て
、
一
般
国
民
の
消
化
力

を
超
越
し
た
る
劇
薬
の
調
合
者
と
し
て
、
国
家
の
特
別
な
る
拘
束
を
受
け
る
の

も
ま
た
や
む
を
得
な
い
。（
111
）

つ
ま
り
、
阿
部
が
国
家
に
お
い
て
そ
の
中
心
に
考
え
て
い
た
の
は
、
あ
く
ま
で
一

般
の
国
民
で
あ
る
。
彼
ら
の
幸
福
こ
そ
が
国
家
の
本
質
を
形
成
す
る
と
い
う
。
即
ち
、

一
般
国
民
の
た
め
に
特
殊
な
る
個
人
が
必
要
で
あ
り
、
彼
ら
が
一
般
国
民
に
幸
福
を

導
く
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
い
う
特
殊
な
る
個
人
と
は
、
先
の
君
主
人
を

意
味
す
る
。

他
方
、
武
者
小
路
に
は
、
こ
の
思
想
は
欠
け
て
い
る
。
彼
の
い
う
「
第
三
の
も
の
」

は
、「
共
同
体
」
に
当
た
り
、
こ
こ
に
は
完
全
に
階
級
は
存
在
せ
ず
、
善
の
方
向
へ

人
格
を
高
め
る
人
々
に
よ
り
形
成
さ
れ
た
平
等
意
識
に
よ
る
独
立
人
達
が
各
々
の
尊

厳
を
尊
重
し
合
い
な
が
ら
生
活
す
る
。
そ
の
た
め
、
阿
部
の
国
家
よ
う
に
規
定
さ
れ

た
制
度
で
は
な
く
、
決
ま
り
に
つ
い
て
も
、
自
ず
と
決
ま
っ
た
規
則
が
存
在
す
る
に
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過
ぎ
な
い
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

ま
た
、
武
者
小
路
に
は
阿
部
の
よ
う
に
一
般
国
民
と
い
う
認
識
は
見
ら
れ
ず
、
全

て
の
個
人
が
独
立
人
と
し
て
存
在
す
る
た
め
、
指
導
者
の
役
割
を
担
う
君
主
人
も
存

在
し
な
い
こ
と
に
な
る
。

武
者
小
路
と
阿
部
の
相
違
は
、
人
格
主
義
で
も
全
て
の
個
人
が
独
立
人
で
あ
る
と

い
う
意
識
、
君
主
人
と
一
般
国
民
の
区
別
の
相
違
に
あ
っ
た
。
そ
れ
が
両
者
の
共
同

体
と
連
合
体
と
し
て
の
国
家
観
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

つ
ま
り
、
両
者
は
、「
同
情
」
や
「
隣
人
愛
」
の
要
素
を
持
つ
感
情
移
入
説
の
思

想
を
持
ち
な
が
ら
も
創
造
す
る
社
会
の
形
が
異
な
っ
て
い
た
。

お
わ
り
に

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
阿
部
の
社
会
思
想
は
、
善
を
追
求
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
自
己
修
養
の
場
が
社
会
で
あ
っ
た
。
ま
た
、武
者
小
路
の
社
会
思
想
も
、「
善

き
人
間
」
を
つ
く
る
こ
と
に
「
理
想
的
社
会
」
の
意
義
を
見
出
し
て
い
る
た
め
、個
々

が
善
の
追
求
を
お
こ
な
い
「
善
き
人
間
」
に
な
る
こ
と
で
、
良
い
共
同
体
が
つ
く
ら

れ
る
と
考
え
て
い
る
点
は
、
両
者
の
共
通
点
で
あ
る
。

し
か
し
、
相
違
点
と
し
て
、
阿
部
は
「
国
家
」
を
創
る
こ
と
を
模
索
し
て
い
た
こ

と
に
対
し
、武
者
小
路
は「
共
同
体
」を
模
索
し
て
い
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

前
者
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
『
法
哲
学
』
で
述
べ
ら
れ
て
い
た
国
家
概
念
と
共
通
す
る
要

素
が
認
め
ら
れ
、後
者
は
、カ
ン
ト
の
「
目
的
の
国
」
と
類
似
す
る
思
想
が
見
ら
れ
た
。

阿
部
は
、
君
主
人
と
国
民
を
区
別
し
て
い
た
が
、
武
者
小
路
は
全
て
の
国
民
を
独
立

人
と
し
て
と
ら
え
て
お
り
、
そ
こ
に
も
両
者
の
相
違
が
認
め
ら
れ
る
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
背
景
に
は
、
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
受
容
も
見
ら
れ
た
。
当
時
、

シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
自
身
の
イ
ン
ド
哲
学
へ
の
傾
倒
が
日
本
で
は
東
洋
神
秘
哲
学

と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
同
時
代
を
生
き
た
阿
部
や
武
者
小
路
は
、
自

ら
の
宗
教
観
を
構
築
し
な
が
ら
、
善
と
い
う
共
通
概
念
を
基
に
し
た
人
格
的
価
値
の

向
上
を
中
心
に
、
社
会
思
想
を
形
成
し
て
い
っ
た
。
そ
の
中
心
に
あ
る
の
が
「
同
情
」

の
思
想
で
あ
る
。
し
か
し
、
両
者
の
社
会
観
に
国
家
と
共
同
体
と
い
う
相
違
が
見
ら

れ
た
の
は
、
阿
部
が
個
人
か
ら
国
家
へ
の
結
合
を
目
指
し
、
武
者
小
路
が
個
人
と
個

人
の
調
和
を
目
指
し
た
こ
と
か
ら
き
て
い
る
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
社
会
観
を
形
成
す
る
過
程
の
中
で
、
阿
部
が
リ
ッ
プ
ス
を
受
容
し
た

の
と
同
じ
時
代
に
日
本
で
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
や
シ
ェ
ー
ラ
ー
の
思
想
が
受
容
さ

れ
て
い
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
阿
部
が
「
感
情
移
入
」
を
「
同
情
」
と
解
釈
し
て
い

た
こ
と
や
、
武
者
小
路
の
思
想
が
ト
ル
ス
ト
イ
主
義
を
中
心
と
し
な
が
ら
も
感
情
移

入
説
と
密
接
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
、
彼
の
宗
教
観
が
キ
リ
ス
ト
教
だ
け
で
な
く
、

仏
教
や
儒
学
と
相
似
し
た
思
想
を
も
持
ち
合
わ
せ
て
い
た
こ
と
が
「
隣
人
愛
」
や
意

志
の
哲
学
の
受
容
と
混
ざ
り
合
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
こ
と
が
見
え
て
き
た
。
そ
し

て
、
そ
れ
ら
が
全
て
「
第
三
の
社
会
」
や
「
第
三
の
も
の
」
へ
と
収
斂
さ
れ
て
い
く

こ
と
は
、
大
正
人
格
主
義
に
お
け
る
社
会
観
の
特
徴
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
。

や
が
て
、
こ
の
思
想
は
人
類
愛
や
国
家
と
い
っ
た
大
き
な
問
題
と
統
一
的
に
展
開

さ
れ
て
い
く
。
そ
れ
は
、
こ
の
思
想
の
行
方
が
戦
中
に
お
け
る
武
者
小
路
の
時
局
迎

合
的
な
発
言
に
つ
な
が
っ
て
い
く
も
の
で
あ
る
の
か
、
と
い
っ
た
問
題
に
も
つ
な
が

る
が
、
こ
れ
ら
は
今
後
の
課
題
と
し
て
検
討
し
た
い
。
そ
こ
に
は
、
大
正
人
格
主
義

の
核
と
な
る
善
の
方
向
性
の
是
非
を
問
う
問
題
が
か
か
わ
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。

注（
１
） 

新
し
き
村
は
、
一
九
一
八
年
一
一
月
、
武
者
小
路
の
提
唱
に
よ
り
宮
崎
県
日
向

市
に
誕
生
す
る
。
村
は
、
互
い
が
一
人
ひ
と
り
の
個
性
を
尊
重
し
な
が
ら
共
生

す
る
場
所
で
あ
り
、
労
働
と
個
々
の
得
意
分
野
の
研
究
を
お
こ
な
う
こ
と
を
理

想
と
し
て
創
設
さ
れ
た
。
村
に
つ
い
て
は
大
津
山
国
夫
の
『
武
者
小
路
実
篤
研

究
―
実
篤
と
新
し
き
村
』（
明
治
書
院
、
一
九
九
七
年
）
で
体
系
化
さ
れ
、
奥

脇
賢
三
が
『
検
証
新
し
き
村
』（
農
山
漁
村
文
化
協
会
、
一
九
九
八
年
）
を
発

表
し
、
大
津
山
国
夫
の
『
武
者
小
路
実
篤
、
新
し
き
村
の
生
誕
』（
武
蔵
野
書
房
、

二
〇
〇
八
年
）
に
そ
の
調
査
記
録
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
武
者
小

路
の
社
会
思
想
が
同
時
代
の
知
識
人
の
思
想
と
ど
の
よ
う
な
点
で
共
通
し
、
異

な
っ
て
い
る
か
、
武
者
小
路
に
と
っ
て
、
そ
の
実
践
の
意
義
は
何
で
あ
っ
た
の
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か
、
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
、
武
者
小
路
以
外

の
人
物
の
思
想
と
比
較
し
た
上
で
見
え
て
く
る
問
題
で
あ
る
。

（
２
） 
労
働
運
動
に
対
し
て
阿
部
次
郎
の
『
人
格
主
義
』
に
批
判
的
で
あ
っ
た
の
が
竹

内
仁
で
あ
る
。
彼
は
、
社
会
主
義
者
で
あ
り
、
片
上
天
弦
＝
片
上
伸の
ぼ
る（
一
八
八
四

〜
一
九
二
八
）
の
実
弟
で
あ
る
が
、
一
九
一
七
年
に
竹
内
氏
の
養
嗣
子
と
な
っ

て
い
る
。
ま
た
、
武
者
小
路
の
新
し
き
村
に
つ
い
て
、
大
山
郁
夫
は
「
マ
ル
ク

ス
に
よ
る
『
新
し
き
村
』
評
」（『
大
衆
』
第
二
巻
第
一
号
、
一
九
二
七
年
一
月
）

の
中
で
、全
て
の
人
間
の
住
み
よ
い
世
界
を
目
指
す
「
解
放
さ
れ
た
ド
ン
キ
ホ
ー

テ
た
ち
の
社
会
観
」（
前
掲
、
九
頁
）
に
よ
っ
て
、「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
社
会
の
内
在

的
矛
盾
と
い
ふ
現
実
の
事
実
を
も
拒
否
し
去
ら
う
と
し
て
ゐ
る
」（
前
掲
、九
頁
）

と
指
摘
し
た
。
こ
れ
は
、
阿
部
と
武
者
小
路
の
両
者
が
社
会
主
義
者
に
と
っ
て

同
一
思
想
を
持
つ
者
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

（
３
） 

三
嶋
唯
義
『
人
格
主
義
の
思
想
』（
紀
伊
国
屋
書
店
、
一
九
九
四
年
、
五
二
頁
）、

石
田
三
千
雄
『
フ
ッ
サ
ー
ル
相
互
主
観
性
の
研
究
』（
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版
、

二
〇
〇
七
年
、
九
一
〜
一
一
五
頁
）
を
参
照
。

（
４
） 

阿
部
次
郎
『
美
学
』
岩
波
書
店
、
一
九
一
七
年
、
一
頁
。

（
５
） 『
阿
部
次
郎
全
集
』
第
一
四
巻
、
角
川
書
店
、
一
九
六
二
年
、
一
二
四
頁
。
以
下
、

本
稿
に
お
い
て
は
『
全
集
（
阿
部
）』
と
し
、
該
当
巻
数
と
該
当
頁
を
示
す
こ

と
と
す
る
。

（
６
） 

仲
島
陽
一
『
共
感
の
思
想
史
』
創
風
社
、二
〇
〇
六
年
、一
一
〜
二
六
頁
を
参
照
。

（
７
） 

川
田
熊
太
郎
「
大
正
昭
和
期
に
お
け
る
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
」『
実
存
主
義
』

第
七
六
号
、
一
九
七
六
年
六
月
、
五
八
〜
六
七
頁
。

（
８
） 

茅
野
良
男
「
日
本
に
お
け
る
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
」（『
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー

全
集
』
別
巻
、
白
水
社
、
一
九
七
五
年
）
を
参
照
。
な
お
、
兵
頭
高
夫
の
「
日

本
に
お
け
る
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
受
容
の
問
題
―
ケ
ー
ベ
ル
を
中
心
に
」

（『
武
蔵
野
大
学
人
文
学
会
雑
誌
』
第
二
一
巻
一
・
二
号
、
一
九
九
〇
年
三
月
）
に

は
、
日
本
に
お
け
る
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
普
及
に
つ
い
て
、
井
上
哲
次
郎

（
一
八
五
六
〜
一
九
四
四
）
の
役
割
や
三
宅
雪
嶺
（
一
八
六
〇
〜
一
九
四
五
）
の

解
釈
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
て
お
り
、
当
時
の
日
本
で
は
「
東
西
の
融
合
」
に
焦

点
が
置
か
れ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

（
９
） 

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、岩
佐
壮
四
郎
「
島
村
抱
月
『
情
』
の
美
学
の
構
想
（
一
）」

（『
関
東
学
院
大
学
文
学
部
紀
要
』
第
一
一
八
号
、
二
〇
〇
九
年
、
九
九
〜

一
二
六
頁
）
に
詳
し
い
。

（
10
） 

鈴
木
貞
美
『
生
命
観
の
探
究
―
重
層
す
る
危
機
の
な
か
で
』（
作
品
社
、

二
〇
〇
七
年
、
一
八
八
頁
）
を
参
照
。

（
11
） 『
全
集
（
阿
部
）』
第
一
四
巻
、
二
四
三
頁
。

（
12
） 『
全
集
（
阿
部
）』
第
一
四
巻
、
三
二
七
頁
。

（
13
） 『
ジ
ン
メ
ル
著
作
集
5
』
白
水
社
、
一
九
九
四
年
、
一
八
頁
。

（
14
） 『
武
者
小
路
実
篤
全
集
』
第
一
巻
、
小
学
館
、
一
九
八
七
年
、
四
九
〇
頁
。

（
15
） 『
全
集
（
武
者
小
路
）』
第
一
巻
、
四
九
〇
頁
。

（
16
） 

大
津
山
国
夫
『
武
者
小
路
実
篤
論
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
四
年
）、
阿

部
軍
治
『
白
樺
派
と
ト
ル
ス
ト
イ
』（
彩
流
社
、
二
〇
〇
八
年
）
に
詳
し
い
。

（
17
） 

大
石
昌
史
「
阿
部
次
郎
と
感
情
移
入
美
学
」（『
哲
学
』
第
一
一
三
号
、

二
〇
〇
五
年
三
月
、
九
三
〜
一
三
〇
頁
）
に
詳
し
い
。

（
18
） 

深
田
康
算
・
久
保
勉
訳
『
ケ
ー
ベ
ル
博
士
小
品
集
』
岩
波
書
店
、
一
九
一
九
年
、

四
六
六
頁
。

（
19
） 

前
掲
、
四
七
〇
頁
。

（
20
） 

前
掲
、
四
七
二
頁
。

（
21
） 

前
掲
、
四
七
三
頁
。

（
22
） 

前
掲
、
四
七
三
頁
。

（
23
） 

前
掲
、
四
七
三
頁
。

（
24
） 

前
掲
、
四
七
四
頁
。

（
25
） 

前
掲
、
四
七
四
頁
。

（
26
） 

前
掲
、
四
七
四
頁
。

（
27
） 

前
掲
、
四
七
四
頁
。

（
28
） 

前
掲
、
四
七
四
頁
。

（
29
） 

前
掲
、
四
九
一
頁
。

（
30
） 

三
浦
関
造
「
神
秘
と
星
学
（
上
）」『
第
三
帝
国
』
第
七
八
号
、
一
九
一
六
年

一
一
月
、
一
九
頁
。

（
31
） 

小
野
実
『
神
秘
主
義
の
理
論
』
春
秋
社
、
一
九
二
二
年
、
一
頁
。

（
32
） 
前
掲
、
二
頁
。

（
33
） 
土
田
杏
村
「
新
文
芸
の
理
想
を
提
唱
す
―
文
芸
上
の
深
秘
的
象
徴
主
義
」『
第

三
帝
国
』
第
八
三
号
、
一
九
一
七
年
四
月
、
四
一
頁
。

（
34
） 

土
田
杏
村
「
象
徴
的
深
秘
主
義
補
説
」『
第
三
帝
国
』
第
八
四
号
、
一
九
一
七

年
五
月
、
四
〇
頁
。

（
35
） 

前
掲
、
四
〇
頁
。
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（
36
） 

前
掲
、
四
〇
頁
。

（
37
） 

前
掲
、
四
一
頁
。

（
38
） 
前
掲
、
四
一
頁
。

（
39
） 
土
田
杏
村
「
伝
統
主
義
文
学
駁
論
」『
第
三
帝
国
』
第
八
七
号
、
一
九
一
七
年

八
月
、
四
三
頁
。

（
40
） 

前
掲
、
四
八
頁
。

（
41
） 

土
田
杏
村
「
新
自
然
主
義
、
新
印
象
主
義
―
深
秘
的
象
徴
主
義
の
歴
史
的
地
位
」

『
第
三
帝
国
』
第
八
九
号
、
一
九
一
七
年
九
月
、
四
四
頁
。

（
42
） 『
全
集
（
阿
部
）』
第
一
四
巻
、
三
一
七
頁
。

（
43
） 『
全
集
（
阿
部
）』
第
一
四
巻
、
三
二
〇
頁
。

（
44
） 『
全
集
（
阿
部
）』
第
一
四
巻
、
三
二
一
頁
。

（
45
） 

阿
部
次
郎
『
倫
理
学
の
根
本
問
題
』
岩
波
書
店
、
一
九
一
六
年
、
二
七
二
頁
。

（
46
） 

前
掲
、
二
〇
頁
。

（
47
） 

前
掲
、
一
六
頁
。

（
48
） 

前
掲
、
二
四
・
二
五
頁
。

（
49
） 

前
掲
、
二
五
頁
。

（
50
） 

前
掲
、
二
四
・
二
五
頁
。

（
51
） 

阿
部
次
郎
『
人
格
主
義
』
岩
波
書
店
、
一
九
二
二
年
、
九
一
・
九
二
頁
。

（
52
） 

前
掲
、
九
三
・
九
四
頁
。

（
53
） 

当
時
の
日
本
で
の
ド
イ
ツ
思
想
の
受
容
を
見
る
と
、
新
理
想
主
義
の
影
響
も
認

め
ら
れ
る
。
早
い
時
期
で
い
え
ば
、
先
の
小
野
の
著
書
の
監
修
を
つ
と
め
た
金

子
筑
水
（
一
八
七
〇
〜
一
九
三
七
）
は
、
新
理
想
主
義
の
影
響
を
強
く
受
け
て

い
る
（
林
正
子
「『
太
陽
』
に
お
け
る
金
子
筑
水
の
〈
新
理
想
主
義
〉
―
ド
イ

ツ
思
想
・
文
化
受
容
と
近
代
日
本
精
神
論
」『
日
本
研
究
』
一
九
九
九
年
六
月
、

三
三
五
〜
三
八
五
頁
）。

（
54
） 『
全
集
（
阿
部
）』
第
一
四
巻
、
一
九
二
頁
。

（
55
） 『
深
田
康
算
全
集
』
第
二
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
三
〇
年
、
三
三
頁
。

（
56
） 『
全
集
（
深
田
）』
第
二
巻
、
二
〇
頁
。

（
57
） 『
全
集
（
深
田
）』
第
二
巻
、
三
四
頁
。

（
58
） 『
全
集
（
深
田
）』
第
二
巻
、
三
四
頁
。

（
59
） 『
全
集
（
深
田
）』
第
二
巻
、
四
三
頁
。

（
60
） 

稲
垣
末
松
訳
『
リ
ッ
プ
ス
美
学
大
系
』
同
文
館
、
一
九
二
五
年
、
一
八
四
頁
。

（
61
） 

前
掲
、
八
三
〇
〜
八
三
一
頁
。

（
62
） 

阿
部
次
郎
『
人
格
主
義
』
岩
波
書
店
、
一
九
二
二
年
、
一
四
九
頁
。

（
63
） 

キ
リ
ス
ト
教
の
神
、ヤ
ー
ヴ
ェ
は
、無
形
の
神
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、『
三

太
郎
の
日
記
』
の
「
西
川
の
日
記
」（『
阿
部
次
郎
全
集
』
第
一
巻
、
角
川
書
店
、

一
九
六
〇
年
、
五
〇
六
頁
）
に
「
戒
律
の
神
ヤ
ー
エ
ー
」
と
記
し
て
あ
る
。

（
64
） 『
全
集
（
阿
部
）』
第
一
四
巻
、
三
二
頁
。

（
65
） 

北
昤
吉
「
文
化
国
家
の
理
想
」『
第
三
帝
国
』
第
八
七
号
、
一
九
一
七
年
八
月
、

一
四
頁
。

（
66
） 

前
掲
、
一
四
頁
。

（
67
） 

前
掲
、
一
二
・
一
三
頁
。

（
68
） 

鈴
木
前
掲
書
、
六
三
六
頁
。

（
69
） 

赤
青
生
「
修
養
の
根
本
要
件
」『
学
習
院
輔
仁
会
雑
誌
』
第
七
一
号
、
一
九
〇
七

年
、
一
二
頁
。

（
70
） 『
武
者
小
路
実
篤
全
集
』
第
五
巻
、
小
学
館
、
一
九
八
八
年
、
二
五
〇
頁
。

（
71
） 『
全
集
（
武
者
小
路
）』
第
五
巻
、
二
五
〇
頁
。

（
72
） 

武
者
小
路
実
篤
「
六
号
雑
記
」『
新
し
き
村
』
第
四
巻
第
一
一
号
、
一
九
二
一

年
一
〇
月
、
二
七
頁
。

（
73
） 

武
者
小
路
実
篤
「
或
日
の
一
休
和
尚
」『
白
樺
』
第
四
巻
第
四
号
、
一
九
一
三

年
四
月
、
八
三
頁
。

（
74
） 

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
武
者
小
路
実
篤
の
「
自
我
」
―
一
九
一
〇
年
前

後
を
中
心
に
―
」（『
阪
神
近
代
文
学
研
究
』
第
八
号
、
二
〇
〇
七
年
六
月
、
一

〜
一
三
頁
）
で
検
討
し
た
。

（
75
） 

武
者
小
路
実
篤
「
雑
感
」『
白
樺
』
第
五
巻
第
五
号
、
一
九
一
四
年
五
月
、

一
四
・
一
五
頁
。

（
76
） 

武
者
小
路
が
キ
リ
ス
ト
を
人
間
と
し
て
見
て
お
り
、
そ
の
上
で
、
神
の
よ
う
な

心
の
美
し
さ
を
持
つ
彼
を
尊
敬
し
て
い
る
点
に
つ
い
て
は
、
次
の
こ
と
が
認
め

ら
れ
る
。
心
の
美
し
さ
が
「
人
間
の
価
値
」
を
高
め
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
武

者
小
路
の
キ
リ
ス
ト
観
が
あ
く
ま
で
神
で
は
な
く
、
人
間
で
あ
る
と
い
う
点
で

あ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
武
者
小
路
独
自
の
解
釈
で
は
な
く
、
国
際
的
に
流
行

し
た
兆
候
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
エ
ル
ネ
ス
ト
・
ル
ナ
ン
（
一
八
二
三
〜

一
八
九
二
）
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
ル
ナ
ン
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
宗
教
史
に
た
け

た
思
想
家
で
あ
る
。
彼
は
、
一
八
六
三
年
に
『
イ
エ
ス
伝
』
を
刊
行
す
る
。
こ

れ
は
、
キ
リ
ス
ト
の
天
才
的
な
人
道
主
義
を
賛
美
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
同

時
に
キ
リ
ス
ト
が
神
で
は
な
く
人
間
と
し
て
取
り
上
げ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
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か
ら
、議
論
の
的
と
な
っ
た
著
書
で
あ
る
。
し
か
し
、こ
の
『
イ
エ
ス
伝
』
は
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
中
で
翻
訳
さ
れ
、
広
ま
っ
た
。
こ
れ
が
キ
リ
ス
ト
を
人
間
と
し
て
と
ら

え
る
風
潮
の
発
端
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
は
日
本
に
も
受
容
が
あ
っ
た
こ
と

を
物
語
っ
て
お
り
、
武
者
小
路
も
こ
れ
ら
の
思
想
か
ら
キ
リ
ス
ト
を
と
ら
え
て

い
た
可
能
性
が
高
い
。
瀬
沼
茂
樹
は
『
近
代
日
本
文
学
の
構
造
』
第
二
巻

（
一
九
六
三
年
）
の
中
で
、
天
才
意
識
と
同
様
流
行
し
て
い
た
凡
人
意
識
が
反

映
さ
れ
て
い
る
と
言
及
し
て
い
る
。
武
者
小
路
の
キ
リ
ス
ト
像
が
、
人
間
キ
リ

ス
ト
で
あ
る
の
は
、
彼
が
キ
リ
ス
ト
教
の
教
え
を
聖
書
以
外
の
媒
体
か
ら
も
受

け
て
い
た
こ
と
が
大
き
い
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
ト
ル
ス
ト
イ
に
よ
っ
て
で
あ
る
。

ト
ル
ス
ト
イ
の
思
想
は
、
社
会
観
と
密
接
に
つ
な
が
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
は
、

芸
術
・
教
育
に
ま
で
広
が
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
、
生
命
の
宗
教
で
あ
っ

た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
鈴
木
貞
美
は
『
生
命
観
の
探
究
』（
作
品
社
、

二
〇
〇
七
年
、
一
九
二
頁
）
に
お
い
て
、「
ト
ル
ス
ト
イ
の
『
神
は
生
命
で
あ
る
』

と
い
う
命
題
は
、
地
上
の
す
べ
て
の
生
命
の
営
み
と
、
そ
れ
に
対
す
る
人
間
の

い
つ
く
し
み
の
感
情
と
、
そ
し
て
神
と
を
一
挙
に
結
び
つ
け
る
も
の
だ
っ
た
。

（
中
略
）
そ
れ
は
、
あ
ら
ゆ
る
宗
教
の
根
本
は
ひ
と
つ
で
あ
り
、
同
時
に
、
そ

れ
は
あ
ら
ゆ
る
生
命
の
お
お
も
と
で
あ
り
、
そ
れ
こ
そ
が
世
界
の
原
理
で
あ
る

と
い
う
強
い
信
念
で
あ
る
。」
と
指
摘
し
た
。

（
77
） 

武
者
小
路
実
篤
「
雑
感
」『
白
樺
』
第
七
巻
第
二
号
、
一
九
一
六
年
二
月
、
六
九

頁
。

（
78
） 

前
掲
、
六
九
頁
。

（
79
） 

武
者
小
路
実
篤
『
荒
野
』
警
醒
社
、
一
九
〇
八
年
、
一
四
四
頁
。

（
80
） 

二
宮
尊
徳
は
、
相
模
国
（
現
、
神
奈
川
県
）
出
身
で
、
江
戸
後
期
の
農
政
家
・

思
想
家
で
あ
る
。
彼
は
農
村
復
興
政
策
を
指
導
し
、
財
政
再
建
策
と
し
て
「
報

徳
仕
法
」
を
実
施
し
た
。
後
に
、
武
者
小
路
は
「
二
宮
尊
徳
」（『
キ
ン
グ
』
第

五
巻
第
一
〇
号
〜
第
六
巻
第
七
号
、
一
九
二
九
年
一
〇
月
〜
一
九
三
〇
年
七
月
）

を
発
表
し
て
い
る
。

（
81
）
武
者
小
路
実
篤
『
荒
野
』
警
醒
社
、
一
九
〇
八
年
、
一
四
七
頁
。

（
82
） 

中
江
藤
樹
は
、
近
江
国
（
現
、
滋
賀
県
）
出
身
の
陽
明
学
者
で
あ
る
。
藤
樹
書

院
と
い
う
私
塾
を
ひ
ら
き
、
朱
子
学
へ
傾
倒
し
た
後
、
陽
明
学
の
影
響
を
受
け

る
。
近
江
聖
人
と
呼
ば
れ
た
。
武
者
小
路
以
外
に
も
、
同
時
代
で
藤
樹
の
影
響

を
受
け
た
人
物
は
多
い
。
中
で
も
井
上
哲
次
郎
は
、『
翁
問
答
』（
廣
文
堂
書
店
、

一
九
一
〇
年
）
の
校
訂
ま
で
お
こ
な
っ
て
い
る
。

（
83
） 

武
者
小
路
実
篤
『
荒
野
』
警
醒
社
、
一
九
〇
八
年
、
一
四
九
頁
。

（
84
） 

阿
部
が
善
の
追
求
を
し
て
い
た
の
は
、『
人
格
主
義
』
か
ら
も
分
る
が
、
他
に

も
『
合
本
・
三
太
郎
の
日
記
』（
一
九
一
五
〜
一
九
一
七
年
）
に
、「
善
と
悪
（
あ

る
年
少
の
友
の
た
め
に
）」
と
い
う
記
述
が
あ
る
。「
す
べ
て
の
人
に
は
善
心
と

悪
心
と
が
あ
る
、
世
界
に
は
純
悪
の
人
が
存
在
し
な
い
と
等
し
く
純
善
の
人
も

ま
た
存
在
し
な
い
―
こ
れ
は
改
め
て
云
ふ
ま
で
も
な
い
凡
常
な
真
理
で
あ
る
」

（『
阿
部
次
郎
全
集
』
第
一
巻
、
角
川
書
店
、
一
九
六
〇
年
、
四
〇
一
頁
）。
阿

部
は
、
こ
の
よ
う
に
断
っ
た
上
で
、
そ
の
素
質
に
違
い
が
あ
る
点
を
次
の
よ
う

に
述
べ
る
。「
人
に
は
、
そ
の
素
質
上

0

0

0

既
に
善
人
と
悪
人
と
の
比
較
的
差
別
が

あ
る
。
し
か
も
後
の
条
件
を
考
慮
の
中
に
入
れ
る
と
き
、
我
ら
は
更
に
善
に
向0

ふ0

心
と
悪
に
向
ふ

0

0

心
と
、
そ
の
方
向
の
上
に
截せ
つ
ぜ
ん然
た
る
対
立
を
認
め
ず
に
は
ゐ

ら
れ
な
い
。
た
と
ひ
二
人
の
人
が
そ
の
素
質
に
お
い
て
同
等
で
あ
り
、
そ
の
善

悪
混
淆
の
度
に
お
い
て
等
量
で
あ
る
と
仮
定
し
て
も
、
そ
の
志
す
と
こ
ろ
の
相

違
に
よ
つ
て
、
全
然
反
対
の
方
向
を
と
る
こ
と
も
ま
た
あ
り
得
る
の
で
あ
る
。

ゆ
ゑ
に
我
ら
は
そ
の
意
志

0

0

の
所
在
に
よ
り
、
そ
の
努
力

0

0

の
方
向
に
よ
り
、
そ
の

人
格
生
活
の
焦
点

0

0

に
よ
つ
て
、
善
人
と
悪
人
の
間
に
随
分
本
質
的
な
境
界
を
劃

す
る
こ
と
も
ま
た
出
来
る
は
ず
で
あ
る
」（
前
掲
、
四
〇
二
頁
）。
こ
の
よ
う
に
、

阿
部
は
そ
の
素
質
に
よ
っ
て
善
悪
を
持
ち
合
わ
せ
る
人
間
の
区
別
を
は
か
っ
て

い
る
。
つ
ま
り
、
人
間
に
は
誰
で
も
善
悪
の
素
質
が
あ
る
が
、
そ
れ
を
ど
の
方

向
に
伸
ば
す
か
に
よ
っ
て
、
そ
の
人
間
の
本
質
が
決
ま
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

彼
は
、
善
人
と
悪
人
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。「
カ
ン
ト
以
来
云
ひ
古

さ
れ
た
や
う
に
、
善
人
と
は
よ
き
意
志
で
あ
る
。
よ
き
意
志
に
よ
つ
て
そ
の
素

質
の
悪
を
洗
浄
し
、
善
に
向
ふ
努
力
に
よ
つ
て
善
に
か
な
ふ
本
質
を
獲
得
し
た

も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
反
し
て
悪
人
と
は
悪
き
意
志
で
あ
る
。
そ
の
無
恥
な
る

悪
の
主
張
に
よ
つ
て
素
質
の
悪
を
更
に
倍
加
し
行
く
者
で
あ
る
。
こ
ゝ
に
同
一

の
空
間
を
相
前
後
し
て
経
過
す
る
二
つ
の
矢
が
あ
つ
て
も
、
そ
の
方
向
が
相
反

対
す
る
と
き
、
そ
のdestiny

も
ま
た
全
然
相
反
せ
ず
に
は
ゐ
ら
れ
な
い
。
善
人

と
悪
人
と
の
差
別
は
か
く
の
ご
と
き
も
の
で
あ
る
。」（
前
掲
、
四
〇
三
頁
）。
阿

部
の
い
う
よ
う
に
、「
よ
き
意
志
」
と
「
悪
き
意
志
」
に
分
け
ら
れ
た
善
人
と

悪
人
は
、
一
人
の
人
間
の
中
に
善
と
悪
が
あ
る
と
し
て
も
、
そ
の
素
質
を
ど
の

よ
う
に
伸
ば
す
か
は
、
本
人
の
性
質
や
努
力
に
よ
る
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

や
は
り
、
善
人
と
悪
人
は
存
在
す
る
。
し
か
も
、
努
力
す
る
方
向
が
そ
の
人
間

の
本
質
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
阿
部
の
主
張
の
中
に
は
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
阿
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部
の
意
見
は
、
武
者
小
路
の
善
悪
観
と
も
共
通
す
る
。
そ
れ
は
、
彼
の
「
心
の

清
さ
」
や
「
人
間
の
価
値
」
に
見
ら
れ
た
善
の
方
向
へ
向
か
う
こ
と
の
心
地
よ

さ
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
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Religion and Society in the Work of  Abe Jirō and 

Mushakōji Saneatsu: “Sympathy,” “Neighborly Love,” 

and the “Third Society”

YOSHIMOTO Yayoi

The Graduate University of  Advanced Studies,  

School of  Cultural and Social Studies,  

Department of  Japanese Studies

Abe Jirō (1883–1959) declared that a good society can be created through “personalism” (1922). He thought that 

the improvement of  individual personalities would lead to a virtuous society. Mushakōji Saneatsu (1885–1976) 

had a similar idea. Abe Jirō’s idea of  “personalism” resembled Mushakōji Saneatsu’s thinking about the “ideal 

society.” In this essay, I have inspected their ideas. Abe Jirō said that sympathy is a kind of  empathy; and 

empathy, when seen aesthetically, is also applicable to society.

I investigated the problem of  sympathy from the point of  view of  empathy. The theory of  empathy proposed 

by Theodor Lipps (1851–1914) was introduced in Japan in discussions of  aesthetics and psychology. Mori Ōgai 

(1862–1922) was the first to take up the problem, and it spread among the intellectuals of  that time. Sympathy 

was understood in terms of  religion when Schopenhauer’s thought was transmitted to Japan. Schopenhauer can 

be interpreted from a Buddhist point of  view, as seen in the writing of  Inoue Tetsujirō (1856–1944). I investigate 

“sympathy” and “neighborly love” from the time of  Schopenhauer’s reception in Japan.

Lipps’s idea applies to all interpretations. Therefore, their interpretation differentiate with that of  someone. 

But Abe’s and Mushakōji’s ideas resembled those of  others in the same period. Ibsen (1828–1906), in his play 

Kejser og Galilaer (1873), had put forward something similar in his idea of  “the third society” that unites the 

flesh as expressed by the Greek mind and the spirit as expressed by the Christian mind. Similarly, in Japan, Abe 

Jirō and Mushakōji Saneatsu saw their country as one in which sympathy and  personalism were fused. Abe’s 

idea may also be compared to Hegel’s “philosophy of  law,” and Mushakōji’s ideal society may be compared to 

Kant’s idea of  a “goal country.” Abe and Mushakōji thought that religion is goodness.

Key words: Abe Jirō, Mushakōji Saneatsu, personalism, sympathy, neighborly love, religion, Theodor Lipps, 

Schopenhauer, Hegel, Kant




